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序章　私、まさかの〝運命〟に出会いました




　十五歳のアメリア・クラレンスは、とても憂鬱だった。

　パーティー会場となっている明るい庭園の片隅にいて、父といったん別れてからずっと楽しそうにしている令嬢たちを遠くに眺めている。

　目立つチェリーピンクの髪と、気の強そうな美しい赤薔薇色の目。それでいて赤がちりばめられたフリルたっぷりのドレスは、緊張感を覚えるような彼女の美しさを一際目立たせている。

　同じ年頃の少女よりも華奢で、肉体的には少女未満だ。

　しかし、大人びた気高い印象を与える赤い瞳は、とくに他の令嬢と一線を置いた。

（ただただ、意地悪な印象を与えるだけなんだけどね）

　楽しそうにお喋しゃべりをしている同じ年頃の令嬢たちを眺め、ついため息を漏らした。

　どうせ自分は仲よくなれない。

　彼女たちは、あっという間に打ち解けていた。でもアメリアが同じようにあの輪の中へ行き、声をかけたとしても、そそくさと避けられてしまうだろう。

　本日は、茶会デビューをした子供を持つ貴族たちが招待されていた。

　年の近い子供たちに交流を持たせよう、という目的で開催されている。

　――だが、アメリアはぽつんと一人でいた。

「顔とか雰囲気が見事に意地悪っぽいだけで、なんでことごとく誤解されていくの？　そのせいで友達ゼロ人とか、私がかわいそうっ」

　年の近い子なんて、アメリアの元には誰一人寄ってこない。つい令嬢口調も忘れて、伯爵令嬢らしさもなく感情的につぶやいた。

　これもいちおうは社交なのだから、「伯爵令嬢アメリア」として過ごさなければ。

　一人ぼっちという状況に打ちのめされながら、佇まいを整えなおす。これを教育係にでも見られてしまったら、怒られてしまうだろう。

　物心ついた頃から、アメリアは両親や屋敷の使用人たちを困らせてきた。庶民のような言葉遣いも、いつ覚えたものかと使用人たちに不思議がられた。

「……私だって知りたいわよ」

　アメリアだって疑問だった。なんというか、時々、自分が〝お嬢様〟と呼ばれることに違和感を覚えたりするのだ。

　伯爵家に生まれて、兄と一緒にずっと貴族教育も受けてきたのに。

（まぁ、そんなことを思う方がおかしいのか）

　頭上の木の葉が奏でる音につられて、アメリアは美しい赤い薔薇のような目を向けた。

　日陰をつくってくれている木の葉が、これから来る夏を思わせる風にそよそよと揺られている。背景の青い空は、清々しくて美しい。

（楽しくないし……帰りたいなぁ）

　連れてきてくれた父に心配はかけられないから、友達なんてつくれない、と伯爵令嬢の社交力に関わるような弱音も言えない。

　その時、青い空に、丸々とした何かが飛んでいるのに気づいた。

　アメリアは、その〝青い姿〟に唖然とした。それは鷹たかほどの大きさの太った鳥で、首に派手な柄と色のスカーフを巻いている。

「まるでキャラクターみたいな、でたらめな、鳥……」

　自然と口からこぼれ落ちた言葉に、ハッと自分の唇に手を添えた。

　それは初めて聞く言葉だった。それなのに、よく知っていると感じたことにアメリアは困惑した。

「キャラクターって……ん？　待って」

　これまで感じていた違和感が、大きなうねりとなって込み上げる。

「あれってたしか〝ヒロイン〟のアドバイザー的な存在になる、ゲームのスタート地点で出会える教会の伝書鳥だったマスコットキャラクター……」

　出るがままに震える声を吐いた直後、アメリアは、頭をガツンと殴られたような衝撃を受けた。

　一瞬、目の前がチカチカした。だが、それはまるで目が覚めたみたいな、あっと驚く事実をアメリアにすべて教えてくれた。

「う、嘘でしょ？　……こ、ここって【ソフィア・ハーバーと青い鳥】のゲームそのまんまの世界じゃないの！」

　突然よみがえったのは、自分が日本人女性として生きていた記憶だった。

　これは、当時自分がやっていたゲームの一つだ。その世界の〝アメリア〟として生まれ変わったことに気づいた。

　思わず「嘘」と口にしたのは、ゲームのキャラの配役も思い出したからだ。

　伯爵令嬢、アメリア・クラレンスは〝悪役〟だった。




　――乙女ゲーム、【ソフィア・ハーバーと青い鳥】。

　このゲームのヒロインは、ソフィアという庶民の女の子だ。神父様を助けたことから教会で働くことになって、ゲームはスタートする。

　あの教会の伝書鳥は、魔法もメールもないこの世界で、ソフィアとヒーローたちの密な連絡を助けるキャラクターだ。

　これは乙女ゲームで、各攻略キャラがいてそれぞれタイプ別の恋愛ルートが用意されている。

　その中で一番人気だったのが、メインヒーローである第二王子の溺愛エンドである。

　そこに立ちはだかるのが、婚約者〝悪役令嬢アメリア〟だ。

　十六歳になる前、アメリアは「女おんな避よけだ」と契約を持ちかけられ、彼女が成人する十八歳までを期限として婚約。しかし、そのすぐ後、メインヒーローはヒロインと出会って一目惚れしてしまう。

　その結果、アメリアは断罪イベントが起こって捨てられるのだ――。




　アメリアは、ゲームの内容を思い返してショックのあまりよろめいた。

（こうして時系列にすると悪役令嬢の方がかわいそうな気がするんだけど、それは私が彼女として転生したせい？）

　前世で、自分がどんな最期を迎えたのかはわからない。

　それでもあんまりだと思うのだ。洪水のように押し寄せる記憶を整理しながら、立っていられなくなってぺたりと木の下に座り込んでしまう。

（落ち着くのよ、まずは状況を把握するの）

　悪役令嬢アメリアは、今の時点ではまだ意地悪を始めていない。

　見た目が意地悪系なので、当初から友達なしの状態だったというだけだ。

　それがゲームの仕様とはいえ、いろいろとひどい。この流れのまま契約を持ちかけるべくメインヒーローが見合いの席に来る。そしてそのクソ忌々しい彼のせいで、彼女は意地悪な行いを始めるのだ。

（うん。やっぱり、かわいそう）

　なんてこった、アメリアは芝生に手をついて愕然とする。

　前世では……なんて名前で呼ばれていたのかまだ思い出せないが、学校を卒業してもオタク仲間と日々楽しく生きていた気がする。

　なんにも悪いことなんてしていない。なのに、いきなりぼっちの悪役配置なんてひどすぎる。

（そもそもそ私、このゲームのメインストーリーは注目していなくて）

　そう前世の最新の同人活動のことを、順を追って振り返っていた時だった。

　不意に、草を踏む足音に気づいた。

　アメリアはハッと顔を上げ――赤薔薇色の瞳を大きく見開いた。その視線の先に思いもよらぬ〝運命〟の出会いが待っていた。

「君、大丈夫かい？」

　そこには、美しい銀髪が目立つやや背の高い美少女がいた。他の令嬢のように盛られたものではないが、スミレ色の上品なドレスは、全身から発されるキラキラとしたオーラでいっそう輝いて見えた。

　彼女の澄んだ湖のような青い瞳には、座り込んだアメリアが映っている。

　アメリアは、しばらく赤薔薇色の目を見開いて彼女を凝視していた。

「え。……えっ……ゴフォ！」

　不自然な音を口から出してしまったアメリアは、咄とっ嗟さに鼻から下を手で覆うようにして押さえた。

　一瞬にして前世のオタク活動がよみがえった彼女は、不幸ではあるが同時に幸せすぎる、という現実を前に鼻から流血しそうになった。

　そこにいた少女は、前世での〝推し〟――『高貴なる令嬢』だった。

（そうよっ、なんで真っ先に思い出さなかったの!?）

　実は、このゲームには、モブなのに絶大な人気を集めているキャラがいた。

　そのキャラの出演箇所を見たいがためにゲームをやる、という異例のゲームファンまで続出したほどだ。

　何を隠そう、アメリアがこのゲームのネット版、ソフト版も全部追っかけることになったのは、今、目の前にいる彼女がいたからだった。

　ファンに〝高貴なる令嬢〟と名付けられた彼女の名前は、ミッシェル・イリスバーグ。宰さい相しょうを父に持つ、イリスバーグ侯爵家の令嬢だ。

　彼女は、公式の発表によるとゲームのメインキャラではない。

　日常回で、画面上に少しだけ姿を現す〝モブ〟の一人だ。

　しかし、その数少ない登場シーンの全部が、ゲームファンに突き刺さった。

　背景に毎回薔薇が舞う絵になる神秘的な美しさ。それに加えて、優雅な紳士口調も大勢の女性ファンを虜にした。

『やぁ、君らも休憩かい？　なら私は、かわいい小鳥たちの声を聞きに行くとしよう』

　そんな台詞せりふを、さらっと言える王子様的な見目麗しい侯爵令嬢だ。

　仕草も男性キャラ以上にカッコイイし、実のところ隠れメインキャラなのではないかと騒がれ絶大な人気を誇っていた。

　アメリアにとっても、彼女は最高の〝推し〟だった。

　彼女の貴重な登場シーンの、少ない台詞の全部に心を鷲わし掴づかみにされた。もう、ヒロインもヒーローも攻略対象たちさえ見えなくなった。

「よほど具合が悪かったりする？」

　その彼女が、今、目の前にいる。

　顔を覗のぞき込まれて容体を確認されたアメリアは、まだ声が出なくて、ぶるぶる震えたまま首を横に振った。

　ミッシェルの銀髪が、目の前でさらりと落ちた。

「そうか。立てそうかい？」

　すぐには無理。

　アメリアは、再び首を左右に振ってみせた。

　でも、これだけでは、しばらく放っておいてくれれば大丈夫ですよ、という内容までは伝わらないだろう。

　そう不安に思った時、ミッシェルが少し考えて小さく微笑んだ。

「それなら、立てるようになるまで、私がしばらくそばにいよう」

　対応が紳士！　たまらん！　アメリアは恋する乙女のごとくきゅんきゅんしてしまって、今にも芝生の上をごろごろ転がり回りたくなった。

（ああああああなんってイケメンんんんんんん！）

　リアルな〝高貴なる令嬢〟ミッシェル・イリスバーグを前にして、胸の高鳴りがものすごい。

　実は、このゲームで銀髪なのは彼女だけだ。

　幼少期は体が弱かったということから、そのためこの髪色になったのではと推測されていた。紳士口調は、ずっと看病してくれた兄譲りなのだとか。

　彼女は十代の前半のほとんどを療養して過ごし、大事を取って社交もほとんど自粛している。

（たしかに、こうして見てみると、とっても細いわ……）

　雪のように白い肌、背丈はあるけど胸は小さくて腰回りまで細い。

　ゲームのストーリーが進む中で十八歳になったと紹介されていたから、ゲーム開始前の今は、まだ十七歳だろう。

　メインヒーローの第二王子は、攻め系溺愛ルートだ。彼の上には、王道の優しいイケメンである第一王子がいる。

　だが、彼もまたモブキャラに分類されていた。しかも登場回数は、ミッシェルよりも少ない。中盤からまったく出てこなくなり、全イケメンが大集合するエンディングで唯一登場しない美形キャラだった。

　同じように、あのモブとは思えない麗しいミッシェルも出てこない。

　そこでファンたちの間で、第一王子は元々〝高貴なる令嬢〟の相手キャラなのではないかと熱く推測された。

　――メインストーリーでは語られない〝裏設定〟だ。

　彼女をヒロインにした作品が別で出るのではないかと、ミッシェル推しのファンたちは騒いだ。しかし、吉報はないままアメリアの前世の記憶は途切れている。

（これって、ゲームでは見られなかった彼女の物語を追うチャンスなのでは!?）

　アメリアの目が輝きを増した。

　すると、視線に気づいたミッシェルが見つめ返してきた。手を伸ばしたら届く距離で微笑みかけられて、ドキンッと心臓がはねた。

「ん？　何かな？」

「あっ、あの、親切なお方！　わた、私はもう大丈夫ですわ」

　追いかけ続けていた〝推し〟が、この現実で一緒に生きていて言葉を交わせるんだと思ったら、声がひっくり返った。

　ミッシェルが口元に手をあてて、くすくす笑った。

「よかった。少しは気分もよくなったみたいだね」

　直後アメリアは、頭を抱えて心の中で悶もん絶ぜつした。

（ンあああああああイケメンな微笑がた・ま・ら・ん……っ！）

　できることなら、この気持ちを思いっきり叫びたい。あらん限りの思いで同志に喋りまくってしまいたい。

「さて、顔色もいいみたいだね。――立てそうかい？」

　ミッシェルが、腰を屈めて手を差し出してきた。

「ハッ、はいもちろん立てますです！」

　うれしすぎて噛みまくった。感動のあまりアメリアは目も潤ませ、もうその赤薔薇色の瞳には彼女しか映していなかった。

　けれどミッシェルは笑ったりしなかった。微笑ましげに目を細めただけだ。

（ああ、なんて素敵な転生なの。私、この人のためにここに生まれたんだわ）

　そんな確証もないことを思った。震える手を伸ばしたら、ほっそりとしたミッシェルの指に触れた。

「おや。緊張しているのかな？　そんなに遠慮がちに添えなくてもいいんだよ」

「だっ、だってその、あの、あまりご迷惑はかけられないですしっ」

「大丈夫だよ。私だって、女の子一人くらいなら引き上げられるんだから」

　にこっと笑って、ミッシェルがアメリアの指先を握り込んでくれた。

（転生したこの世界では、私の〝推し〟が生きているんだ）

　そう実感している間にも、立ち上がった。向かい合ってみると、少し高い位置からミッシェルが美しく見つめてくる。

「連れとは、一人で合流できそうかい？」

　手を優しく離され、アメリアはドキドキしっぱなしの胸元にぎゅっと引き寄せた。

「はいっ、もう全然大丈夫です！」

「君の元気な表情が見られてよかった。気をつけてお戻り。私はこのまま馬車に向かうから、君とはここでお別れだ」

　自分とは逆方向を指差したミッシェルに、アメリアはハタと気づく。

「えっ、馬車って、こことは反対方向にあったのですか？」

「うん。向かっていたら、君が座り込んでいる姿が見えたものだから、心配で」

　途中、引き返して来てくれたらしい。

（こ、この世界に生まれてよかったあああああああっ！）

　アメリアは感激した。もう、悪役令嬢に生まれ変わっただとか、一瞬本気でどうでもよくなった。

「また、いつか会えるといいね」

　ミッシェルが、キラキラとまぶしい笑顔で言ってきた。

「はいいいいい！」

（絶対見に行きます！）

　アメリアは決意する。目の前にいる〝推し〟が尊すぎて、ゲームのストーリーとかそれどころじゃない。

　彼女のルートを見るために、がんばるのだ。

（そうして私は、彼女のために生きるのよ！）

　転生バンザイとアメリアは思った。脳内では、ハレルヤ、と紙吹雪と花吹雪が舞い、挙式のような神こう々ごうしい鐘の音が鳴り響いていた。










一章　アメリアの婚約と、そして再会




　不幸な転生だと思ったら、運命の人と出会った。

　そんな最高の〝推し〟との初対面の後、しばらく家族の話も聞き逃すほど、アメリアは夢心地でぽわぽわと過ごしていた。

　だが翌々日、早速〝悪役令嬢アメリア〟のイベントの日がきてしまった。

（うわー……、ほんとに来たわ）

　晴れやかな午後の早めの時間、アメリアは屋敷の外のテラスにいた。どうにか微笑んでいるものの、表情筋は今にも引きつりそうだ。

　本日、クラレンス伯爵家でアメリアの見合いが開催された。

　彼女の向かいに座っているのは、第二王子エリオット・フォン・ウィルアベルだ。かなり不服そうにそっぽを向いている。

　彼は、現在十五歳のアメリアより三つ年上の十八歳だ。

　日差しがあたるとキラキラと輝く金髪、強気な性格が滲にじむ紺色の瞳。端整な顔立ちは、不機嫌顔であっても絵になるほど美しい。政治を主に見ている兄と違い、彼は軍事をメインで任されて公務にあたっている。

　この展開はゲームのストーリー通りだ。

　彼が契約の算段を立て、王命に嫌々従い来たのを知っているので、にこやかな空気をつくるのもはばかられる。

（大変困る空気だわ……）

　王家からの見合いの指名は、名誉なことだ。しかし、この話を明かした時の父の喜びようにも、どう反応すればいいのか困らされた。

『お前にうれしい報告があるっ。大変喜ぶことだろう。何せ、お前もイケメンで気になると言っていた、あの第二王子殿下との見合いが決まったぞ！』

　それは前世の記憶が戻る前の私であって、第二王子をよこされても困るんですよ、お父様……。

　あまりにもうれしそうに父親に言われて、そんな本音は答えられなかった。〝悪役令嬢アメリア〟が意地悪に走る前の父親は、アメリアと兄、二人の子供を喜ばせることが大好きな親バカだった。

（私、そんなお父様がやっぱりとても好きだわ）

　前世でも、父親が大好きだったから余計にそう感じるのかもしれない。

　前世の家族の記憶は、あまり思い出せないでいる。でもたしかに尊敬していて、愛していただろうということはなんとなくわかった。

　前世の記憶を思い出してから、家族でだんらんしている父を見ていて、不意に〝恋しい〟と感じることがあったから。

　そして同時に、前世では父親と早くに死別したことも悟った。

〝悪役令嬢アメリアの父〟と話をしていて、たまに涙が出そうになるくらいうれしいと感じることがあった。

（そうしたら、喜ぶ顔をますます曇らせたくなくなっちゃったのよね――）

　その時、エリオットの声が耳に入って我に返った。

「ふん、お前にとっては、待ちに待った見合いなのだろうな」

　顔を横に向けたまま、むすっとした表情で唇を尖とがらせる。

　あまりにも失礼な態度で、アメリアは笑顔を張りつけたままイラッとした。

（私は〝高貴なる令嬢〟と出会えたことに浮かれて、腹黒王子なあなたのことなんて、すっかり忘れていましたけど）

　見合いの席に着いてから、初めての発言がこれだ。ゲーム通りとはいえ、同席している状況も嫌すぎる。

　だが、相手は第二王子だ。伯爵令嬢として失礼のないよう適当に相づちを、と考えたところでエリオットが先に口を開いてきた。

「言っておくが、今回の見合いは断れなかっただけで、俺はお前自身に興味はない」

　牽けん制せいのように、トゲトゲとした口調で言ってくる。

（いちいち腹立つけど、まぁ、彼の方から勝手に喋ってくれるのはありがたいわね）

　流れはゲーム通りであるし、アメリアはその時を待って、しばし令嬢らしく慎ましく黙っていることにした。

「父上が縁談の第一候補として薦めてきたから、王族として従った。名門伯爵家で家柄は申し分なく、未来の王弟妃として教養の高さも十分で、年齢も近いのがお前だったようだ」

　興味はまったくない、と言わんばかりの態度だ。

（ほんと、ゲームのストーリーのまんまなんだなぁ）

　アメリアも関心はなくて、ぼけぇっと眺めていた。話す間も、視線を合わせる気さえなく彼はよそを見ている。

「お前自身に俺が惹かれたわけではない。だが、いい機会だ。いっそ利用してやろうかと思って今日は来た」

　しばらく待って、ようやく彼がそう言ってきた。

　手厳しい言い方をされたのに、アメリアは他ひ人と事ごとのように彼の様子を観察していた。

（本当に〝私〟のことが嫌いなんだなぁ）

　ゲームの解説書によると、メインヒーローは婚約前から〝悪役令嬢アメリア〟に悪い印象を持っている設定だった。

　性格が悪く、イイ男をあさってはたぶらかし〝男と遊んでいる〟悪女。

　アメリアの美しく気の強そうな悪役顔は、そういった事実無根の噂をされるのに一役買っていた。

（さすがはゲーム、引きこもりなのに不自然すぎる悪評よね）

　先程エリオットが述べた『教養の高さ』うんぬんも、天性の才ではなく、ただ家にいる間に勉強をし続けた結果だった。

　とはいえ、悪役令嬢とヒロインに対する態度の差も彼のポイントだった。

　メインヒーローである第二王子エリオットは、元々女性に対しても冷たく、婚約者にも厳しい態度をとる。

　そんな彼がヒロインを溺愛するというギャップがファンに大人気だった。

　しかしアメリアは、納得がいかない。

（元の婚約者への仕打ちを考えれば、彼が正義を振りかざし婚約破棄をして称賛される、というのも違うと思うんだけど――）

　でも、と不意にアメリアは落ち着きを取り戻す。

　ああ、そうか、と納得する。

　偽りの婚約をしたメインヒーローの自分勝手な〝ひどさ〟より、嫉妬に駆られ冷静ではなくなった悪役令嬢の行動が上回ったのだ。

「――おい、聞いているのか？」

　初めて画面とは違う表情を彼に向けられ、我に返った。

　ゲームの画面で見ていたままの横顔を眺めていると現実感を覚えず、ついぼうっと考えふけってしまったらしい。

「あ、はい。聞いておりますわ」

　大事なところでもあるので、気を抜いてしまったことを反省する。

（ここは、今の私にとって現実よ。しっかりしないと）

　ゲームでは、ここで悪役令嬢アメリアは戸惑いをあらわにしていた――でも、今のアメリアは違う。

「殿下のおっしゃる『利用』とは、どういうことでしょうか？」

　ゲーム世界の悪役令嬢アメリアと違って、落ち着いた口調で尋ね返した。

　なんだか、エリオットが妙な表情をした。

「お前、やけに冷静だな？　この俺と婚約できるかもしれないと、期待しているのではないのか？」

　一般的に考えれば、どんな令嬢も期待する状況だろう。

（でも、〝私〟は違うわ）

　アメリアは悪役令嬢だ。ストーリーを知っているだけに、端はなから期待なんてしていない。

「殿下、私はただの伯爵家の娘にすぎません。家と王族の決定に従うまでであって、命令されれば私個人の意見などないも同然です」

　ここは不信感を払うべく、伯爵令嬢としての立場で意見する。

　エリオットが考えるように顎をさすった。彼が馬鹿ではないのは、アメリアだってゲームを通して知っている。

「――まぁいい」

　待っていると、推測通りの反応があって内心ホッとした。

　エリオットが、再びこちらへと目を向けてくる。

　それはゲーム画面とまったく同じ光景だった。アメリアは彼の口から次に切り出される言葉がなんであるのかわかって、ひそかに気を引き締める。

「お前に、一時的な婚約を提案したい」

　ゲーム通りの展開だった。

　前もって知っていたと思われないよう、アメリアは考えるようなふりをした。一度視線をそらし、間を置いてから彼へと戻す。

「申し訳ございません、殿下のご意向を一言で理解することができませんでした。それは、どういうことでしょうか？」

　動揺のふりなんてできなかったので、相手を立てつつ尋ね返す。

　すると、冷静という点についてエリオットは不信感を取っ払ったようで、気前よくうなずいてくれる。

「さすがに『才女』とも言われているクラレンス伯爵家の令嬢も、動じる内容だったみたいだな。詫びはいい、急な相談だったからな」

（あら、意外とそのへんの配慮はある人なのね）

　アメリアは、優しさの欠片かけらもないと思っていたので、予想外の言葉を聞いたと彼をじっと見つめてしまった。

　だが、ほんの少し見直したのも束の間だった。

「つまり俺が言いたいのは、婚約を〝偽装〟しようというものだ。来年には結婚可能になるが、お前もすぐに嫁ぐ気はないだろう」

　そうに違いないと断言する口ぶりには、あきれそうになる。

　けれどこの時点で、彼はアメリアの〝悪評〟の方を信じている設定だ。しばらく遊ぶつもりなんだろうと思っている。

「一時的、とおっしゃいましたけれど、つまり私が十八歳になるまでの間、婚約していてほしいということでしょうか？」

　嫁ぐ気はないだろうという部分に関しては、質問ではぐらかした。

　結婚に至るまでの長さも、まちまちだ。王弟妃としての教育を考えれば、二、三年の婚約期間もおかしくはない。

「そうだ。お前が成人するまでの三年、俺の婚約者をやってもらいたい」

「婚約だけで、結婚のタイミングになったら解消すると？」

「互いに悪い話ではないだろう。ここで婚約しておけば、しばらくはわずらわしい交流やら縁談話から離れられる」

　長期にわたる偽りの婚約。

　思いのほか早く婚約を解消する日が訪れるとは、想定もしていないからこその提案なのだろう。

（この後、彼はゲームのヒロインのソフィアに出会い恋をするのにね）

　ちらりとシナリオを思い返しただけだ。それなのに渋っているとでも取られたのか、彼が顔をしかめて彼女に詰め寄る。

「俺はしばらく結婚する気はないし、お前だって遊んでいる身だろ」

　ゲームの悪役令嬢アメリアは、この時は見た目からそう誤解されているだけだ。

　見目麗しい第二王子につっけんどんにそう言われた時、彼女は戸惑いがちに『そんなことありません』としおらしく答えていた。

　でも、今のアメリアは違う。

「まぁそうですね、結婚についてはまだ……」

　十六歳になってもいないし、と思いながらアメリアは曖昧に返事をした。

　好き勝手にやっていると思われているのなら好都合だろう。その方がアメリアとしても動きやすい。

「婚約しても、お互いできるだけ自由にしてもよいということでよろしいですか？」

「もちろんだ。そのへんはできる限り配慮の考えがある」

「なるほど……それでは、世間には偽装がバレないよう、必要な時にはきちんと婚約者として振る舞えばいいのですね」

「それはどちらにとっても必要なことだろうな」

　興味がないのだろう。エリオットがティーカップを持ち上げ、品のある所作で喉を潤した。

（私に、全然興味がない王子様）

　もし、真実を知らないままここに座っていたとしたら、今のアメリアも期待を胸にトキメキの一つや二つを覚えていたりしただろうか。

　いや、きっと持ってこられたのが契約だと知って落胆しただろう。

　アメリアがこの世界でやるべきことは、高貴なる令嬢の幸せを見守ることだ。そして、ゲームには描かれていなかった、彼女の最高のエンディングを見届ける。

（それ以外、望みはしないわ）

　今のアメリアが、エリオットとソフィアとの恋路を邪魔することはない。

　そうすると破滅フラグは立たないので、婚約破棄でかぶる損害だけが問題点だろう。

「お引き受けしますわ」

　まずは了承の返事を先にした。

　あっさりオーケーがもらえるとは思っていなかったのか、エリオットが意外そうに片眉を上げる。

「ただし、引き受けるからには、互いの損にならない婚約破棄にすることを、殿下にはお約束いただきたいのです」

　やはり考えていなかったのか、今になって思い至ったようにエリオットが顎をさすり考え込む。

　シナリオには、円満な婚約破棄なんて用意されていなかったからだろう。

　ゲームでも、悪役令嬢アメリアはそんなことまで確認していなかった。

「ただの女避けであろうと、私はかまいません。しかし、婚約破棄によって私の今後に不名誉になって、家に迷惑がかかってしまっては困ります」

　婚約の結果、一方的に悪者扱いになるのは我慢ならない。

　何よりアメリアは、父に悲しい顔をさせたくなかった。

「わかった。なら、俺の方から婚約破棄をしよう。まずは、交わされる婚約の書面についても内容を調整しておく」

「ありがとうございます。あっ、それから、王弟妃の教育開始も、ひとまず私が十六歳を過ぎた後に考えていただく、という形にしてください」

　偽りの婚約なのに、不必要な教育で、婚約期間中の時間を無駄に取られてしまったらたまらない。

（そんなことになったら〝推し〟を追いかけられない！）

　アメリアは、ここは譲れないと言わんばかりに言い聞かせた。

　するとエリオットが美麗な顔を「ん？」としかめる。

「なんで十六歳なんだ？」

　あまりにも的をしぼりすぎた提案だったせいだろう。自分の顎から指を離した彼に疑問視され、アメリアはものの見事に固まった。

　実は、ゲームではその少し前あたりで婚約破棄される。

　この偽りの婚約期間は、今の彼が当初想定していたものより遥かに短いのだ。

「えっと、なんというか……」

「『なんというか』？」

　必死に言い訳を考えていたせいで、つい伯爵令嬢〝アメリア・クラレンス〟が使わないような言葉をもらしてしまった。

　アメリアはごまかすべく、慌てて先の質問への理由付けをした。

「周囲は婚約破棄の予定を知りませんから、本来なされるべき教育をなしにするのは問題ですし、かといって私は結婚しないとわかっています。殿下のご都合で婚約期間を過ごさなければならなくなったわけですから、急に勉強漬けの毎日が始まることについては猶予をくださってもいいのではないかと思いまして！」

「そんなに力説してくるなよ。それくらいわかってる」

　エリオットは、片方の手でうるさそうに耳を押さえていた。

「そもそも、教養もズバ抜けて高い〝クラレンス伯爵家の才女〟ならば、王弟妃としての教育も少しで十分だろうと、今回の見合いにつながったんだ。開始が遅れても、誰も文句は言わん」

　つい先程のへまは吹き飛ばせたようだが、その感想には反応に困る。

（……それ、友達がいなくて引きこもっていた副産物なんですよ）

　他にすることもないから、寂しさを紛らわせるように勉強していた。そんな我が身を思い返して、ぎこちなーく彼から視線をそらす。

「才女だなんて、その、過大評価ですわ。それでは婚約破棄の件についてはお任せいたしますので、期限の十八歳と言わず、好きなタイミングであなた様の方でよろしくお願いいたしますわね」

　無理やり話を元に戻した。いちおう、念のため保身も差し込んでおく。

　エリオットが、偉そうに腕を組んでうなずいた。

「いいだろう。俺とて、婚約破棄もきちんと配慮して行うつもりがあった。その時の対応についても任せておけ」

（本当かよ……）

　そんな彼を、アメリアは信頼ならない目で見てしまった。

　メインヒーローである彼は、愛し合ったソフィアのため、婚約者と対峙し腹黒モードで暗躍する。

　どう排除し仕返しをしてやろうかと考える際、何も考えていなかった婚約の書面を睨むシーンがあるのだ。それをゲーム画面で見ていた。

　ストーリーを通して見ていた限りでは、第二王子エリオットは頭がいい。

　仕事にしても、彼女との交流の時間を取るための動きにも無駄がなかった。だが、ヒロインに夢中になって冷静さを忘れたのも事実だ。

　後になって、一方的に悪く言われてしまう懸念はつぶしておこう。

「殿下。この婚約は一時的な契約ですし、互いに恋愛も活動も自由、ということでよろしいでしょうか？」

　アメリアは確認すべく彼に声をかけた。

「そうだ。遊んでいるお前だったら婚約者のふりをするくらい簡単だろう」

　やはり、そう誤解しているのか。

　ゲームで流れは知っていたとはいえ、じかにそんなひどいことを言われると、胸に痛みを覚えた。

（でも……今の私が何を言ったって、彼の心には響かないわ）

　そんなアメリアの推測を裏付けるかのように、エリオットが返事も待たずふいっと視線をそらした。

「俺は、王族としての義務は心得ているが、……できれば、好きな女と結婚したい」

　彼が、ぽつりとそう言葉を落とした。

　攻め系だが、溺愛エンドの彼は、意外とロマンチックな願望を持っている。

　そのギャップがゲームのファンたちに人気だったけれど、改めてそれを垣間見たアメリアは、残念にも思った。

　恋愛結婚を叶えたい自分勝手な最初で最後のワガママで、彼は年下の十五歳の女の子に偽装婚約を持ちかけた。

　どう考えたって良心的に受け取れるはずがない。

　だってゲーム上で〝悪役令嬢アメリア〟は、初めての見合いに心を弾ませ、そして対面した彼に惚れてしまったのだ。

（もしかしたら愛されるかもしれないと期待して、この契約を受け入れた……）

「――承知いたしました。殿下のお好きにどうぞ」

　残念だ。そう思いながら、カチリと意識を切り替える。

「それでは私の方も、荒波を立てないのであれば水面下で婚姻活動を進めてもよろしいのですよね？」

「婚姻活動？　つまり恋人を見繕う、と？」

　最終確認すると、エリオットが少し意外そうに目を戻してきた。

「すぐに恋人をつくるわけではありませんが、婚約破棄された後の結婚相手は探しておこうかと思いまして。貴族の娘として生まれたからには、嫁ぎ先がどこになるのかは大事な問題です」

　それに婚約破棄を理由にしばらく社交界を離れることになったら、ミッシェルを見られなくなってしまう。

　それだと、近況を知る手立ても、手助けもできなくなってしまうのでダメだ。

　そう考えていたアメリアは、エリオットからじっと見つめられていることに気づいた。

「どうかされましたか？」

　あの腹黒俺様王子が、黙ってこっちを見ているだなんて珍しい。

　不思議に思って尋ねたら、彼が観察しつつ椅子の背に体を預けた。

「――ふうん、意外だ」

「何が意外なのですか？」

「お前、俺が提案を持ちかけた理由を忘れたのか？　しばらくは遊んでいそうだし、今のところは結婚願望もないと思っていた」

　なるほど、そう言われてみれば真面目な回答だったのかもしれない。

　とはいえアメリアは、少し別のことが気になった。

（そんなに私、性格が悪そうな顔をしているんだろうか……）

　うーんと考えながら、自分のドレスに目を落とした。

「でも、本心ですよ。実は十代の頃から一度でもいいから結婚してみたいなぁ、とは思っていたんです」

「『十代の頃から』？」

　言葉を繰り返され、ハタと口を閉じた。

　それは前世での話だ。乙女ゲームをしながら、恋ってどんな感じなのかしらとちょっと気になったり、結婚をうらやましく思った時期も――。

　でも、結局はどれも叶わなかったのだ。

　アメリアの心は、急に潮が引いたみたいに凪いだ。

　よくは覚えていないけれど、それは確かだろうという思いがあった。

　友達と〝推し〟の話で盛り上がったり、イベント本を作ったりと熱中していた日々だった。

　けど、心残りのような寂しさは抱いていた気がする。

『――ちゃんは、結婚するの？』

『ん～、あたしは無理じゃない？』

『あはは、いいお兄ちゃんがいるもんね。寂しくないか』

『そんなんじゃないわよ。母さんが死んで、その後にお父さんも亡くなって、たった二人だったから別々で住むなんて考えられないし』

　不意によみがえった前世の記憶の一部に、あ、と思い出す。

　そうか、やっぱり早いうちに父親も失ったのか。そして寂しさを感じないほど幼い頃に母親もいなかった――。

「アメリア嬢？」

　カタカナの名前を呼ばれて、ドキッと心臓がはねた。

　そういえば、さっきのことを言い訳するのを忘れていた。

　顔を上げた拍子にエリオットと目が合って、アメリアは動揺した。あわあわと慌てて弁明する。

「さっきのアレですっ、言葉のあやなんです！　だからお気になさらずっ！」

「……お前、言葉使いが令嬢っぽくなくなっているぞ」

　エリオットが、言おうか言うまいかと考える間を置いて、指を差す。

「えっ、嘘!?」

　アメリアが咄嗟に「ひぇっ」と口元を両手で覆った時だった。

　緊張するような空気が不意に払拭された。エリオットが「ぷっ」と素の表情を見せて笑った。

「アメリア嬢は、どうやら見た目と少しギャップがあるみたいだな」

「それは、……殿下の気のせいですわ」

　伯爵令嬢としてせいいっぱいやりすごすためにも、アメリアは視線を泳がせながらそう答えた。

　そこで、二人の初めての対面は終了となった。

　そして降って湧いたようにも思える婚約話は、エリオットの手腕もあって、数日内でとんとん拍子に進んでいったのだった。




　見合いから数日、ようやく予定のない一日を迎えた。

　その日、アメリアは午後の休憩で芝生の上に寝転がってぼーっとしていた。

「あ～……婚約者になっちゃったなぁ……」

　昨日、最後の手続きが終わり、無事に二人の婚約が成立した。

　その間、両親と登城し、両陛下も交えての両家による挨拶も行われた。

　国王夫妻は、ゲームでもちらりと出ていた通りいい人柄だった。それもあってか、彼らは今回の婚約の書面について少し心配していた。

　約束通り、エリオットが〝婚約破棄するにも問題がないよう〟書面に手を加えたせいだ。

　まさか破棄前提で作ったとは思っておらず、アメリアの両親は気にしていなかった。

（短い期間で完璧に準備を整えるとは、さすが腹黒王子）

　シナリオ通り婚約者になってしまったわけだが、問題はない。

　アメリアは、ゲームヒロインとの恋を邪魔するつもりはなかった。あとは十六歳になる前に、彼から来る婚約破棄の提案を受け入れればいいだけだ。

（でも……陛下たち、心配してたなぁ）

　彼女の頭に残っているのは、前向きに婚約を考えたのだと嘘八百で言ったエリオットではなく、心配そうにしていた国王夫妻の姿だ。

　断罪イベントで〝悪役令嬢アメリア〟に心を痛めてくれた優しい人たち。

「……ごめんなさい、陛下たち……私は彼の結婚相手にはならないんです」

　アメリアは、彼らの目と同じ色をした青い空に向かって、言うこともできない謝罪の言葉を口にした。

　ゲームでは、王族とのパイプもしっかり築こうと活動することになる。

　けれどアメリアは、それをしないつもりだった。言葉を交わせば交わすほど、あの国王夫妻を好きになってしまう予感があった。

　とても優しげな父親、理解のありそうな母親。

　ひとたび大切に思ってしまったのなら、離れるのがつらくなってしまうだろう。

　――互いに好きにやる。

　見合いでエリオットが持ちかけてきた契約を思い出して、鼻から息を長くついた。

「あの王子、両親の気も知らないで」

　さて、これからどうするか。

　アメリアは気持ちを切り替えるべく、寝転がったまま背伸びをする。婚約が成立するまではスケジュールがぎっしりだったが、今日から自由に使える。

　昨日で、婚約の挨拶やら手続きやらの忙しさから解放された。

　しかし朝からテンションは上がらず、アメリアが水分の足りない植物みたいにくたっとしているのは――推し成分の不足だ。

　いつだって思い出されるのは、前世で日々を潤した心の癒やし。

　それなのに、この世界ではイラストカード一つ存在していない！

「はぁ……高貴なる令嬢の顔が見れないのがつらい……」

　前世では、ゲームやイラストやグッズで毎日拝められた。

　でも、この世界では情報すら入ってこないでいるのが、非常につらい。

　そのため、唯一の癒やしのネタは出会った時を思い返すことだ。何度思い返しても最高だった。

「実物を見てしまったら、もう二次元だけでは我慢できない体に……っ！」

　またしても回想したアメリアは、令嬢として見られてはならないデレデレの表情を手で押さえ「あああああたまらんっ」と整えられた芝生の上をごろごろする。

「だって最高でしょ！　本編に入る前の未発表の推し様の姿が見られるとか、素敵すぎて尊死しそう！」

　手に触れた時のなめらかな感触。そして近づいた時の、イイ香り！

　何より、自分にだけ向けられた美しい微笑みを、いっとき一人占めしたのだ。

（ああったまらん！）

　アメリアはもだえ、じっとしていられず芝生の上でごろごろしていた。

　すると、不意にどこからか元気な声がかかった。

「ははっ、今日も不思議なリラックス姿勢で日向ぼっこかい？」

　聞こえてきた美声――それは兄の声だ。

　普通だと、令嬢がこんなことをしていたら注意するべきだ。

　しかし兄が〝普通〟ではないおかげで、物心ついた頃からアメリアもストレスがたまらず過ごせていた。

　兄は、いつだってアメリアの味方だった。両親の目がなければこうしてリラックスして過ごさせてあげなさいと、使用人たちを説得してくれてもいた。

「お兄様、もう一時帰宅ですか？」

　アメリアは顔から手を離し、声がした方へ目を向ける。

　そこには、軽快な足取りで向かってくる十八歳の兄、ロバート・クラレンスの姿があった。

「うん、休憩みたいなもんだよ」

　アメリアと同じく、特徴的なチェリーピンクの髪。瞳の色だってそっくりなのに、彼は誰にでも好かれる素直そうな目をしたイケメンだった。

　伯爵家の跡取りである彼は、現在王宮に勤務している。頭がよくて仕事の要領もよく、最近は軍部の書記官の仕事も大変優秀だといわれ、引っ張りだこだ。

（この人が、悪役令息になるなんて想像もつかないわ……）

　前世の記憶を思い出してから、彼の顔を見るたび感じてしまう。

　ロバートは昔から妹を溺愛しており、頼られたことをきっかけに〝悪役令嬢アメリア〟の嫌がらせに協力していくのだ。

　仕事はできるし、剣の腕だって立つ。

　攻略キャラとしても申し分ないビジュアルなのに、悪役モブ扱いなのも不思議だ。

「なんだ、僕の顔に何かついているのか？」

「いいえ。今日も素敵だなぁと思って」

　ほぼ棒読みだったが、そばに立って見下ろしてきたロバートはうれしそうに笑った。

「ふふふ、そうかそうか。やっぱりアメリアの一番は、この僕か！」

「あれ。私、そこまで言ってませんけど――」

「僕も隣で休もうかな」

　昔、騎士学校で一時、寮生活を送っていたせいもあるのだろうか。跡取りの令息だというのに、ロバートは平気で芝生にじかに腰を下ろした。そして早速アメリアの頭をなでた。

「……お兄様、さすがに正装でそうやって座ったら、執事長に怒られますわよ？」

「平気だって。今日もアメリアはかわいいなぁ」

　ロバートは顔をほころばせ、アメリアの頭をぐりぐりした。

（普通、伯爵家の令息なら、もうちょっと品のあるなで方もあるのでは……）

　そう思ったが、アメリアは前世でも兄がいたことを重ねて、とてもうれしそうに頭をなでてくる彼をじっと見つめてしまった。

　前世の兄の顔は、今でも思い出せない。

　でも、好きな小説や漫画やゲームにハマり、イベント活動にも精を出す自分をいつも笑って応援してくれていた。

　そんな兄が、とても大好きだったのは覚えている。

「ん？　僕をじっと見て、どうした？」

　見下ろすロバートが、気さくにニッと笑う。

　前世の兄が笑った顔は覚えていない。ロバートみたいになんでもできる人ではなかったし、勉強よりもスポーツが好きだった。

　でも不思議と笑顔も、その手も同じである気がした。

「そういえば、お兄様は今日も王宮へ行ってらしたのよね？」

「うん。午前中だけだけどな」

　彼は王宮勤務だ。ゲームでの〝高貴なる令嬢〟侯爵令嬢ミッシェルの登場シーンは、すべて王宮内である。

　なのでアメリアは、ダメ元で兄に聞いてみることにした。

「えぇと、お仕事をされている中で、城内の噂とか耳にする機会はありますか？　たとえば……珍しい銀髪の令嬢の話だとか」

「珍しい銀髪の令嬢っていうと、もしかしてミッシェル嬢のことか？」

　さらっと本人の名前が返ってきて、アメリアはびっくりした。

　飛び起きると、少し驚く兄に詰め寄った。

「お兄様、あのお方を知っているの!?」

「本人と面識はないけど、最近、彼女の兄上と話す機会があってな」

　アメリアはその返しに混乱した。

　ゲームでそんな内容はなかったはずだ。しかも結婚したイリスバーグ侯爵家の嫡男は、次期宰相として仕事をこなしている偉いお方である。

（そんな人と話すだなんて、いったいどんな状況!?）

　意味がわからん、とアメリアは困惑しつつロバートへ口を開く。

「えーっと……お兄様、いったいどういうことなんですか？　宰相様と直接お会いする機会でもあって、その流れで？」

「第二王子殿下のところに行って、そっちで働きたいって異動願を出してきたんだ」

「は……？　え、異動願？」

　状況整理をしようと思って尋ねたのに、より混乱が増した。

「うん。その際にたまたま宰相補佐の彼と居合わせて、少し時間があったから『一緒に途中まで戻りません？』って誘って、歩きながらちょっと話した」

　なんという行動力。普通なら、畏れ多くてそんな軽く誘えない。

（いや、そうではなく）

　アメリアは、頭の中の情報を整理しようと努める。

（異動願？　この人、何してんの？）

　ゲームの中では、そんなことなかったはずだ。

　何度思い返してみても、悪役令嬢アメリアの兄ロバートが、第二王子エリオットと同じ場所で働いているシーンに覚えはない。

「あの、お兄様、どうして殿下のもとへわざわざ異動を申し出に行ったのですか……？」

「ん？　だって、お前は殿下のこと全然話さないし。でも考えてみたら交流もまだ始まったばかりだから当然かな、とかいろいろと思って」

（いや。だから、なんでそこで異動願になるんですか、と聞いてるんですけど）

　アメリアは、唖然として見つめていた。

　するとロバートが、ふっと目を輝かせて指を鳴らした。

「わかった！　お前が聞きたかったのは、理由だな!?」

（そんな得意気に尋ねられても困る……）

　しかし、兄のそんなところに救われてもいる。いつでも明るくて、世界で一番のアメリアの味方だから。

「まぁ、そうですわね」

「やっぱりな！」

　令息らしくない庶民言葉で言い、ロバートがどーんっと胸を張った。

「実は先日、『この僕の審査を通すまでは、婚約書類に判を押させるものか！』と勤務先の上司をおど――お願いして、異動させてもらったわけだ。そして今や第二王子殿下の執務室が、僕の勤務先だ！」

「さすが妹への愛が重いお兄様だわ」

　どうやら、ゲームの中と違ってアメリアが婚約者のことを全然話さなかったせいで、兄のロバートは『状況がわからない』と心配し悩んだ結果、『よし婚約者のそばにいればいい！』――という結論を出したようだ。

　知らないところで、いつの間にか彼がエリオットと顔を合わせる立場になっていたというのは驚きだ。

（まぁ、私が意地悪をしないから破滅ルートにはいかないんだし、いずれ伯爵家を継ぐ彼にとってはいい傾向よね）

　ゆくゆく仕事場で、ゲームのヒロインを見るかもしれない。

　このゲームのヒロインの名前は、ソフィア・ハーバー。目立つ特徴的なオレンジの髪に、きゅるっとした桃色の目をした美少女だ。

　神父を助けたことをきっかけに、十六歳になって王宮近くの教会で働きだす。そこからストーリーは始まる。

　純情で家庭的、面倒見がよくて、性格も全部よしなパーフェクトヒロインである。

　外見の雰囲気は〝悪役令嬢アメリア〟と逆、という感じで設定されている。

（私がこの立場じゃなかったら、仲よくなりたかったなぁ）

　意地悪するイベント以外、庶民である彼女との接点はアメリアにはない。

「それで？　ミッシェル嬢がどうかしたのか？」

　そう残念に思っていると、ロバートが不思議そうにして聞いてきた。

　尋ねていたことをすっかり忘れていた。じーっと見つめている兄の赤薔薇みたいな瞳に焦りが込み上げる。

「あっ、いえ、この前両陛下にご挨拶に行った時にチラリとお話を聞いて。べ、別に、どうにかこうにか王宮に行って確認したいとかは思ってな――」

「お前、王宮に興味があるのか？」

　アメリアは、一気に肩の力が抜けてしまった。

（そういえばこの兄相手に、理由付けもあまり意味がなかったわ……）

　彼は、話を聞いているのかいないのか、わからないところがある。いつだって目の前のアメリアのことだけを見ていた。

　昔、アメリアが寝室で『マナーが厳しいよぉおぉお！』と泣きぐずっていたことがある。ずっとのんきな顔で聞いていた兄は、『うん、よくはわからんがケーキ食いに行くか』と言って、アメリアは衝撃的で涙が止まった。

　あの時、彼は悲しい気持ちになっていることを理解して行動した。

　そして今は、話しの中からアメリアの願望を優先して拾った。

「興味はありますわ。ええ、すごく見たいです」

　変に受け止められることもないから、ため息交じりに本音で返した。あそこに行ければ、ミッシェルに再会できるかもしれない。

「でも、そんな簡単に行ける場所ではないですし」

「行きたいのか？　なら、行けばいいだろ？」

　様子を見ていたロバートが、ますます不思議そうな顔をした。

「そもそも、お前はもう第二王子殿下の婚約者なんだから、他の令嬢よりも簡単に王宮へ行けるじゃないか」

　あ、とアメリアは兄とお揃そろいの色をした目を見開く。

　先日、第二王子エリオットの婚約者となった。偽装がバレないように気をつければ、互いに縛られず自由な関係だ。

　だとすれば理由などなくとも、アメリアが王宮を訪ねたいと言えば、彼女に興味のない彼は「勝手にやれ」とあっさり許可を出すだろう。

　そう考えているアメリアを愛想のいい顔で見守っていたロバートが、のんきな忍び笑いを漏らして頬をつついてきた。

「最近は、アメリアも肩から力が抜けて年齢相応っぽいよな～。僕はそうやって、隙を見せてくれるお前も大好きだぞ」

　むぅ、とアメリアは愛らしく頬を膨らませてしまった。

（伯爵家の跡取りなのに、いつも妹への愛情だだ漏れで大丈夫なの？）

　ゲームの中では、もうちょっと抑え気味だった気がする。

　けれどアメリアは、社交で忙しい両親の分までかまってくれていることも知っていた。昔から、寂しさを感じている暇もなくて――そんな兄が好きだから振り払えなかった。

　いつも言葉でも愛情を伝えてくる兄を、とても大切に思っている。

　じっと見つめていると、ロバートが「ん？」と優しく問う。

「お兄様は、いつだって私が一番なんですのね」

「アメリアが生まれた時から、ずっとそうだよ。父上や母上に負けないくらい愛するって決めたんだ。頼ってくれたら、めちゃくちゃうれしいけど？」

　ロバートが、悪戯いたずらっぽく笑いかけてくる。

　アメリアの考えていることなんて、もうお見通しなのだ。彼は王宮に戻るついでに用事まで頼まれようとしてくれている。

「な、なら――お兄様っ、一つ頼まれてもらってもいいですか？」

　戻ってきたばかりで悪いなと思いつつ切り出すと、ロバートがニカッと笑って、今度は雑さも増してアメリアの頭をなでた。

「お～全然いいぞ！　かわいい妹からの頼みなら、兄ちゃんがんばるぜ！」

　そんな非貴族的な物言いを、いったいどこで覚えてきたのか。

　しかしあきれたアメリアは、同時に懐かしさで胸がぎゅっと詰まってしまった。

　今のロバートの仕草と言い方が、前世の兄と重なったように感じた。それに引きずられるように前世の記憶が一つよみがえった。

『任せな！　お前は兄ちゃんが守ってやるぜ！』

『んも～っ、ただコミケに行くだけなのに大おお袈げ裟さ！　お兄ちゃんは恥ずかしくないの？　同人のイベントだよ？』

『いんや？　俺、お前が楽しそうならそれでいいし。兄ちゃんがんばるぜ！』

　そう言って笑っていた〝顔のよく見えない兄〟の姿が、アメリアの脳裏をよぎっていった。

　前世の記憶は、曖昧な箇所が多いままだ。

　たぶん前世の人生をすべて思い出してしまったら、ここでアメリア・クラレンスとして生きてきた十五年なんて、あっという間に押しつぶされてしまうから――なのかもしれない。

（私がここに転生したのは、最推しと生きられるようにと神様からもらった素敵な第二の人生、なのよね……？）

　ミッシェルに出会った時に、アメリアはそう思った。

　でも、もしかしたら違うのだろうか。時々、前世の思い出せない部分に理由があるような感じがした。若くして亡くなった前世で、どれくらいまで兄と一緒に過ごせたのかも分からないし――。

「それで、早速登城の手続きか？」

　目の前にいた〝兄〟のにこやかな提案に、ハッと我に返った。

　そうだったと思い出したアメリアは、王宮への登城許可の申請を、兄のロバート経由で頼むことにしたのだった。
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　――その少し後、王宮。

　会議室を出たエリオットは、部下の一人に声をかけられて足を止めた。

　開口一番、婚約者様から、と切り出されて顔をしかめた。そういえば昨日、婚約が成立したんだったなと思い出した。

「それで？　いったい何用だ？」

「登城許可の申請が届いております」

　部下が持ってきたのは、王宮へ来たいとするアメリアの申請だった。

（昨日の今日で？）

　エリオットは訝った。

　しかし、彼女とは一時的な婚約だったと思い出してすぐ納得した。

　そういえば彼女は、婚姻活動は進めると言っていた。水面下で互いに好き勝手やるという契約だったから、エリオットはかまわなかった。

　昨日もアメリアと顔を合わせたものの、エリオットはろくに話していない。だが彼女の方は、すでに婚姻活動目的の登城を考えてもいたのだろう。

　見合いの際には、イメージと違っておとなしい感じも受けた。彼女も自分と同じく結婚をしばらくしないつもりだと思っていたから、婚姻活動の件を口にされた時も意外だと少し驚かされたが。

　なんだかんだ言って、あの見た目通りのガツガツ系令嬢だったというわけだろう――エリオットはそんなふうに勘ぐった。

　普通の令嬢であれば、王宮に自由に出入りできる好機を逃さない。

「別にいいぞ」

　エリオットは、あっさり許可を出した。差し出した申請書に目さえ向けられなかった部下が、戸惑った様子で尋ねる。

「あの、内容の確認は――」

「必要ない」

　もう話はしまいだという回答を受け、部下はおずおずと申請書を下げた。

「それでは、殿下のスケジュールの調整はいかがなさいましょうか？　茶会などのセッティングにつきましては、担当者に伝えておきま――」

「それも不要だ」

　エリオットがスパッと放った一声に、二人の会話がぴたりと途切れた。

　廊下を通り過ぎていく者たちが、チラチラと見ていく。自分の聞き間違いかな、という表情で部下が遅れて確認する。

「婚約者様の来訪なのですが、よろしいのですか？」

　そういえば、期限付きの婚約であることは誰も知らない。

　仕事を優先的に考えていたエリオットは、涼しげな表情で言い訳を考えた。

「ああ、そういえば言っていなかったな。彼女は、ずいぶん物わかりのいい令嬢でね。しばらくは仕事で忙しい、とは伝えてある」

「はぁ。左様でございますか……」

「王宮の中を見て回って勉強でもしたいんだろう。自由に出入りさせてやれ」

　エリオットは深く考えず、そう答えて自分の権限で許可を与えた。




◆§◆§◆




　翌日、アメリアは早速登城が叶った。

　昨日申請できたおかげか、帰宅の際に兄が王宮に出入りする許可を持ってきてくれたのだ。

　おかげで、今日こうして王宮に来ることができた。

　しかも第二王子の婚約者の特権なのか、今後も顔パスで出入りしていいとか。

「これで、生で何度も高貴なる令嬢を見られる……！」

　むふふっ、とアメリアは忍び笑いした。期待を込めて歩く彼女の背で、長いチェリーピンクの髪が一際大きく揺れていた。

　背中に流れるその長い髪色は、かなり目立った。婚約したばかりの第二王子の相手としても認知されていたため、王宮の者たちも彼女に好奇心の目を向けていく。

　だが当のアメリアは、巡ってきたチャンスのことで頭がいっぱいだった。

「ようやく、あの高貴なお顔が見られるのね！」

　普段の伯爵令嬢としての表情も崩れ、楽しげな表情を浮かべていた。

　王宮に来た目的は、〝高貴なる令嬢〟の姿を再び目にするためだ。

　一人で王宮内を歩くのは初めてであるが、彼女には不安もなかった。ゲームでおおよその位置関係はわかっていたし、用があるのは、ミッシェルがよくゲームに登場していた場所だけだ。

（王宮奥の別棟。いつもそのあたりにいたはず）

　そこにあるサロンも、普段から人が少ない場所だった。

　他の攻略対象にばったり会う心配もない。エリオットがヒロインと出会うのは、もうしばらく後なので、それまでアメリアは自由に動ける。

　つまり、しばらくの間はミッシェルを見放題というわけだ。

「おい、あの愛らしい感じの令嬢って婚約者様じゃ……？」

「別人じゃないか？　あんなに華奢で幼い感じだったか？」

「俺、あの人が表情変えるの初めて見た……」

　アメリアは興奮していて、注目されているとも気づかなかった。赤薔薇色の目をキラキラと輝かせ、迷うことなく進んでいく。

　やがて、サロンのある別棟に差しかかった。

「ゲームで見たまんま、落ち着いていて静かなのね……」

　きょろきょろしながら、人の通りも少なくなっただだっ広い廊下を歩く。

　ゲームの中では、ミッシェルはこのあたりでよく登場した。歩いている姿があれば見逃さない気持ちで、挙動不審に辺りを確認する。

（サロンにもいない……ということは）

　一度そちらを覗き込んだところで、当初の目的地が頭に浮かんだ。

　サロンの出入り口も越えて廊下をずっと進んでいくと、植物に囲まれた休憩用の古い小さな庭が一つあるはずだ。

　そこが、ミッシェルがゲームの中で一番多くいた場所だった。

　彼女はそこにいるのかもしれない。アメリアは高鳴った胸を押さえ、はやる気持ちで駆けた。

　そして、廊下の柱の陰からそちらを覗き込んだ時だった。

「あっ……」

　どくんっと大きく心臓がはねた。

　そこには、人目から隠すように生い茂った緑に囲まれた小さな庭があった。中央にはテーブル席が一つ設けられ、上には日差しを遮る木の枝葉がせり出していて、ゲーム画面で見ていたよりずっと美しい。

　そしてそこには、休憩中の〝高貴なる令嬢〟の姿があった。

「はあっ、なんって美しい……！」

　アメリアは咄嗟に口を手で覆った。ゲームで何度も食い入るように見ていたこのシーンを、まさか実際に目の前にすることができるだなんて！

　侯爵令嬢、ミッシェル・イリスバーグ。

　ようやく再び目にすることが叶ったその人は、膝の上に本を広げて座っていた。

　絵画のごとく美しい横顔。ほっそりとした肩にかかっている銀髪。ページを物静かに見つめる横顔は、どこか物憂げな印象もあって神秘さが漂う。

　アメリアは、その姿をうっとりと熱く見つめた。

「ここに通って、毎日でも見ていたいっ」

　ぴったり柱にへばりつき、彼女は欲望のまま覗き込む。

「ああ、イイ匂いがここまで漂ってくる気がする……！　どうにかお近づきになれる方法はないかしら？」

　感極まって、若干鼻息も荒くなっていた。

　最高潮にドキドキしている胸を手で押さえる。少しでもこの距離感を縮められないかと考えて、首を伸ばした時――。

「そこのストーカー、おやめなさい」

　不意に、ピタリと剣がアメリアの首の横にあてられた。硬直した彼女は、後ろから聞こえたその美しい声にゾッとした。

　それはゲームの中で聞いたことがあった声だった。

　上品そうな物腰でいて、彼はいつだって無感情で過激な一面を秘めているような威圧感があって……。

　そう思い出しながら、怖いもの見たさで恐る恐る振り返る。

「ひぇ」

　そこにはアメリアに剣を向けている男がいた。護衛騎士の軍服を着た、超絶美しい青年である。

　眼鏡めがねも似合う端整な顔立ちと、品よくセットされた濃い灰色の髪。愛想の欠片もないアッシュブルーの目が、アメリアを冷たく見下ろしている。

「……もしかしなくても、近衛騎士隊長様ですか？」

　まさにゲームの中で見たその人だったけれど、つい確認してしまった。

「いかにもそうですが、それが何か？」

　だとしたら何か問題でもあるのかと、彼は秀麗な眉を少し上げてみせる。

（というか、なんでここにいんの!?　レア級の攻略キャラが！）

　アメリアは、予想外の対面に唖然とした。

　彼は難攻不落の攻略キャラといわれた、クラーク・バトスだ。二十歳にして近衛騎士隊長を務めている。

　通常にストーリーを進めても、彼とはほぼ出会えない。

　ようやく接触できたとしても彼の気を引くことすらできず、どうがんばっても彼のエンドは見られなかった。

　そこから、『レアキャラで難攻不落』とファンたちに騒がれた。

　細いフレームの眼鏡がトレードマークの、無愛想、無表情、ツン全開の冷徹な美貌の〝近衛騎士隊長様〟だ。

「……あの、近衛騎士隊長様が、どうしてここに……？」

　こちらの別棟は、エリートな近衛騎士の管轄ではないはずだ。彼は普段、王族関係もしくは公務関係周りで仕事にあたっていた覚えがある。

　クラークが、質問に答える姿勢で剣を鞘へと戻した。

「たしかに私は、近衛騎士隊長のクラーク・バトスです。見知らぬお前に顔が知られていることに関しても、立場上名も周知されているので気にはしません」

「あ、ぶしつけにも言いあててしまって申し訳ございませ――」

「かまいません。私は近衛騎士隊長ではありますが、ここにいる私は、彼女の秘密裏のただ一人の親衛隊長ですから」

　……ん？

　身元を明かそうとしたアメリアは、思考回路ごと停止する。

　彼が何を言っているのか、一瞬本気でわからなかった。

（え、親衛隊長？　何言ってんのこの人）

　どうなっているのだろうか。

　これは、もしや何かの裏設定だったりするのか。

　アメリアは深刻な顔で考える。目の前にいる美貌の騎士は、独特の『お前呼び』からしても、たしかにクラークで間違いない。

　すると彼が、手厳しい雰囲気でビシッと指を向けてきた。

「彼女は、同性からの人気が圧倒的ですさまじいのはわかっています。なので、お前のようなストーカーもありうる話です」

　犯罪行為だと真っ向から指摘されたようで、アメリアは飛び上がった。

　まったく自覚していなかったが、行動を思い返せばストーカーかもしれない。

「ひぇっ。ご、ごめんなさい。ストーカーのつもりはなく――」

「いいですか。そこは私のストーキングスポットです」

　え、と再び思考回路がショートするのを感じた。

「待って。あの、今、ストーキングってはっきり言っ――」

「護衛騎士としての仕事も忙しい中、私はこうして時間をさいて彼女のお姿を見ているのです。ですから、今すぐそこからおどきなさい」

　頭の中は大混乱だったが、さすがのアメリアも彼の言動がおかしいと気づいた。先に聞いた台詞も、かなり気になってきた。

「えっと……、つかぬことをお伺いしますが、秘密裏の親衛隊についてお教えくださいませんか」

　挙動不審になりまくって、言い方が変になった。

　するとクラークが、秀麗な眉を少し上げ当然の顔で答えてくる。

「私が個人的にお守りしているだけですが？」

　アメリアは目をむいた。

（こいつっ、単に自分が盗み見しやすいように私をどかそうとしただけだ！）

　難攻不落キャラは、実はただのストーカーだった。

　つまり彼もアメリアと同じく、ミッシェルが〝推し〟だったのだ。

　彼は近衛騎士隊長という権限で自分勝手に親衛隊長を名乗って、ミッシェルの見守りポジションを独占しているということか！

　激しくうらやましくなって、アメリアは嫉妬のあまり思考が暴走する。

（私も、ストーキングしたいのに……！）

　許せん。けしからん、うらやましい。

　目の前の超絶イケメンを、ギリィッと睨みつける。お近づきの苦労もない顔面偏差値ヤローに、前世で追い続けていたファン魂で負けてたまるか！

　アメリアは胸を張ると、そこに手をあて堂々クラークを見すえた。

「私はっ、誰よりも〝高貴なる令嬢〟様の幸せを願っているのです！」

　毅然とした態度で言い放った。

　彼女に捧げた十代後半から二十代のオタク人生、そんじょそこらのストーカーと一緒にしないでいただきたい。

　するとクラークが、片方の眉をピクッと反応させた。

「『高貴なる令嬢』……」

「そうです！　私にとって、彼女は世界のどこを探してもいない神秘と奇跡が生んだ高貴なるお方！　一目で私のハートを射貫き、それからは生きる糧をもらい、彼女のために捧げたすべての時間が私の宝物なのです！」

　公式だけでなく、ファンアートや同人グッズも買いあさった。

　ミッシェルの姿を見たいがため、興味もない全攻略キャラのルートを何十回とコンプリートした。

　そう思い出したら、オタク仲間と語り合っていた時のように止まらなくなった。

　アメリアは、ミッシェルについて怒ど涛とうの勢いで語った。自分にとっても〝世界にとっても〟どんなに女神的な存在であるか、初めて彼女の声を聞いた時の感動なんかについても熱く述べた。

　そんなアメリアの〝演説〟を、クラークは黙って聞いていた。

　廊下を歩く男たちが、その意外な組み合わせとアメリアの熱心な語りっぷりにギョッとし、困惑の表情を浮かべて通り過ぎていく。

　そして長々と続いた演説は、人通りが絶えた頃にようやく終わった。

　クラークが、聞き届けたと言わんばかりに顎をなでて一つうなずく。

「――『高貴なる令嬢』とは、また素晴らしく的を射た名を思いついたものです」

　彼は感心しきりの様子で熟考する。

「そこにも感服いたしました。そして、布教のごとくな語りも感動的でした。お前は、実にあの方の素晴らしさをわかっている」

「もちろんですわ！　素晴らしいお方です！」

　喋りまくって大満足していたアメリアは、伯爵令嬢という立場も忘れて、元気いっぱいにそう答えた。

　そこで、クラークが「ん？」とやや首をかしげた。

「そういえば、まだお前の名を聞いていませんでしたね」

　彼が自分から名前を尋ねるのを聞いたのは、初めてだった。一瞬ほうけてしまったアメリアは、ハッと思い出して頭を少し下げる。

「私はクラレンス伯爵家の長女、アメリア・クラレンスと申します」

「おや、第二王子殿下と婚約した令嬢ですか」

　クラークが薄い反応をした。

　どうやら、この世界でアメリアと兄のロバートしかいないのに、チェリーピンクの髪を見てもまったく気づかないでいたらしい。

（てっきり、私のことを知っていて話していると思っていたわ……）

　アメリアは特徴的な髪色と共に、悪い噂を立てられている悪役令嬢だ。その上ようやく決まった第二王子の婚約者なので、知らないのも意外な気がした。

「ん？　なんです？　ポカンとした顔をされて」

　眼鏡を押し上げた彼が、気づいて視線を返してきた。

「いえ、なんか意外で……？」

「意外に思われる箇所に心あたりがありませんが」

「だってほら、私の髪色とか特徴とか噂されているものかと。王宮に来た時も、周りからたくさん視線を向けられたのも感じていましたし」

「女性は、彼女のことしか見ていませんので眼中にありません」

　……ミッシェルへの愛が重い。

（この人、本物だわ。恋愛感情抜きで崇すう拝はいしている仲間なのね）

　この世界で、まさか話がわかる同志を見つけられるとは思っていなかった。

　しかし、これは素直に喜んでいいものなのだろうか。

　難攻不落の攻略キャラである理由が、実はミッシェルの強烈な追っかけだったというのも衝撃だった。

（このゲーム、意外と奥が深いわね）

　ひとまず首をひねりつつもそう自己完結し、アメリアは柱越しに庭を覗き込んだ。背の高いクラークが、同じく無言のままその上から庭を覗き込んだ。

　そこで一人読書にふけるミッシェルは、とても美しい。

　ファン同士の二人は、しばらく集中してじーっと目に焼きつけていた。

「実は、同志であるのなら、少しご相談したいことがあるんです」

　休憩を挟んだところで、アメリアは柱からそっと離れて彼を見上げる。

　クラークが同じタイミングでいったん目の保養を休止し、眼鏡をかけなおして彼女を見つめ返す。

「なんです？」

「私は、どうしたら彼女を見守れて、お力になれるのかと悩んでいます」

「ほぉ」

　アメリアの素直な気持ちを聞いたクラークが、感心の声を上げた。自分の肘を抱え、長い指でしばし顎をさすり考える。

「そうですね、私たちは〝同志〟です。お前は『高貴なる令嬢』という素晴らしい名を提案してくれましたから、私が力になってやりましょう」

「本当ですか!?」

　アメリアは、パッと目を輝かせた。

　そのキラキラとした赤薔薇色の瞳に自分が映っているのを、クラークが物珍しそうにじーっと見た。

「――変な令嬢です。婚約者の殿下にでも頼めば、その悩みなどたやすく解決するくらい自由にできるでしょうに」

　彼が独り言のようにぼそりとつぶやく。

　アメリアは、笑顔のまま小首をかしげた。

「どうしてそこで殿下が出てくるんですか？　私が個人的にミッシェル様を見守ってお力になりたいんです。殿下は関係ないです」

　婚約者のことなのに、アメリアはキッパリそう告げた。

　直後、クラークが口角をうっすらと引き上げた。ゲーム画面では見たことがなかったから、彼女はびっくりしてしまった。

「そういう女性は嫌いではないですよ。あなたが殿下の妃となった暁には、正式に護衛してさしあげましょう」

「え。あの、それに関してはお気持ちだけでいいです……」

　結婚どころか、途中で婚約破棄される身である。

　嘘がつけないアメリアは、途端にしどろもどろになって身を引いた。

「さて。ミッシェル嬢のことですが、いつでも見守れて、必要とあらばお助けできる立場となると――ここは〝お友達大作戦〟ですね」

「お、お友達……！」

　提案されたアメリアは、真顔でよろけた。

「何をそんなに驚いているのです。あなたは殿下の婚約者だ。身分や立場としても申し分なく、最も自然な方法かと」

　彼が、協力しますよと片手を差し出してきた。

　アメリアは、まるで考えもしなかった方法に高揚し、興奮で震えていた。しばらく動けず、やがて両手をあやしく動かしふらりと彼に歩み寄る。

「素晴らしい提案ですわっ、最高です近衛騎士隊長様！　それ採用です！」

「その反応を見て安心しました。私も同じ気持ちです」

（全然顔に出てないからわからないけどね！）

　でもどうだっていい。アメリアは、最高に頼もしい仲間を得た気持ちだった。

「近衛騎士隊長様！　やりましょう！　お友達大作戦です！」

「名前呼びでかまいませんよ、同志。共にあの方の幸せと平穏な時間を守りましょう」

「はいっ、クラーク様！」

　アメリアは、彼から差し出された手を躊ちゅう躇ちょなく握り返した。

　――ここに、ファンクラブならぬ、たった二人の同盟ができた。




　クラークと知り合った翌日から、〝高貴なる令嬢〟とお近づきになるためのがんばりが始まった。

　連日王宮に行ったが、一日、二日、と日々だけが過ぎていった。

　そして四日目、アメリアは気づく。

「うん、まずいわね。ずっと眺めているだけで終わってしまっているわ」

　この日も、アメリアは王宮奥の別棟にいた。

　午後のティータイムには早い時間、柱の陰に隠れて、小さな庭で休憩しているミッシェルを見守っているところだ。

　まずは声をかけてみようと考えているのだが、なかなかタイミングが掴めない。

　猛烈なファンとしては、話しかけるにはかなりの勇気もいる。

「……ああ、なんて美しいの」

　声をかけたいのにかけられない苦悩の中、アメリアは深刻な顔でつぶやく。

　本日もミッシェルは、絵になるまばゆい美しさでそこにいた。

　手元で本を広げており、どこか憂いのある雰囲気は神秘的なオーラが漂う。読書中に落ちてきた銀髪を耳にかける仕草だけで、神々しさが増した。

「あああああ目がっ！」

　その瞬間をまたしても目撃したアメリアは、弾かれるように目を押さえた。

「どうしようっ、目の前で動いていらっしゃる……！　リアルを前にすると興奮のあまり鼻血まで出そう！」

　心臓バクバクで、声なんてかけられない。

　昨日も、仕事の合間を縫って来ていたクラークは、アメリアにこんなアドバイスを繰り返していた。

『殿下の婚約者、そして伯爵令嬢なのですから堂々と行けばいいのです。そして、挨拶をし、何食わぬ顔で接触すればいい』

　そんなこと言ったって、目の前に神様がいて平気で話しかけられる人いる？

（こんな自分が話しかけるとか、おこがましいでしょう！）

　会話をするところを想像しただけで、アメリアの心臓は高鳴った。まるで恋する乙女のように頬を手で押さえ、声を潜めてきゃーきゃー騒ぐ。

　それを、サロン近辺を警備中の男たちが遠目に見ていた。

「あの令嬢、また来てるぞ……」

「たしか、エリオット第二王子殿下の婚約者様だよな？」

「殿下と会っている感じはまったくないのに、それでいて女性嫌いの近衛騎士隊長とよく一緒にいるんだよなぁ」

　実に不思議だと、彼らは揃って首をひねる。

　ミッシェル以外眼中にない美貌の若き近衛騎士隊長、クラークは、周りから女性嫌いだと勘違いされていた。

　そんな事情も知らず、アメリアは興奮状態を乗り越えてため息をついた。

「あれから毎日通っているのに、お友達大作戦が一歩も前進していないなんて……」

　昨日は、エリオットから婚約者としての手紙が届いていた。

　形ばかりとはいえ、婚約四日目に手紙がくるとは思っていなかった。彼の方は、婚約した状況をうまく利用して仕事に没頭できているようだ。

　そう勘繰ったアメリアは、自分と比べて深いため息がこぼれた。

（手紙をもらったうれしくなさが、倍になったわ……）

　手紙を送る余裕があると見せつけられて、ただただ自分のふがいなさを痛感した。

　同じく事務的に「ありがとうございます」とだけ返事を送った。

「うん。今日こそがんばらなくちゃね」

　よしと落ち着いて、柱の陰からミッシェルの方を盗み見る。

　ここ数日観察してわかったことは、彼女は宰相である父と一緒に登城しているらしいことだ。

　毎日、正午休憩を過ぎた頃に本を一冊持ち、ここでゆっくり過ごしている。

　恐らくは宰相か、兄の宰相補佐の動きに合わせてのことだろう。しばらくすると、いつも侍女らが迎えに来て共に移動していった。

「こうして改めて見ていると、メインキャラじゃないのが本当に不思議だわ」

　アメリアは、赤薔薇色の瞳に彼女の姿をじっと映した。

　ミッシェルは、ほぅっと息が漏れてしまうほど美しい。

　盛られていないシンプルなドレスは上品で、身長がある彼女の中性的な肉体美を引き立てて、ブルーの衣装は主役級の輝きを放っているように見える。

　ヒロインが太陽みたいに人々を明るく照らし出す美少女だとすると、ミッシェルは月のように幻想的な美と優しさで包み込む美女だ。

（それなのに、どうして超絶かわいいヒロインのソフィアと、いっさい関わることなく終わってしまうのだろう？）

　ソフィアといえば、そろそろ教会に勤め始めている頃だろう。

　月明けに一回目のゲームイベント〝教会視察〟が起こって、メインヒーローであるエリオットと彼女は出会うはずだ。

　アメリアは、そうチラリとゲームの内容を思い返した。

　しかし自分には関係がない。今、目の前にいる〝高貴なる令嬢〟の方が重大案件だ。

「そんなことよりっ。今日こそ話しかけるのよ、私……！」

　そちらへと目を戻せば、後光でも差しているかのようなミッシェルの読書姿に悩殺されそうになった。

（どうしようっ。もう見ているだけで幸せすぎて昇天しそうなんだけど！）

　脳内には「尊い」「美しい」「好き」という賛美の言葉が飛び交っている。こうやって見とれている間に、いつも時間が過ぎてしまう。

　しかし不意に、アメリアの視線の先で〝高貴なる令嬢〟が本から顔を上げた。

「ん？　誰かそこにいるのかい？」

　長い銀髪を揺らし、ミッシェルが振り返った。

「おや。君は、この前木の下に座っていた子じゃないか」

　視線が合って、アメリアは心臓がどきんっと大きくはねた。

（お、……覚えてくれていた――っ！）

　歓喜のあまり声が出なかった。

　いつも、ゲームの画面かイラストで見つめるばかりだった美しい人。彼女の目に自分が映っていることもうれしすぎた。

　するとミッシェルの美しい湖色の瞳が、優しく微笑んだ。

「元気になったんだね。よかったよ」

　アメリアはすんでのところで、うっかり顔面を押さえて天を仰ぎそうになった。

（ぐおおおぉぉっ、〝推し〟の生の笑顔が素敵すぎる……！）

　心の中だけで踏みとどめたアメリアは、ハッとして興奮気味に答える。

「は、はい元気ですっ！　私っ、元々とても丈夫なんで平気です！」

「ふふっ、ほんとだ。とても元気な子だね」

　と、ミッシェルが席を示した。

「そんなところで立っているのも話しにくいだろう？　よければ、どうぞ」

「どっ、同席してもかまわないんですか!?」

「うん、別にかまわないよ？」

　不思議そうにミッシェルが言った。

　その一瞬後、アメリアは猪いのししのごとく猛ダッシュして向かった。彼女が目を丸くする中、持ち上げていたドレスを下ろして着席する。

　そして何事もなかったかのように、キリリとした表情で背を伸ばした。

（私は、今、高貴なる令嬢と同じテーブル席に座っている！）

　興奮が爆発してしまわないよう、スカートの上でしっかり手を押さえつけた。

「どうして君がここに？　王宮には、両親の都合で用事でも？」

「あ。その、両親は関係ないんです」

（やばい。事前にクラークと考えていた台詞が、全部頭から飛んだ）

　アメリアは、ミッシェルの澄んだ湖色の瞳に映されていることに興奮してしまって、慌ててしまった。

　婚約者だから出入りしていることを伝え――いや、それよりも何よりも、まずは名乗らないと失礼な子だと思われてしまう。

「も、申し遅れてしまいすみませんっ。私はクラレンス伯爵家、アメリア・クラレンスと申します」

　後に続ける言葉を大急ぎで考えていると、ミッシェルがピンときたような顔をして先に口を開いた。

「ああ。クラレンス伯爵家の令嬢というと、君が最近、第二王子殿下の婚約者になったという〝薔薇君の令嬢〟なのか」

「ん……？　『薔薇君』？」

（何ソレ？）

　アメリアが困惑した顔をすると、ミッシェルがやわらかく微笑む。

「そうか、君は知らないんだね。なんでも、真っ赤な薔薇のごとき瞳を持ち、才能と気高さにあふれ、一目で第二王子が婚約者にしたほどのとても美しい令嬢がいる、と噂になっているんだよ」

　それはいったい誰のことだ。

　自分のこととは思えない言葉が並び、アメリアは唖然とした。第二王子の婚約者になったら、注目を集めるだろうとは覚悟していたが……。

（なぜ、よりによって好感度ある噂が出ているの!?）

　どうやら、とんでもなく誇張され美化された噂が出回っているらしい。

　今だっていい印象を持たれないままでいるのに、なぜ悪評と好評がぶつかり合うような状況になっているのか。

　誕生日を迎える前に婚約破棄されることを考えると、変に目立ちたくなかった。

「ど、どうして〝薔薇君の令嬢〟だなんて言われているのかしら」

　そもそも、そんな大それた二つ名をもらうきっかけに覚えがない。

　思わずアメリアがつぶやくと、ミッシェルが「ああ」と言って気前よく続けてくる。

「君の兄上も、妹君の愛らしさについてよく自慢しているらしいよ」

　ミッシェルの言葉を聞いて、アメリアはすんっと表情から力が抜けた。

（これ、絶対兄のせいだ）

　こうなっている現状を把握した。きっと第二王子との婚約があっさり決まったこともあって、噂好きな貴族たちの妄想が拍車をかけたのだろう。

　そう考えていると、彼女がハタと本を閉じた。

「ああ、私の方の自己紹介が遅れてしまったね。申し訳ない。私は宰相の父を持つ、イリスバーグ侯爵家のミッシェルだ」

　そう言った彼女の目が、ふっと本へと落ちる。

「えぇと……ここは若い子たちが好むような華やかなところではないし、足を運ぶ貴族も、父上たちみたいに結婚して落ち着いた年齢の者たちばかりだ」

　ミッシェルが唐突に、かなり言いづらいことを告白するみたいに切り出した。

「その、君がそこにいたのは、もしかしたら私に話しかけるタイミングを待っていたんじゃないかと、思ったりしたんだが……」

（ハッ、まさか連日張り込んでいたのがバレた!?）

　アメリアは肝が冷え、第一印象が地の底まで沈む恐怖に震えた。ミッシェルから変態を見るような目を向けられたら、死んでしまう。

「あ、ああああの私は決してストーカーではっ――」

「君が再会を希望してくれていて、私を捜していた――」

　アメリアとミッシェルの声が重なった。

「――なんて想像したのだけれど、そんなこと私にはあり得ない話か」

　そう小声で続けられた言葉を、アメリアはぽかんとして聞き届けた。

　ミッシェルは、先日顔を合わせたことを覚えていた。それだけでアメリアは天に昇るような気持ちだった。

　その上、今日アメリアがここへ来たのは、もう一度自分に会いたいと希望してくれたからではないか、とミッシェルは期待してくれたのだ。

（あたっているし、めちゃくちゃうれしいのに直後に否定されてしまった……）

　アメリアは、喜びのタイミングを見失って佇む。

　ミッシェルはため息と共に肩を落としている。本気で『そんなこと自分に起こるはずがない』と思っている様子だ。

「……あの、ミッシェル様はどうしてそうお思いに？」

　戸惑いのあまり尋ねてみれば、ミッシェルがおずおずと目を上げる。

「私はこの通り、幼い頃の病で不気味な髪色になった。不健康そうな肌の色なのに、白銀だと余計に気味が悪いだろう？　……そんな令嬢に話しかけたいとする女性も、いないのだろうなぁと思って」

　その衝撃的な回答に、アメリアはよろりとした。

（か、かなり勘違いしている……！）

　女性陣がうらやむ雪みたいになめらかな白い肌だけでなく、ミッシェルは幼い頃に変化したその美しい銀髪を気味悪がられていると思っているらしい。

　つまるところ、自分の髪色が美しいという認識はないのだ。

「ミッシェル様の御お髪ぐしは、とても美しいですよ!?」

　アメリアは思わず叫んでしまった。

　宰相の娘。それでいて、あまりにも美しい人だ。だから男女共に、女神を前にしたように話しかけられないでいるだけなのだ。

　するとミッシェルが、遠慮がちにアメリアをうかがってくる。

「そう、かな……？」

「そうですとも！」

　本心だと伝えるべく真っすぐ彼女の目を見つめ返し、大きくうなずいても見せたがミッシェルは心配そうだった。

　こうなったら、愛を込めて全力で言おう。

　アメリアは強く決心する。

　ミッシェルは、アメリアが自分に会いに来たのではないかと期待した。そして話すことを望んでくれたのだ。彼女が所望してくれるのなら、アメリアだってその気持ちに応えたいし、お喋りしたい！

　アメリアは、キリリとした顔で胸に手をあてミッシェルへ告げた。

「私は再会をずっと希望しておりました！　またミッシェル様に会ってお話しがしたいと思い、お噂で王宮にいらっしゃると聞いて捜し回ったのです！」

　まるで軍人のような力強い告白だ。しかし、そんなことよりも内容に気を取られたのか、ミッシェルが期待を込めてゆるゆると目を見開く。

「再会を望んでくれたのかい？　君が？　本当に？」

「本当です！　ミッシェル様にお声をかけたくて、そこから見てました！」

　先にそう言っておけばストーカー疑惑も外れるはず。アメリアは欲望にまみれた打算のもと、柱の方をビシリと指差して申告した。

　ミッシェルが、息を整えるように薄い胸元に手をあてた。信じられない様子でパチパチと瞬きする。

「まさか本当に、私ともう一度話したいと思って捜してもくれただなんて」

（ああっ、そうするお姿もなんて美しい……！）

　アメリアは一瞬、現状を忘れてうっとりした。

　しかし、またとないチャンスだ。ハタと我に返った彼女は、テーブルに手をついてガバリと頭を下げた。

「ミッシェル様！　わっ、わた、私でよければ友達になりませんか！」

　直後、しーんと場が静まり返った。

　友達だなんて、大それたことを言ってしまった。極度の緊張のせいで震えまで込み上げてきたが、アメリアは必死に頼み込む姿勢で頭を下げ続けていた。

（できることなら、私は――この人を助けられる友人でありたい）

　たぶん、このまま一人にしてはダメだと感じた。

　美しい髪の色を『気味悪いだろう』と言っていたミッシェルを陰から見守るのではなく、まずは一番目の話し相手としてそばに……。

「どうか、顔を上げて」

　不意にそう言われて体がはねた。

　アメリアは、覚悟を決めて恐る恐る視線を上げ、はっと息をのんだ。ミッシェルがうれしそうな微笑みを浮かべていた。

「とてもうれしいよ。どうかよろしく、アメリア」

　名前を呼んでくれた〝高貴なる令嬢〟の笑顔が、心からの喜びに美しく輝いているのが、アメリアもうれしくって。

（ああっ、私この人のために一生をつぎ込んだってかまわない！）

　アメリアは、心の中で泣きながらミッシェルの笑顔を拝んだ。

　本日は父の都合で早く帰るとのことで、ミッシェルがそう話した時にちょうど侍女たちの迎えがあった。

「次に会えるのを楽しみにしてるよ。それじゃあ、また」

「はいっ、私もです！」

　うれしそうに告げたミッシェルに手を差し出され、また会う約束をしたアメリアは拝む勢いで彼女の手を握り返した。




　ミッシェルが侍女たちと去っていく。

　それを見送ったアメリアは、ふらふらと盗み見スポットの柱まで引き返した。限界がきて柱にもたれ、ぺたりと座り込んでしまう。

　いつの間にか到着していたクラークが、片膝をついて彼女の肩を支えた。

「よくぞやりました。おかげでミッシェル様の最高の笑顔を、この目に焼きつけることができました」

「うぅ、私もっ、うれしくて死んじゃいそうですぅ」

「言い方から伯爵令嬢らしさがなくなっているようですが、大丈夫ですか？」

「私はこっちが素なんですよぉおおおお！」

（もうダメだ、推し尊すぎる）

　語れる同志がそばにいることで、アメリアの緊張の糸は完全に切れた。彼に支えられたまま、えぐえぐとうれし泣きした。

「ふむ。『意地悪顔にふさわしいとげがついた薔薇、気高く美しい赤薔薇の伯爵令嬢』というのは、どうやら嘘だったようですね」

「そんな他人の評価なぞ、どうでもいいです。あのお方っ、ずっとお話し相手が欲しかったみたいなんです……！」

　ファンなのに気づけなかった、それも申し訳ない。

（ミッシェル様っ。私がいくらでも喋ってあげますからね！）

　アメリアは一心に彼女を思った。泣きながら、起こったすべてを同志クラークに怒涛の勢いで語った。

「なるほど、お前に『他人の評価なぞ、どうでもいい』と言わしめたのも、納得しました。さすがは私が認めた同志です」

　聞き届けた彼は、ハンカチを取り出すとアメリアの涙をぎゅっぎゅっと拭った。まるで同僚か弟にでもやるみたいに色気はない。

「お前、時間が合った時は、私をあの方に紹介なさい」

「もちろんです。あのお方が尊すぎて前が見えないぃ」

「前が見えないのは、お前が泣きやまないからですよ。先に友達認定されたのがうらやましすぎます」

　クラークがアメリアの肩を支え、彼女は素直に涙を拭われている。近い距離で小さく言葉を交わす様子は意味深で、見る者をどぎまぎさせた。

　だが当の二人は〝高貴なる令嬢〟しか頭になくて、近くを通っていった男たちが若干ざわついているのも眼中になかった。




　それからというもの、アメリアはほぼ毎日王宮へと通った。

　別棟にある植物に囲まれたあの小さな庭は、待ち合わせ場所となり、情報交換や交流の場所にもなった。

　ミッシェルはアメリアを歓迎してくれた。侍女たちも同席を喜んでくれて、そのひそやかな交流は気づけば二週間続いていた。

　そして本日は、王宮の本殿側の休憩室に集まった。

　初めて王宮の午後休憩のお茶に誘われて以来、ご一緒させてもらえるようになっていた。

「お父様の紹介で王宮の本を読み始めてね。それがきっかけで、タイミングが合えば一緒に登城させてもらっている」

「普段は、宰相閣下の自室で読書を？」

「ああ。王宮の図書室からたんまり本を借りて、移動してもらっているんだ。時には歴史文献ものも役人の蔵書室から見繕っている」

　くすりとミッシェルが笑った。ティーカップを持ったクラークが、しきりに感心してうなずいている。

「素晴らしい姿勢です。私も見習いたいと思います」

「ミッシェル様は本当に読書家でいらっしゃるんですね！　すごいですっ」

　アメリアは、キラキラした目でそう言った。

　クラークをミッシェルに紹介したのは、交流が始まって四日目のことだ。初めて休憩室でお茶の時間を過ごした翌日、アメリアは「王宮に通いだしてからの一番の友人です」と言って引き合わせた。

　ミッシェルは性別を気にするお人ではなく、話し相手が増えたことを喜んでいた。

　そんな彼女を目にした時、アメリアとクラークはこっそりもだえた。

　それからというもの、時間が合えばこうして三人でお喋りを楽しんでいる――とはいえ紹介までには、実はこんな経緯があった。

『お前だけ部屋に誘われるなどうらやましすぎます』

『すみませんクラーク様、淑女の胸倉を掴むのはおやめください』

　アメリアがミッシェルと一室で紅茶休憩を過ごした帰り、どこから話を聞きつけたのか「私は仕事で忙しくて昨日も様子を見られなかったのに」と、クラークに廊下で擦れ違いざまに言われ、殺されそうになった。

　彼が攻略キャラの中で一番危険な男であるのを、つい忘れていた。

　あの時は本気でヤバイと思った。しかし、やっぱり怖さより、同志としてこうして共有できる時間が楽しかった。

「むふふっ、サークル仲間とイベント本を作っていたのを思い出すなぁ」

　当初は「このストーカーめ」と思ったものだが、同じ〝高貴なる令嬢推し〟仲間として感動も全部共感できるのも、アメリアはうれしい。

（推しと好きポイントも同じ相手に、悪い人はいないっ！）

「さーくる？」

　ティーカップを口元に運んでいたミッシェルが、ふとアメリアを見る。

「えっ、あ、なんでもございませんわ！　ミッシェル様、どうぞ紅茶で喉を潤してくださいまし、オホホ……」

　アメリアは、すぐさま引きつり笑顔で取り繕った。

「アメリア嬢、言い方がおかしいですが大丈夫ですか」

「うっ。指摘されたら返す言葉が出てこなくなるじゃないですか……」

　困っていると、ミッシェルが妹を見るみたいな目で微笑んだ。そして何も言わずティーカップに口をつける。

（『気遣わなくていいよ』と伝えてくださったのだわ）

　なんて素敵な人だろうとアメリアがもだえていると、そのタイミングでクラークが眼鏡をかけなおして横目を向けてきた。

「それにしても、さきほどのは思い出し笑いですか？」

　彼がミッシェルに知られないよう、こそっと尋ねてくる。

　彼にはほぼ素の方がバレてしまっている。ミッシェルの紅茶タイムにうっとりしつつ、アメリアは開きなおって素直に笑った。

「クラーク様と知り合えて、よかったなぁと思って。推しのことを語り合えたり、このうれしさを共有できるのがとても楽しいですっ」

　内緒話みたいにささやきかけると、クラークがリラックスしたような笑みを口角に浮かべた。

「私もですよ。意外と、この時間は好きですね」

　それからしばらく、とりとめもない会話を楽しんだ。

　珍しくミッシェルが読書そっちのけで夢中になっているのを見て、侍女たちが追加でティーカップを新しいものに入れ替えていった。

「君が少し心配だ」

　やがて、ミッシェルが唐突にそう言った。

　そろそろ本日の紅茶タイムも終了だろう。そう考えていたアメリアは、彼女の視線を受け止めてきょとんとした。

　するとクラークが、ミッシェルの質問を補足するように口を挟んでくる。

「殿下の婚約者となったが、あまり交流はされていないようだと、一部で噂になっているようです」

「噂？　私の？」

「ここ毎日のように来てはいるが、互いはバラバラに行動。一緒にいる姿を拝見した者は今のところいない、と」

（ああ、なるほど。まだ社交の同伴要請もないものね）

　アメリアは、すっかり忘れていた婚約者を思い出す。

　第二王子エリオットとは、偽りの婚約中だ。婚約者としての振る舞いを必要とされる場面以外は、互いに自由でいることになっている。

　婚約が成立した日以来、彼とは顔を合わせていない。

（元々『仲がいい』なんて噂はなかっただろうから、不仲説が強まった感じかしらね）

　とすると、あの手紙はそんな噂を見越しての予防線だったのだろうか。

　ふとその可能性に気づいた。あのエリオットが、婚約してたった数日で手紙を送ってきたのだ。裏があるに違いない。

（さすが腹黒王子ね。婚約者としてうまくやるわ、任せて！）

　アメリアは、こちらを見ているミッシェルとクラークに、にーっこりと自信満々の笑みで応えた。

「お忙しい方ですから。お心遣いでよく手紙をくれるのです」

「ほぉ。なるほど」

　相変わらずの無表情でクラークが相づちを打った。するとミッシェルが、思い出した様子で彼を見た。

「そういえば、君は第二王子殿下を知っているのかい？」

「いえ。管轄が違いますし、彼はご自分の部隊を持たれてもいますから。ご公務の護衛関係でいえば、私は第一王子殿下を見る機会の方が多いです」

　一瞬、ミッシェルの指先がぴくっと反応した。その表情がどこか憂いを帯びて、視線がゆっくりと落ちる。

　会話が途切れ、クラークが疑問の目を向ける。アメリアも少し心配になった。

「どうかされましたか？　もしや、ご気分でも？」

「あっ、いや、大丈夫。なんでもないんだ」

　ミッシェルは、取り繕うようにぎこちなく笑い返した。

「私のことより、君のことだ。王族と婚姻を結びたいとする令嬢はたくさんいる。好かれての婚約ならばなおさら、婚約後も気をつけた方がいい」

　心から心配したように言い聞かされてしまった。

　一回目の見合いで、第二王子が一目惚れして婚約が決まった。

　なぜかそんな説が上がっていて、どうやら一部では信じられているらしい。恐らくミッシェルもその一人だ。

（破棄する予定での偽装婚約だった、と言ったらドン引くだろうなぁ……）

　優しい彼女は心を痛めそうだ。これは今後も真実は教えない方向でいこう。

「ミッシェル様、私は平気ですよ。ありがとうございます」

　アメリアは、深刻さとは真逆の雰囲気でへらりと笑ってみせた。

「それに政略結婚みたいなものですから。もし途中で殿下との婚約が危うくなったとしても、そもそも元より私に決定権がないことも心得てはいます」

「その『もしも』のことがあった時には、君と結婚してあげてもいいですよ」

　しれっとクラークが口を挟んできた。

　推し仲間だと知って交流を持つようになってから、性別や立場の垣根をこえた信頼感が生まれていた。

　それを彼と同じく感じてもいたアメリアは、この世界でも友達ができたんだなぁとうれしく思って笑った。

「あははは、そうなったら私と結婚してくれるんですか？　夫婦になるイメージがありませんね」

「心から夫婦でなくとも、後継者づくりはできますよ。私は男ですからね」

　そう普通にやり取りしていた時、不意に、動揺してティーカップを置く直前に落としてしまったみたいな音がした。

　目を向けてみると、そこには羞恥しうつむく〝高貴なる令嬢〟の姿があった。

　二人の視線を感じ取ったのか、ミッシェルが腿ももの上に置いた手をもじもじと動かしつつ口を開く。

「すまない、その……こういう話は貴族同士では別に恥ずべきことではない、とはわかっているんだが……どうも想像されて……」

　彼女がいっそう紅潮した顔を伏せ、ごにょごにょと言う。

（恥ずかしがっている姿が最高すぎる）

　声をかけられなかったのは、揃って心の中で悶絶していたからだ。アメリアは凝視したまま口元を押さえて鼻血をこらえ、クラークも腿の上に置いた拳をぶるぶるさせて真顔で耐えていた。

　まさか、彼女がこの手の軽いやり取りもダメだとは知らなかった。

　すぐに声は出ないし、かといって目もそらせない。

（ごめんなさいミッシェル様、恥じらうあなたが素敵すぎて少しだけでいいんで堪能させてください）

　いちおう、心の中で謝った。




　家に戻ったアメリアは、ソファの上で熱い吐息を漏らした。

「――はぁっ。なんて麗しかったことか」

　ミッシェルの恥じらった顔を思い返すと気持ちを抑えきれず、寝転がりぎゅっとクッションを抱きしめる。

　アメリアのその様子は、一見すると相手を想って恋わずらいでもしているかのようだった。黙っていればそこらの令嬢にも負けない美しさなので、うっとりとしたため息も色っぽい。

　しかし、屋敷の一階サロンに居合わせた使用人たちは期待しない。今度はいったいなんなのだろうという表情で、働きながらチラチラ目を向けていく。

「はぁ。私、ミッシェル様の侍女になりたい……」

　そうつぶやかれる声を聞いた使用人たちが、困惑顔で一様に首をひねった。やはり婚約者の殿下のことではないらしいと、小声で交わす。

「専属の侍女になって、ミッシェル様を手取り足取りお世話したいわ」

「いきなり何言ってんの？」

　いつの間にかソファの後ろまで来ていた兄のロバートが、上から覗き込みそう言った。アメリアは、妄想を邪魔されてむっとする。

「いいじゃないですか。ちょっとした願望ですわ」

「お前が侍女になったら、僕は、会う時間がガツンと減って絶対泣く」

　兄が急に真剣な顔になって主張した。それに対してアメリアは、途端に残念感を漂わせた。

「お兄様の基準ってそこなんだ……」

　あきれてつぶやいているというのに、ロバートが回ってきた。仕方なく座り直すと、どかりと隣に腰を下ろした彼がアメリアの頭をがさつになでた。

「なんですか、いきなり」

「最近、楽しそうだな～って思ってさ。いきなりの婚約で心配したけど、お前は元々学もあるから、すぐに妃教育を受ける必要もないみたいだし」

　ロバートがニカッと笑う。

（ほんと、そういうところも令息らしくないんだから……）

　けれどアメリアは、困ったように笑い返すので精いっぱいだった。彼を見ていると、顔も思い出せない前世の兄の存在と重なる時があった。

　たびたび正体のわからない懐かしさが込み上げ、胸がきゅっと痛む。

　でも、不思議とそれは悲しい感じの痛みではないのだ。

「そういえば、最近ミッシェル嬢とよく話しているらしいな。それで王宮通いを？」

「え？　ああ、そうですわ」

「宰相様と宰相補佐様の仕事に助言までできる才女で、数ヵ国語話せて、茶会デビューの年までに広大な侯爵家の蔵書を読みつくしたとかいう逸話もある賢女だろ？　なんか意外だった」

　そんな感想を口にしたものの、兄は楽しそうな顔だった。現在のアメリアの行動や交友をよく思っているのだろう。

「それにミッシェル嬢だけじゃなくて、一緒にクラーク近衛騎士隊長ともよくいるという噂を耳に挟んだ。それって本当か？」

「はい。お二人とも、初めての友達ですわ」

「女性どころか、男性も寄せつけないでいる、あの近衛騎士隊長とも？」

「ミッシェル様と交流を持つようになった際、偶然彼とも出会いまして。意気投合したんですの」

　ロバートが首をひねる。しかし、アメリアは慌てなかった。こう言えば兄は問題ないとわかって、兄にとって最大の説得言葉を口にする。

「クラーク様は、ミッシェル様の幸せを〝兄のように〟思っているのですって。それで個人的にもお守りしていたところ、偶然にも私たちは友達になったのです。――熱き友情でしょう？」

「それは素晴らしいことだな！」

　即、ロバートが大賛成の勢いで共感した。

（兄のように、というキーワードしか拾っていないな）

　アメリアは思うところがあったものの、兄の、疑問も不安もなくなった笑顔を前にしたら、そんな小さなことはどうでもよくなって一緒に笑ったのだった。
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　第二王子エリオットは、軍事の会議への出席をいったん終え、王宮にある自身の執務室へと引き上げた。

　部隊を持っていると、どうしても軍部について自身で把握しなければならないところがある。要請のあった合同演習も調整が必要だった。

「殿下、お忙しいのもわかりますが、美しさに一目惚れして婚約されたお相手ではないのですか？」

　まとまった案件の書類を確認していると、書類への押印を待っていた部下の一人がそう言ってきた。

　一目惚れうんぬんは、貴族たちが勝手に妄想を膨らませたことだ。部下も野暮だと見守りに入るほどで、都合がいいのでエリオットもあえて黙っていた。

（だというのに、ここにきて疑われたか？）

　許可印を押していたエリオットは、噂の真偽を問われることになったら面倒だなと考えてしかめ面を上げた。

　だが目の前に立つ部下は、探る目ではなく忙しさを心配するような顔だった。室内に居合わせた他の部下らも、似たような表情だ。

「――俺とアメリア嬢の婚約はいたって問題なく進んでいるが、何か言いたいことでもあるのか？」

　言いづらそうなので許可を与えると、目の前にいる部下が背筋を正した。

「これは、部下一同からの意見です。それならば、きちんと婚約者様と交流を取られる方がいいのではないでしょうか」

　何を心配しているのか知らないが、部下たちは婚約者との時間を取られては、と言いたいらしい。

　エリオットは、そういえばまったく会っていない彼女のことを思い返した。

　婚約者のアメリアは、名門クラレンス伯爵家の令嬢だ。目立つチェリーピンクの髪、気の強そうな赤薔薇色の目。今年で十六歳になるにしてはずいぶん華奢だが、お高くとまっていそうな雰囲気でぼかされている。

『誰にも頭を下げない高飛車なタイプに違いない』

『優秀とは聞くが……頭はあっても情はなく、性格も悪そうだ』

　遠目からアメリアを見かけた際、そんな噂に納得した。できれば関わりたくないタイプの令嬢だとエリオットは思っていた。

「せっかく王宮に足を運んでくださっているので、休憩でお会いになるのなら、僕らもご協力させていただく心構えでおりますのに」

　ふと、そんな声が聞こえて現実に引き戻される。

　別の方向にいた部下が、終業準備で荷物を移動させながら唇を尖らせていた。意見を聞いた者たちが、一様に苦笑いを浮かべている。

「なんだ、アメリア嬢はまだ王宮に通っているのか？」

　エリオットが疑問を投げた瞬間、彼らが一斉に見てきた。向こうにいたその部下も目を丸くする。

「なんだ、ご存じなかったのですね。あれから二週間以上、ほぼ毎日のように通われているようだと警備の者も噂しておりますよ」

　そう言い返されて、少しエリオットはむすっとする。

　そんなことは知らない。そもそも先日届いた手紙の返事にも、そんな内容など書かれていなかった。

　婚約者としての手紙だって、当初はすぐに送るつもりなんてなかった。

　偽りの婚約だ。エリオットはそんな手間もかけないつもりでいた――のだが、彼女からまったく音沙汰がなかったのだ。

　王宮での目撃情報は耳に入ってくるのに、本人からの連絡はいっさいない。

　彼女はエリオットの婚約者だと口にしていないのか、顔がわからない一部の兵や使用人たちが「チェリーピンクの美しい令嬢」と噂する始末だ。

（普通なら「婚約者の殿下によろしく」の伝言くらい、あってもいいんじゃないか？）

　アメリアとは一時的な偽装婚約だ。

　でも、存在を気にもされていない状況に、なんだかもやもやしてしまった。

　そこで先日、エリオットは職務の合間を縫って手紙を送ったのだ。だが、「本当に女が書いた手紙か？」というくらいにそっけない返事がきた。

（あり得ん……俺は王子だぞ？　たった三行で済ませる奴がいるか？）

　エリオットの方も適当に書いたとはいえ、思い出したら先程の『毎日通っている』という新情報と併せて、胸のあたりがいっそうむかむかしてきた。

「殿下？　どうかされましたか？」

「――いや、なんでもない」

　前で待っている部下に声をかけられて、低い声で答えた。

「お前たちがわざわざ俺にそう言ってきたのは、どうしてだ？　早速何か問題でも？」

　知らぬところで通いつめている彼女なら、さぞ傲慢でワガママなことでもしているんだろう。

　エリオットは、苛々して短絡的にそう勘繰った。

　すると尋ねた途端、部下たちが揃って顔を見合わせた。

「なんだ、悪い噂でもかまわん。俺にかまわずハッキリ言え」

「悪い噂なんて一つもないですよ。それどころか、最近『女神に笑顔を授けた気高きお方だ』と言われたりしています」

「……は？」

「私もよくは知りません。噂を耳にした程度でして」

　近くから答えてきた部下が、すみませんと困惑した顔で謝る。

　すると別の書類を持ってきた部下が、入室時に会話を聞いていたようで、エリオットにこう続けてきた。

「殿下のご婚約者様は、評判も上々のようです。最近耳にした話ですと、あの麗しい孤高の近衛騎士隊長とよく一緒にいて、大層絵になる光景だったとか」

　エリオットは、意外な男の存在に少なからず驚いた。

　若き近衛騎士隊長、二十歳のクラーク・バトス。孤高やら冷徹やら鬼上司やらと言われ、彼は他者を寄せつけないタイプの仕事人間だった。

（だというのにアメリアが一緒にいた……まさか婚姻活動の一環か？）

　そう咄嗟に思ったエリオットは、すぐに可能性を否定した。クラークは、女性嫌いであるとも知られている。

　だが直後、次の部下の言葉にエリオットの心は激しく乱れた。

「クラーク近衛騎士隊長殿は、廊下の柱の陰に隠れてアメリア嬢の肩を抱き寄せ、かなり親密そうでもあった、という目撃情報も上がっています」

「な……っ」

　思わずガタリと長椅子を鳴らし、立ち上がりそうになってしまった。

（あのアメリアが、あのクラークと？）

　想像ができなかった。見合いの席、そして国王夫婦との挨拶で同席した時も、落ち着き払った顔しか見ていなかった。

　だから彼女に限って、と色恋なんてやっぱり想像ができず……。

「……それは本当なのか？」

「え？　ああ、まぁ別棟を出入りする一部の者の噂なので、信憑性はわかりませんが」

「別棟？」

　あそこは若い者の出入りだって少ない、わびしいところだ。婚姻活動をしている令嬢が行く場所とは思えない。

　だが――だからこそ逢い引きにはもってこいだ。

　その可能性が脳裏をよぎった瞬間、エリオットは激しく動揺した。

「他には、いや、他にも何か聞いているか？」

「そうですねぇ。『もしものことがあったら結婚してもいい』と話していたとか、メイドたちがきゃあきゃあ話しておりました」

「待て。俺が婚約者であるのを知っていながら、『きゃあきゃあ』だと？」

　エリオットの腰が、思わず椅子から浮く。

　テーブルで業務処理作業にあたっていた部下が、ビクッとする。

「た、ただの噂ですよ。殿下の婚約者様なのに、あのクラーク様が横やりを入れるとも思えませんし」

「噂なので盛られている部分もあるかと」

　書類待ちの部下が、そう言いながら着席を促し、エリオットを長椅子へ戻した。

「恐らく、彼女たちはクラーク近衛騎士隊長殿のファンかと思われます。あの美貌ですし、クールなところが人気があるのです。プライベートな光景が見れて『グッジョブ婚約者様』みたいな？」

「……つまりアメリア嬢は、今のところ奴のファンからの評判もいい、と？」

「そのようです。表情が豊かで、毎日楽しそうにされているお姿にも周りの評判は上々のようです。毎日王宮に通われているのを多くの者が賛同しています」

　エリオットは、自分が抱いていた印象とまるで違う『表情豊か』という言葉にも戸惑いを覚えた。

「私も昨日見かけましたが、笑顔が無む垢くでかわいらしい方ですよね。殿下が惚れ、彼女の兄上様が溺愛しているだけあるなぁと思いました」

　同意を求められても、エリオットは答えられない。

（無垢な笑顔なんて、知らない）

　アメリアはエリオットが契約を提案した時でさえ、冷静沈着で大人びた目をしていた。表情がころころ変わるだとか、楽しそうだと言われても想像がつかない。

『もしものことがあったら結婚してもいい』

　不意に、噂になっているという近衛騎士隊長クラークが、アメリアに甘くささやく光景を想像した。

　もしものこと、というのは破談後の結婚相手への名乗り出しだったのか。

　こちらの契約について話したくらい親密に？

（そもそも、いつの間に近衛騎士隊長とそんなに仲よくなった？）

　彼女がエリオットの知らない顔で笑って、クラークと手を取り合う光景が脳裏に浮かんだ途端、胸のあたりがぎゅっとした。

　偽りの婚約者だ。

　それなのにクラークとアメリアの仲を想像したら、エリオットは気になってしまって仕事にも手がつきそうになくなった。

「お前ら、ちょっと席を外せ」

「は？　殿下、いきなり何を――」

「いいから。少し外に出てろ」

　エリオットは、いったん全員追い出すと便箋を取り出した。

　そして社交辞令ながら前回よりも気遣いを添え、やや丁寧に、婚約者らしい言葉も連ねて手紙を書いた。




　数日後、またしても形式的なそっけない手紙が返ってきた。

　一つ違っていたのは、エリオットが手紙に初めて書いた質問への回答も、プラスされていたというだけだ。

【契約のことは誰にも話していません。ご安心くださいませ】

　――たった、その一文だけだった。

　別棟でも会っている近衛騎士隊長には、笑顔も見せてずっと喋ってもいる。それなのに、第二王子の自分にはたったこれだけなのか。

　アメリアからの返信は、手紙の上でさえ話をしない、というような主張を感じさせるものだった。

　それを前にしたエリオットは、すごくもやもやした。










二章　ゲームから変わり始めるストーリー




　アメリアは、会話が途切れた際のミッシェルの憂いが気になっていた。観察してみると、時々黙り込み、ぼーっと風景を見ていたりもする。

（何かを考えているみたいだわ……）

　思い返せば、ゲームの中でも彼女の神秘的な表情をよく見ていた。

　あれは何かを憂えてのことだった、という可能性はないか？

（そうすると、何か悩みが？）

　王宮に通って、人の目の少ないところで静かにしていることには、他の理由があったりするのだろうか。

　アメリアは、推しであるミッシェルには幸せでいてほしかった。

　今だって彼女からは、いっぱいの幸せや喜びをもらっている。

「――彼女の役に立ちたいんです。私はどうしたらいいと思います？」

　話を一通り終えたアメリアは、そこで隣のクラークに意見を求めた。

「その前に、どうしてお前はここにいるのです？」

　クラークは、横顔で視線を受け止めそう言い返した。

　ここは、近衛騎士隊のサロンだ。

　女性などいない騎士だらけの場所である。アメリアは平気で入ってきて、ソファにいたクラークの隣に腰を下ろしていた。

　おかげで、アメリアの登場から場はざわついている。

「だって、何か緊急の用件があれば、ここに来ていいとおっしゃっていたじゃないですか」

「お前のことですから、ミッシェル様のことは全部、緊急を要する重要案件なのでしょうね」

「もちろんですよっ。それ以外に〝重要〟で〝緊急〟なことはありません！」

　アメリアは、元気いっぱいに言いきった。

　すっかり同志として心許している彼女の赤薔薇色の目は、兄や家族を見るような輝きでクラークを映している。

　クラークが視線を動かして、ざわっとなった周りを見た。それから、自分よりも低い位置にあるアメリアの顔に目を戻す。

「集中すると、それしか見えなくなるタイプなのがよくわかりました。今のところお前にとっては〝淑女らしさ〟と〝婚約〟も重要だとは伝えておきます」

「なんで婚約？」

　アメリアは愛嬌のある表情で首をかしげる。

　その様子は、社交界でささやかれていた『意地悪くお高くとまっている伯爵令嬢』とずいぶん違って、ひどく愛らしい。

　しかし、またしても周りがいっそうざわめいていた。

　それを聞くクラークが、言葉を出すまでに珍しく時間を取った。

「――そういえばお前、まだ十五歳でしたね。私よりも五歳年下であるのを、つい忘れていました」

「数ヵ月もすれば十六歳になりますよ」

「いえ、精神年齢は恐らくそれ以下です」

　アメリアは思わず「それ以下!?」と叫んでしまった。クラークは無視すると、一つうなずきひとまず確認する。

「堂々と入ってこられましたが、今、周りにいるのは全員〝男〟なのですが」

「あはは、大丈夫です。私は全然気にしないので」

「お前ではなく、周りが気にするんですよ」

　笑って答えるところではない。

　のんきなアメリアを遠巻きに観察していた騎士たちは、手助けしたくてたまらないといった様子でハラハラした表情になっていた。

「それよりお前、自分の婚約者はどうしたのです？」

　クラークが眼鏡を押し上げ、誰もが気になっているであろうことをピンポイントで確認した。

　尋ねられたアメリアは小首をかしげ、質問の内容を理解する時間を置いた。

　その瞬間、騎士たちがワッと顔を手で覆ったり、激しくうろたえたり、見かねた様子で彼女に言葉を投げかけたりした。

「もう無理っ、『もしや裏があるかも』と思ったけど、ただの天然みたいだぞ!?」

「ぽわぽわした表情が、もう子供……！」

「ほらっ、殿下はお仕事がお忙しいんだろ？」

「たしか、手紙ではやり取りしているんだよな!?」

「今日は、お会いする予定がなかっただけなんだろっ？」

（みんなして教えてくれるなんて、ここの騎士たちはなんて優しいんだろう）

　感動したアメリアは、ちっとも悪役令嬢っぽくない雰囲気で彼らにこくりとうなずき返す。そして自信を持ってクラークに言う。

「たぶん、殿下はお仕事をされている最中かと思います」

「台詞くらい自分で考えなさい。今の今まで忘れていた、みたいな顔ですね」

「ははは……ま、まさかそんなことはないですよ。うん」

　まさにその通りだった。先日エリオットからまた手紙が来たけど、ミッシェルのことが気になって数日遅れで返事を出したくらいだ。

「まぁそんなことより、ミッシェル様のことですよ」

　そろそろ出会いイベントがある無害な殿下のことは放っておいて、まずは目先の高貴なる令嬢が重要だ。

「たびたび気落ちしている感じがするんです」

「言われてみれば、たしかにそうかもしれません。舞い上がって考える余裕がありませんでしたが、憂いと取れば腑に落ちます」

「何か思いあたることってありますか？」

　クラークがふむと腕を抱え、顎をなで真面目な雰囲気で考える。

「お前が気づくくらいですから、よほど考えることがあるということですね……直近で思いあたるのは、今度ある舞踏会でしょうか」

「舞踏会？」

「ミッシェル様も珍しく参加する予定だ、とは聞いています。幼い頃はお体が弱かったこともあり、できるだけ茶会といったイベントも自粛させていただきたいと、イリスバーグ侯爵家から直接通達があったそうです」

　そういえば、何度か父に連れられてパーティーにも出席したが、アメリアはミッシェルを見かけた覚えはない。

「とすると、舞踏会への緊張でしょうか？　でも私には、別の気がかりがあるように思えてならないんです」

「それは同感です。貴族の義務もご理解されているあのお方が、気をもむほど緊張されるというのもイメージにありませんね」

　たしかにとクラークも同意を示す。

「舞踏会に参加する彼女の様子を見れば、その原因を掴める可能性もありますね」

「なるほど、名案ですね！　でも私には招待状は届いていませんし、兄様が出席するとも聞いてないですし……うーん、どうしましょう」

　舞踏会なんて初耳だ。父や母も参加の予定はないのだろう。

　とすると、万事休すだ。でもアメリアは、動けるチャンスがあるのならミッシェルのためにがんばりたく思った。

「侍女の格好をして、あなた様についていくのはダメですかね？」

　ふと、思いついた提案をクラークにしてみた。

　なぜか彼が、想像もしていなかったモノが転がっているのを見た、というような目を向けてきた。

「……第一王子殿下、ならび第二王子殿下も参加予定だと聞いておりますが」

「あ。じゃあ、『婚約者なんですけど』と受付で言えば、私もうまく忍び込めたりできますかね？」

「何が『あ。じゃあ』ですか。お前、第二王子殿下の婚約者なのですよね？」

　顔を寄せられて、しっかりと確認された。

「そうですけど？」

「それなら、殿下の婚約者として同伴されることを普通は思い浮かべるかと。そもそもお前と殿下の、社交の場での初のお披露目になるのでは――」

　クラークのそんな話を聞きながら、アメリアはゲームの中に舞踏会イベントがあったのを思い出した。

（そっか。今度の舞踏会が〝そう〟なのか）

　ゲームの中では、彼がヒロインのソフィアと出会いイベントを済ませた後、嫌々ながら婚約者と舞踏会に参加するシーンがあった。

　エリオットは、庶民の彼女をひそかに入場させ、彼女と夜の庭園の隅で人知れず踊るのだ。

　アメリアとしては、舞踏会の前には二人が出会って物語がスタートしているのだと思うと、感慨深いものもある。

（彼が私に同伴の確認をするのは、彼女との交流が始まった後だったわね）

　ソフィアを参加させたいなと考えてようやく、エリオットは婚約者の存在を思い出すわけだ。

　どれほどエリオットがアメリアに興味がないのか、よくわかる場面だ。

（だから婚約者との舞踏会では、嫌さも増し増しに）

　ということは、エリオットに急きょ話を持ちかけられる可能性が高いだろう。婚約後初めての王宮での催しであるし、婚約者としての体面を守らなければならないことも考えると、二人で参加することになりそうだ。

「お披露目の場にはなるものね」

　納得を深めるアメリアを、助言したクラークは『本当に大丈夫か』と珍しく自信がない顔で見ていた。

　縁談避けもこの偽装婚約の目的なので、参加は必須か。

（でも、邪魔者だとは思われたくないのよね）

　悩み込んだアメリアは、ふと思いつく。

　エリオットがソフィアとうまくいっているのなら、誘う状況も変わってくるだろう。

　アメリアはミッシェルを憂鬱にさせる原因を調べる時間が欲しいし、自身の両親も不参加の舞踏会なら、『次の機会に！』と同伴をかわすのもギリギリセーフ――のような気がする。

「うん。とりあえず、その時に考えればいいか」

「お待ちなさい。今、大変心配になる言葉が聞こえましたが」

　立ち上がったアメリアは、かまわずクラークへスッキリした笑顔を向けた。

「じゃっ、クラーク様、私はいったん帰りますね！」

「何がどう解決したのか、お前の頭の中が大変気になります」

「クラーク様も、当日は警備か何かで参加するんでしょう？　私のことはまた後で報告しますね！」

「お前、私の話を聞いていませんね？」

　彼女は「ミッシェル様のために！」という合言葉を言い残すと、元気いっぱいに近衛騎士隊のサロンを後にした。




　アメリアは王宮の出口を目指し、廊下を軽やかに進んだ。

　だが、近衛騎士隊側の棟から王宮の中央へと抜けたところでギョッとした。

（ひぇぇ、なんでそこにいるのっ？）

　そこには、壁に背をもたれて待っているエリオットの姿があった。何も悪いことなどしていないのに、ギロリと睨まれて身がすくむ。

「アメリア嬢、こうして会うのは、陛下たちを交えて婚約の挨拶をした日以来だな」

　彼が壁から身を離し、向かってくる。

「さ、左様でございますね……殿下はどうしてこちらへ？」

「近衛騎士隊側の方が騒がしいと、親切にも部下に報告されてな」

（おかしいな、騒がしくした覚えはないんだけど……）

　でも、エリオットはなんだか苛々しているようだ。

　そんな空気を彼から感じたアメリアは、口を閉じていた。

「この向こうは軍部関係の施設しかないが、どうしてアメリア嬢が行ったのか伺ってもいいかな？」

「えっ、あの、少々知り合いに会いに……」

「――だろうなとは思っていた」

　エリオットがぼそりと低くつぶやく。

　アメリアはうまく聞き取れなかった。しかし尋ね返そうとした時、彼が先に動いて手を前に出してきた。

　それはプレゼント用に軽く包装された一輪の花だった。たくさんある大きな花弁は、太陽の色をしていてとても鮮やかだ。

「これは……？」

　アメリアは、わけがわからず一輪の花を見下ろしていた。

「婚約者が、相手に花を贈ってはいけないのか？　――部下が、交流を取っているのかとわざわざ心配してくれてな。少し場を頼んで出てきた」

　周りの通行人たちの視線を気にしたのか。気づいた彼が後半取ってつけたように言って、半ば押しつけてきた。

（そっか……部下に不審がられたから、花を）

　アメリアは礼を述べ、遠慮がちに花を受け取った。

　王宮のどこかに咲いている花を、急きょ適当に見繕ったのだろう。そう推測しなければ、ロマンチックな一輪の綺麗な大花だ。

　でも――とアメリアは勘繰り、思う。

（たしか出会いイベントの後、ソフィアに花束を渡すんだっけ）

　この形ばかりの一輪の花とは比べ物にならない花束を、彼がヒロインにプレゼントするのを思い返した。

　それを考えると、偽りの関係だとわかっているのに少しだけ切なくなった。

（ん？　ちょっと待って）

　近々舞踏会があるということは、出会いイベントは今週末じゃないだろうか。ミッシェルのための調査のことが頭を占めていたせいで、先程クラークと話しに出ていたのにうっかりしていた。

　今週末には二人が出会うとすると、今ここで舞踏会のことについて前振りしておけば、のちのちソフィアを誘いたいとする彼に疎まれる要素を減らせるかもしれない。

　そう、ゲームの中の悪役令嬢と違って、独占欲ゼロの姿勢を示せるチャンスだ。途中で他の女性と会っても大丈夫ですよ～、と前もって言っておこう。

　名案だとアメリアは思った。

「おい、花を見て固まっているが、どうした？」

　エリオットが眉間に深いしわを刻む。

「殿下、あの、一つ確認してもよろしいでしょうか？」

「なんだ？」

「この婚約の契約内容についてですが――もがっ」

　切り出そうとした途端、口を塞がれて壁際へと引っ張られた。

　廊下の人々から視線を遮るように、エリオットがアメリアを睨み下ろす。壁と彼の間に挟まれたアメリアはすくみ上がった。

「堂々と口にするか普通？　場所を選べ」

「すみませんでした。どうか怒らないでください、少し頭の中が忙しかったんです」

　低い声で威圧されたアメリアは、もうしませんと反射的に花ごと手を胸へと上げて誓った。

　エリオットが、まとっていた苛立ちの気配を消した。

　じっと見つめられ、美しい顔を近づけられた彼女は首をすくめてしまう。

「な、なんでしょうか……？」

「見合いをした時より、いきいきしているなと思って」

　ただおびえているだけなのに彼の目は節穴か。

　とはいえアメリアは、不思議に思いつつ自分の顔をぺたぺた触る。

　この世界で〝推し〟と〝推し仲間〟に出会えた。その縁で〝友達〟が二人もできたのも、アメリアにとって最高にうれしいことだった。

（それが雰囲気に出ちゃっているのかな？）

　とはいえエリオットには関係のないことなので、ひとまず用件を済ませよう。

「実は、ちょうど殿下にお尋ねしたいことがあったのですわ」

「俺に？」

「これからあるという舞踏会のことを、友人伝手で耳にしまして」

　すると、エリオットの眉がぴくっとはねた。言葉を続けてもいないのに、彼の眉間に次第にしわが寄っていく。

（うぅ、やっぱり連れていきたくないんだわ）

　相手は〝悪役令嬢アメリア〟を嫌っている第二王子だ。行きたいがために誰かに聞いた、なんて思われたら最悪である。

「――それで？」

　エリオットがアメリアの後ろの壁に手をついた。低い声で言葉の先を促され、アメリアの心臓がキリキリした。

「そ、それでっ、その、殿下が面倒に思うのは承知しているのですが、婚約しているため必要最低限の社交は必須になりますので、今回の舞踏会は同伴し参加しなければならないかとっ」

　尋問されているような威圧を覚えて、アメリアは一気にそう答えた。

　すると彼が、顔から不機嫌さを消した。

「そうか。俺と参加するか」

「え？　あ、はい。ですが形ばかりですし、よろしければ殿下も他の誰かを誘っても大丈夫、ということをお伝えしたくて」

　同伴し参加したとしても、ずっと一緒にいる必要はない。

（そうすれば彼に恨みを抱かれるのも少しだけで済むし、ミッシェル様の調査もしやすくなる！）

　しかし提案した瞬間、エリオットの周りの温度がまた下がった。

「今、『殿下も』という言い方をしたな――アメリア嬢は、すでに他に連れていく愛人の予定でも？」

　壁に手をついた彼が、探るような目で鋭く覗き込んでくる。

　なんか、不穏な空気が漂っている気が……。

「それとも愛人ではなく、婚約破棄後の結婚候補者か？」

　アメリアはまだ返答をしていないのに、エリオットが強く眉を寄せ、加えて強い声色でそう言ってきた。

　詰め寄られ、今にも触れそうなくらい近い。アメリアはなんだか緊張してしまって、花を胸に縮こまる。

「えぇと、あの、そのような候補は、まだ……」

「まだ？」

　見すえる彼の眼差しが鋭さを増す。

（ひぇぇ、なんでいちいちマイナスになるの!?）

　いっそう身を固くした時、エリオットが不意にアメリアの髪を指ですくい取った。特徴的なチェリーピンクの髪を、見せつけるみたいに口元へあてる。

　アメリアは、予測不能な事態に固まった。

「この近さでこうして触れても動じないとは、さすがだなアメリア嬢？」

　どこかとげを感じる口調で彼が言った。

　これが動じていないように見えるなんて、彼の目はやはり節穴なのか。

（というか、彼はなんで私にこんなことをしているの!?）

　そんなことを考えていると、近くから見下ろしているエリオットの目が、苛立ち交じりに細められた。

「――すでに〝アレ〟には、この近さまで許しているのか」

　舌打ちするみたいに、彼の美麗な顔がゆがめられる。

「あの、おっしゃっている意味がわかり兼ねるのですが……」

　ひとまず逃げ出したい。

　思わず助けを期待して彼の向こうに見えた騎士へ目をやったら、気づいたエリオットに腕で遮られてしまった。

「お前は今、俺の婚約者だ。こうしていても許される」

「でも、あの、この近さはいささか問題のような――」

「俺は肩なども抱いていないのに？」

　さっきから、エリオットが何を言っているのかわからない。答えるごとに彼の苛々が増している気がする。

（そもそも私たち、破棄前提の偽りの婚約ですよね？）

　目の前には、綺麗な彼の顔。意外と向かい合ってみたら長身で、軍事を監督しているだけあって胸板も逞たくましくって――。

　急に恥じらいが込み上げ、彼の美しい顔を見ていられなくなった。アメリアは崩れた表情を見られまいと咄嗟にうつむく。

「で、殿下、どうか離れてください」

「なぜ？」

「まだ婚約者同士ですしっ」

「もう俺たちは婚約者同士だよ、アメリア。だからこちらを見ろ」

　アメリア、と名を呼んだ声色が一瞬やわらかく感じられた。その瞬間彼女は、かぁっと赤面してしまった。

　こんな時に限って、ゲームの中でヒロインの名を呼んでいた彼の声がよみがえった。

（これって、偽装婚約であると勘繰られないためにやっているの？）

　でも、恋愛もしたことがないアメリアには刺激が強すぎた。耐性がないから、不覚にも胸はトキメイてしまっている。

　彼が苛々しているのも、花を渡すための手間のせいだろう。

　不仲説への対応策もかねて、仕返しのごとくアメリアを困らせているのだ。

「アメリア、俺を見て」

　顔を上げさせようとしたのか、彼の指がそっとアメリアの顎に触れる。

（うわぁあぁあ！　そ、そこまでふりをしなくてもいいのっ！）

　その瞬間、アメリアは命からがら逃げるみたいに彼をつっぱねた。そして花を胸に抱き「失礼します！」と逃げ出した。




　その翌日、アメリアの姿はまたしても王宮にあった。

　例のストーキングスポットの柱の陰から、熱い視線を送る。その視線の先にいたのは〝高貴なる令嬢〟こと、ミッシェルが読書にふけっている姿がある。

「ああっ、今日もなんて麗しいのかしら……！」

　猛烈に話しかけたくて仕方がない。

　けれど、ここは我慢だ。推しが悩んでいるらしいことについて、少しでもわかることがないか様子を観察しているところなのである。

　ミッシェルは、本日もあまり飾り立てられていないドレスに身を包んでいた。時々落ちてくる銀髪を耳にかける仕草すら絵になっている。

　その美しい横顔は、読書に集中していて落ち着いている。

（はぁーっ、何時間でも見られるわ）

　普通ならば飽き飽きする作業だが、アメリアはほっこり癒やされていた。

　ミッシェルの静かな佇まいは、美貌も相まって神秘的な空気がある。しかしよくよく見ていると、それはやはりどこか憂う影があるようにも思えた。

　だが、それはそれでまた現実離れした美しさを強調する。

　この目でじっくり観察しようと思って凝視したアメリアは、突如「あ――っ！」と両目を押さえて上を向いた。

「綺麗っ、素敵！　た・ま・ら・んっ！」

　観察を始めてからずっと、アメリアの頭の中は最高潮に騒がしい。昨日のよくわからないエリオットとのことも忘れていた。

（幸せだ。この世界に生まれてほんっとよかった……！）

　転生したこの特典を噛みしめるアメリアを、廊下を通り過ぎていく者たちが「あぶねぇな……」「大丈夫？」という目で見やっていく。

　その痛いくらいの視線には気づいていた。

　でもそんな周りのことなど、いちいちかまっていられない。

　推しへの愛は、たとえ自分に不審な目が向けられようともビクともしないのだ！

　その時、視線の先でミッシェルが、ふっと風景を目に留めぼんやりする。

「あっ、やっぱりしょぼっとしている感じがするわ」

　駆けつけたくてハラハラした。

（もしかして、私とお喋りしたかったのかしら）

　こんなことなら、昨日「明日も行けます！」と言っておけばよかっただろうか。

「あぁぁ、すごくそわそわするっ。やっぱりおそばに行きたい……！」

　そんなアメリアの後ろを、人畜無害そうなワンコ系美男子が通っていった。

　雰囲気は平凡男子だ。しかし、擦れ違う全員が愛想よく声をかけていき、それに応える彼の笑顔は癒やし系なイケメンである。

「ヒューゴ、これから殿下のところか？」

「はいっ。もっとお役に立てるよう、ますますがんばります！」

「ははは、あんまり無理しないようにな。がんばれよ」

　――それは癒やし系担当の攻略キャラ、ヒューゴ・ケインズだ。

　性格に裏がなく、心根は真っすぐ。一般庶民出で第二王子の従者を務め、現在は公務にあたる彼の執務を助けている。

　けれどアメリアは、後ろを通過するイケメンなど眼中になかった。

　彼が通り過ぎていくその近くの柱の陰には、別の令嬢たちが隠れていた。こっそり様子をうかがっていた彼女たちが、うなずき合ってアメリアに近づく。

「あの、突然申し訳ございません」

「ひぇっ」

　集中していたアメリアは、唐突に声をかけられて驚いた。

「第二王子殿下のご婚約者様、アメリア様でいらっしゃいますよね……？」

　振り返ってみると、そこには顔に覚えのない同世代の令嬢たちがいた。

　これまで近づいてくる同性もいなかった。急なことで対応できず、アメリアは人見知りでも発動したみたいにコチーンッと固まってしまう。

（こ、これは……もしやゲームであったような牽制？）

　でもアメリアは、第二王子に言い寄って困らせたりしていない。そう思っていると、突然彼女たちの方が慌てて謝ってきた。

「もっ、申し訳ございません！　お立場の違いは存じ上げております」

「正式なご挨拶もなしに、このように殿下のご婚約者様にお声をかけるだなんて――」

　アメリアはハッと金縛りがとけ、慌てて謝罪を止めた。

「そ、そんなにかしこまらなくてもいいのよ！　あなたたちは何も悪いことなんてしていないし、声をかけるくらいどうってことないのよ。どうか頭を上げて」

　令嬢たちが、ぽかんとアメリアを見つめる。

　うっかり令嬢口調が外れてしまったと気づき、言い方を改めて言葉を続けた。

「私は、まだ殿下の婚約者というだけです。ただの伯爵令嬢ですから」

　見た目は〝悪役令嬢〟だ。彼女たちを萎い縮しゅくさせてしまうのは当然か……とアメリアが自分の顔に落胆した時だった。

　彼女たちの表情が、感極まった様子でパァッと輝いた。

「さすがは〝薔薇君の令嬢〟様ですわ！　あの仕事熱心な殿下が、一目でご婚約を決めたのもわかりますっ」

「へ？」

「遊んでいるだとか、嫌がらせで噂を流している一部の令嬢グループがいらっしゃるみたいですけれど、王宮に通われるあなた様を見ていれば潔白も明白ですもの！　わたくしたちのヒューゴ・ケインズ様も華麗にスルーされてっ！」

「えぇ――!?」

（イケメンワンコ君、いたの!?　全然気づかなかったよ!?）

　なんて存在感が薄いっ、とアメリアは辺りをすばやく見渡してしまった。

　それはゲームファンに「ワンコ君」という愛称で呼ばれた攻略キャラだ。妨害も擦れ違いもなしの純愛ルート「ふわふわ幸せ☆ハッピーエンド」は大人気だった。

　登場回数が一番多いはずなのだが、思えば全然見かけていない。

（彼、影が薄いの？　癒やしの平凡枠だから、いないも同然に!?）

　アメリアは、彼が登場する時間帯、自分が〝高貴なる令嬢〟に夢中になり、同志であることが発覚した近衛騎士隊長クラークとつるんでいたせいで、ことごとくタイミングを逃していただけだった。

「えーと……ところで、ご用はなんでしょうか？」

　アメリアは、声がミッシェルの方に聞こえてはたまらないと、令嬢たちを例の柱から遠ざけつつ尋ねた。

　このゲームに登場する攻略キャラには、それぞれファンクラブが存在している。

　わたくしたちの、という言い方からすると、彼女たちはヒューゴのファンクラブの女の子たちなのだろう。

　すると素直に協力してくれた令嬢たちの一人が、突然こう言ってくる。

「はっきり申しますと、実はわたくしたち、あなた様が〝高貴なる令嬢〟様をお助けしようとしているとわかっていますの」

「えっ、そんなにバレバレだったの!?」

「わざわざご婚約者様であらせられる殿下との時間も削ってまで、憂えていらっしゃる彼女を気にかけているお姿には、感動いたしましたわっ！」

　元々、アメリアはエリオットと時間を持つ予定はなかった。

　しかしなんか勝手な方向に憶測されているっぽい。

「しかもっ、そのお姿に惹かれて殿下だけでなく、クラーク・バトス近衛騎士隊長様からも恋心を向けられているとは！　身を引いた彼の切ない恋心を思うと、ロマンス小説のようで胸がキュンキュンいたしますわ！」

「へ？　あの、それはちが――」

　アメリアは誤解だと言いかけたのだが、かわいらしくぷんぷん怒った別の令嬢の叫びが重なった。

「ちょっと！　それは違いますわよ！　近衛騎士隊長様は身を引いてなどいらっしゃいませんわ！　無理やりの奪略愛なのです！」

「それこそ間違いですわよっ。殿下がお見合いの横やりを入れてきて、近衛騎士隊長様との三角関係に違いありません！」

　えぇぇ……と今度こそアメリアは言葉を失った。

　令嬢たちは、想像力も妄想力も豊かですごく元気だった。本人を目の前に、会話の内容もヒートアップしていく。

「きっと殿下が先ですわよ。それで近衛騎士隊長様が後から恋に落ちて、許されない恋に苦しんでいるのですわ」

「でも殿下が後、というのも大変おいしい設定ですわよね」

「たしかに同意ですわ。はぁ、ヒューゴ様もとても素敵ですけれど、ぜひとも近衛騎士隊長様の恋に憂う超絶美形な色気たっぷりの表情も、見たいですわねぇ」

「あら、それを言うのなら、私はぜひとも殿下のその様子を見たいですわ」

　令嬢たちは、急に静かになって揃ってうっとりとした。

　つまり己の欲望のために、三角関係やら奪略愛やらを想像してキュンキュンしたいだけなのだろう。

（どちらも恋愛の可能性はゼロなんだけど……）

　クラークは〝同志〟だし、第二王子エリオットとは〝契約〟だ。

　それなのに、勝手に妄想を膨らまされて崇拝されている。こんなことはゲームの中でなかったから、アメリアは頭が痛くなってきた。

（まぁ、ヒロインが城に来るようになれば変わるよね）

　ヒロインのソフィアは超絶愛らしく、謙虚で性格よしですぐ大人気になる。

　そして王宮で十代の若い令嬢たちに、今みたいに妄想を膨らまされて、きゃーきゃー言われる存在になるのだ。

　うんうんとアメリアがうなずいていると、令嬢たちが姿勢を正した。

「アメリア様、このたびはミッシェル様のために動いていらっしゃるあなた様に、お話があってお声をかけさせていただいたのです」

「私に？　そうすると、ミッシェル様のことなの？」

「はい。ミッシェル様は、どうやら〝白薔薇派〟の令嬢たちからよくは思われていないようですの」

「白薔薇？」

　ゲームでも聞いたことがない名前だ。

　前世のアメリアは、ミッシェル推しで、メインストーリーについては細かな部分まで文字を追いかけていなかった。

（もしかしたら、関わりがないところは見落とした名もあるのかも）

　そう納得することにして、アメリアは令嬢たちに向きなおる。

「よくは思われていないというのは、どういうこと？」

「彼女たちの〝美意識〟にとって、ミッシェル様は強力なライバルのようでして」

　先頭にいた令嬢が、言いづらそうにスカートの前で手をもむ。

「お体が弱いことを、いろいろと嫌みな噂を流されていた時期があるのですわ」

「それが原因で、縁談の受けつけも自分からご両親にお願いして、中止していただいたのではないかとも言われています」

「縁談の再開は未定だそうで、お父様である宰相様も大変心配されているそうですわ」

　ミッシェルは現在、縁談から遠ざかっていた。

　てっきり体力的な不安からも、様子見しているとばかり思っていた。アメリアは、その憶測には驚いてしまった。

（ミッシェル本人の意志も関わっている？）

　でも、考えるものの困惑した。

　アメリアが見た限り、王宮を行き来しているくらいミッシェルは回復している。彼女は〝貴族の義務〟だって心得ている女性なので、腑に落ちない。

「……それとも何かご結婚できない大きな理由があったりするのかしら？」

　考え込み、ふと脳裏によぎった可能性を口にした時だった。

　アメリアの心配そうな表情に気づいて、令嬢たちが慌てて言ってきた。

「今は、体調を崩すこともほとんどなくなっているようです。走るのが少しおつらいくらいで、お体については大きな心配はないのだそうです」

「宰相様も、お孫様ができるのを楽しみにしていらっしゃると、わたくしの父が以前パーティーに出席されていた際に聞いたとか」

　結婚できないような、大きな支障はない。

　それでもミッシェルは、現在も縁談話を受けつけていない。将来の婚姻を考えれば少しでも顔を知られていた方がいいが、社交も自粛気味だ。

（……その根本にあるのは、自信のなさだったりするのかしら？）

　アメリアは、以前ミッシェルが、自分の銀色の髪を気にしていたのを思い返した。そして、ほっそりとした腕の白い肌も。

　病弱的な肌色ではないと、誰が見ても思うことだろう。

　日頃メイドたちに磨かれ、月光のごとく映える美しい肌だ。それでもいいように捉えられないのは、心持ちからもきているのか。

「――白薔薇派という令嬢たちの妨害で、流されてきた話を聞くたびお元気がなくなってしまう、ということなのかしら？」

　舞踏会前というタイミングでそうされたのかと思って確認してみると、彼女たちは断言はできない様子で顔を見合わせる。

　相手も貴族の娘たちだとすると、確証もなく悪者扱いはできないだろう。

　ミッシェルは宰相の娘であるし、大っぴらな嫌がらせはされないだろう。そもそも悪く思われているというのも想像ができない。

　考えているアメリアの判断を、令嬢たちが不安そうな表情で待っている。

（わからないことなら、実際にあたってみるしかないわね）

　不安を長引かせるのも悪いと思い、アメリアは一つのことを決め、顔を上げた。

「それなら私が、その白薔薇派という令嬢たちと直接話してみるわ」

「本当ですか!?」

　こうして外からあれやこれやと推測を立てるより、本人たちから話を聞いた方が間違いもなく、解決も早い。

「とすると、まずは知らせを出さなくちゃね。すぐに行くのは失礼だから、騎士の誰かに白薔薇派へ言伝を頼んで――」

　つい素の口調で算段を立てていると、令嬢たちが身を案じるように詰め寄った。

「でもアメリア様、直接お顔を合わせるというのなら、どうかお気をつけてください」

「白薔薇派の令嬢たちは〝かなり熱くて〟行動派なのです」

「……ん？　『熱くて行動派』？」

「はい。ミッシェル様とは逆方向の美女集団、と言いますか……」

「それから、メンバーの中には殿方もいらっしゃいます」

「男性もいるの!?」

　王宮に拠点を構えているらしいので、てっきり女性だけの会だと思っていた。

　社交界ではグループや派閥をつくる際、男女で分かれていることがほとんどだ。アメリアにはイメージがつかなかった。

「それから、アメリア様はお顔が知られているかもしれませんから、変装が必要かもしれません。殿下のご婚約者様だと知られたら、真実を話してくれなくなるかもしれませんし」

「え、変装？」

「スカートでお会いになったら危ないかもしれませんわっ。ズボンにしましょう！」

「ちょっと待って、私、何かされるの!?」

「白薔薇派は、独自の〝こだわり〟などもありますので、ご衣装も合わせていかないとっ」

　彼女たちは、フリルやらレースやらと熱く交わし始める。

（いったいどんな格好をさせられることになるのか……なんか一人で突撃しに行くのがちょっと不安になってきたな）

　だが、これも〝高貴なる令嬢〟のためだ。

　相談に乗ってくれたクラークに代わって、自分もしっかりがんばりたい。

　そしてアメリアは、令嬢たちといったん近くのサロンへ移動して計画を立てた。念のためエリオットとヒロインの出会いイベントの日を、決行日に定めたのだった。
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　王宮の午後、執務机にいたエリオットは、唐突に質問を投げかけた。

「おいロバート、お前の妹はいったいどうなっている？」

　室内にいた者たちの目が一斉に向く。

　先日、婚約者に「放っておいてすまない」と自ら花を渡しに行った、という噂で持ちきりの第二王子である。

　エリオットから視線を真っすぐよこされたロバート・クラレンスが、「はて」と首をかしげる。妹のアメリアと同じ、目立つチェリーピンクの髪がさらりと揺れる。

「どう、とは？」

「この俺が手紙を送っても、まるで読んでいないかのように全文スルーの『ありがとうございます』のテンプレ的な返し。目の前で花を贈っても、『どうも』的な感じで終わったぞ」

　すると、それを聞いた途端にロバートが「ぶふーっ」と噴き出した。

「つまりは、ぜーんっぜん眼中にないんだね！　わはははざまーみろ！　世界で一番かわいい僕の妹はっ、何せ兄であるこの僕が一番なんだからな！」

　彼は失礼にも、第二王子を指差してゲラゲラ笑った。

　美貌にトキメイている女性たちが見たら、失望しそうなくらいの大笑いだ。エリオットは、ますます不機嫌な顔になっていた。

　同じ室内にいた部下たちが、その様子を見つつささやき合う。

「あの人、妹さんと殿下の婚約を応援していないのか……？」

「俺、前の部署から引っ張ってこられたから知ってるけど、応援なんてまったくしてないと思うぞ」

「むしろ、婚約がなくなったらより最高、とか思ってるんじゃないか？」

「この人なら破棄も気にせずに『よし次に行こう！』と妹に言いそうだよな……」

　ロバートが昔から妹を溺愛しているのは、王宮でも知れ渡っていた。

　唯一知らなかったのは、彼女を避けていたエリオットだけである。

（――とはいえ、今はそんなことなどとっくにわかってる）

　エリオットは、なぜかむかむかしてきた。ロバートは配属初日から妹大好き宣言をし、敵対するみたいに日頃から張り合っていた。

　そのアメリアが、もし別の誰かと婚約をして、結婚をしたら？

　想像すると、腹の中がもやもやした。非常に面白くない。まさかアメリアは、舞踏会で例の近衛騎士隊長と合流する気なのではないだろうか。

（一緒に行くと彼女の方から言われた時は、心が弾んだというのに――）

　そう考えたところで、エリオットはハタと思考を打ち切った。

　今、自分はいったい何を考えた？

　彼女が他の誰かとではなく、婚約者である自分を優先し、同伴したいと頼むみたいに確認してくれたのがうれしい、だなんて……。

（変だな。そもそも俺は、アメリア・クラレンスが苦手だったはず）

　少し考えて、不意にそれが間違いであることに気づく。

　初めて会った際には、やはり契約くらいでは動じない女だと思っていた。しかし、昨日見た感じは彼が抱いていたイメージと少し違った。

　初めて髪に触れた時、真っすぐこちらを見ていたアメリア。

　その大きな赤薔薇色の瞳には、計算高さだとか傲慢さだとかはいっさいなさそうだった。

（今思い返してみると……）

　迫られているのに、自分が何をされているのかわかっていない、みたいな。

　エリオットは、顎をさすり考え込んだ。少し近づいてやったら、離れて、と言われた。あの時、彼女にとって自分はそんなに気がない相手なのかとエリオットは苛立った。しかし、それも違っていたらしい。

『で、殿下、どうか離れてください』

　細くなったアメリアの声は、なぜかエリオットの胸をくすぐった。

　あの時エリオットは、どうしてかその目に自分だけを映したくなった。いつもすましている壁が崩れてしまったみたいな彼女が、彼の男心に庇護欲をそそって新鮮に映って――。

　その時、エリオットは声をかけられて我に返った。

「そういえば殿下、慈善活動のアピールとしての教会視察の件ですが」

「ああ、そういえばあったな。あれは――」

　確認した部下に答えようとして、ハッと言葉を切った。

　視察に行っている間、しばらく王宮を空けることになる。ほぼ毎日通っているというアメリアが、自分の不在をよしとして近衛騎士隊長と堂々と密会を楽しむ可能性はゼロではない。

（いや、男の方から視察の件を彼女に話す可能性も高い）

　アメリアはエリオットの婚約者だというのに、近衛騎士隊長は彼女と仲睦まじげに話し、その手を取って、ロマンチックな雰囲気で堂々王宮デートを楽しむ。

　舞踏会当日の逢い引きと同じく、アメリアはあたり前のように細い腰を近衛騎士隊長に抱き寄せさせ、彼は我がもの顔でアメリアをエスコートする――。

　そう想像した途端、エリオットは嫌悪感でブチリと切れていた。

　王宮で、デートなんてさせない。

　近衛騎士隊長であれば、今回の視察の件も耳に入れているはずだ。その男の思い通りにさせてたまるか。

「世間の俺の好感度なぞ、どうでもいい」

　不意に放たれたエリオットの低い声に、その場にいた者たちが「は」と唖然とする。

（彼女は、俺の婚約者だ）

　激しい嫉妬のような炎に焼かれ、彼は衝動のまま決定を下した。

「教会の視察へは、代わりに誰か空いている者を行かせろ」

　その静かなあまりの怒気に気圧され、ロバートを含む部下たちが困惑しながらも「承知しました」と答えた。

　――第二王子エリオットは、自分でゲームヒロインとのフラグを折っていた。
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　翌日、アメリアは王宮で、ミッシェルと午後一番の紅茶休憩をしていた。

　本日、クラークは同席していなかった。今や例の廊下の柱がすっかり合流場所となっているのだが、仕事が忙しくていないことが多かった。

　しかしクラークは、先日にした相談を気にかけてくれたらしい。

　代わりに衛兵が戸惑い気味にアメリアを待っていて、彼から預かったという手紙を渡してくれた。

【ミッシェル様を頼みます】

　内緒の伝言みたいに畳まれた紙をこっそり確認してみたところ、そう書かれてあった。今日も行けない旨など、彼らしい言葉も綴られていた。

（がんばりたいわ。……でも何が彼女を悩ませているのかしら？）

　アメリアは、向かい側で紅茶を飲んでいるミッシェルを上目遣いでうかがった。

　意識して見るようになってからわかった。気分が沈んでいる時、彼女は落ち着くためかハーブティーを飲んでいる。

　顔を合わせるようになって仲よくなったミッシェルの専属侍女たちに確認してみたところ、ミッシェルは不定期に、こうして元気がない時がやってくるのだという。

（彼女たちも、思いあたる出来事もないと言っていたわね……）

　みんな不思議がっているのだという。何かできることがあれば自分たちも協力するので、もし原因がわかったなら教えてほしいとも頼まれた。

「どうかしたのかい？」

「いいえっ。なんでもありません」

　回想していたアメリアは、慌てて思考を現実に引き戻した。

　今日も〝高貴なる令嬢〟ミッシェルは美しい。穏やかな眼差しで見つめられ、その顔を正面から見つめた途端にほぅっと息が漏れてしまう。

　こんな彼女を、よく思っていない人がいるというのが不思議だ。

　だってミッシェルは慎み深くて、ゲームの中で意地悪をした〝悪役令嬢アメリア〟みたいに人に迷惑をかけることもない。

「私は、昔はベッドで眠っていることが多くてね」

　ふと思い出したように、唐突にミッシェルが話しだした。

「外出もできなかった時代にたくさん本を読んだ。父に連れられて一緒に近くまで出られるようになってからは、周りから聞こえる人たちの話を耳にするのも楽しくて」

「お話を聞くのも好きなんですか？」

　アメリアが小首をかしげると、ミッシェルがくすりと微笑んだ。少し肩が揺れ、その美しい銀髪がさらりとかかっていた。

「好きだよ。君とこうして話している時間もとても貴重だし、誰かから聞く話だって特別だ。友情の話とか――とくに恋の話を聞くのが好きかもしれないな」

「恋？」

「君の恋の話も、聞きたいと思っているよ」

　ミッシェルが、きらきらとした笑顔を向けてくる。

（うわどうしよ……、そんな期待されること何もない）

　アメリアの婚約は偽装だ。噂にあるような一目惚れも仲睦まじげもなくて、視線をそらしがてらティーカップをテーブルに戻した。

　それを見たミッシェルが、察したように眉を少し上げる。

「おや。もしかして、殿下とはうまくいっていないのかい？」

「えっ！　あ、いえ、そんなことは。お手紙もよくいただいていますよっ」

　先日心配されたことを思い出して、アメリアはわたわたと口にした。

「殿下はお忙しいお方ですし……あっ、花！　そうっ、実は一昨日おとといは花をいただきました！」

　そう答えてみると、ようやくミッシェルは安心してくれたようだ。気遣わしげな目元に明るさが戻って「ふふっ」と笑みをこぼす。

「花か。それはいい」

　そう言いながら、彼女がティーカップを引き寄せた。

「ねぇアメリア、知っていたかい？　花束にはね、意味があるんだよ。花言葉を込めるために相手は種類を選んで贈っているんだって」

　どうやら、エリオットからもらったのは立派な花束だと勘違いしたようだ。

（うん。そのへんで見繕った一輪の花だとは、教えないでおこう）

　勘のいい彼女の胸に心配が戻ってはいけないので、アメリアはそうすることにして相づちを打つ。

「もしかしてそれ、ロマンス小説の知識だったりします？」

「ふふっ、あたり」

　楽しそうなミッシェルを見て、アメリアは彼女が自分と違って、恋愛に共感し憧れも重ねて楽しんで読んでいるのだともわかった。

（乙女ゲームをしていても、そこは楽しまなかった私とは大違いだな）

　前世では、自分にそんな恋は訪れないと期待していなかった。

　そんな自分が、この世界で〝婚約者〟をやっているなんて、おかしな話だ。偽りだから実感なんてまるでないけれど。

（私、ここでは結婚できるのかしら）

　ここは今のアメリアにとって、ゲームではなく現実リアルだ。

　貴族の娘として生まれたからには、嫁がないと両親や兄が困るのだろう。……いや、もしかしたら兄はどうでもいいと思うかもしれないけれど。

　でも、と、不意に前世からの思いのようなモノが切なく胸に込み上げた。

（――今度こそ〝兄さんに〟結婚する姿を見せたいわ）

　その一瞬後、聞こえてきた声で我に返った。

「政略結婚って、きっと愛もあると思うんだ」

　今、何か、とても胸が痛い、悔やんでも悔やみきれない前世の自分の最期の想こいえが聞こえたような気がした。

　けれどそれは、あっという間にアメリアの頭の中から霧散してしまう。

　胸がドクドクしていた。でも、耳にしたミッシェルの声の方が気になった。

（気のせいかしら。まるで『そうだったらいいな』というふうに聞こえたわ）

　そこにいるミッシェルは、ティーカップを見下ろしている。

　その表情には穏やかさが浮かび、眼差しもとてもやわらかいけれど――どこか寂しげだとアメリアは感じた。

（まるで……恋がしたいみたい）

　ロマンス小説も心から楽しく読んでいるという先程のこともあってか、不思議とそんな印象を抱いてしまった。




　その日、アメリアは朝からドキドキしていた。

　両親との朝食も集中できなかったし、兄のロバートのいつもの妹溺愛っぷりもほとんど聞き流してしまった。

「すごく緊張するわ……いいえっ、女は度胸よ！」

　今日は、ミッシェルの嫌みを流しているらしいという『白薔薇の会』の令嬢たちから、直接話を聞き出す日だった。

　アメリアは、気合を入れて戦闘モードで登城した。悪役令嬢みたいになることも恐れず普段より衣装もばっちり決め、背中に流しているチェリーピンクの髪も朝からメイドたちにケアしてもらい、艶っつやだ。

　令嬢同士の話し合いだ。

　クラークに迷惑をかけてはいけないと、本日は一人でがんばるつもりだった。

　スカートは危険だとかで、先日話をしてくれたヒューゴのファンクラブの令嬢たちに、男装を手伝ってもらう予定になっている。

「そもそも男装をしなければならないほどの相手って、いったい何者なのかしらね……」

　やっぱり、考えるとちょっと不安だ。

　しかしもう王宮に来てしまった。ここで引き返すわけにはいかない。

「さあっ、勝負の時よ！」

　アメリアは毅然と見上げ、そう意気込んで王宮を進んだ。

　だが直後、ぎくんっとして彼女の勝負靴のヒールが止まる。

「勝負の時って、なんだ？」

　すぐそこにいたエリオットが、険しい雰囲気で眉を寄せている。

（な、なんでここに第二王子がいるんでしょうか）

　彼は、まるで待ち構えていたみたいに、入り口近くの壁にもたれかかってこっちを見ていた。

　アメリアが固まっていると、エリオットが足早に向かってきた。

「ほぉ、今日は先日よりもめかし込んでいるみたいだな、我が婚約者殿は」

　目の前に立った彼に、冷ややかな目で見下ろされた。

　まるで尋問でもされているかのようだ。言い方がとげとげしいし、アメリアは背筋がすごく冷えた。

　なんで彼が切れ気味なのかわからない。それにたしか今日は、教会の視察日、という名のヒロインとの運命の出会いだったはずじゃ……。

「……あの、本日は教会視察で、ご不在だったはずでは？」

　ひとまず確認したところ、エリオットが目を細め絶対零度の圧を発した。

　台詞を出すタイミングを間違えたらしい。アメリアは、訳がわからないままいよいよ身をすくめてしまった。

「よく知っているな。それを俺が教えた覚えはないが、誰かからの入れ知恵か？」

　彼の美しい紺色の目が、探るように彼女を見すえてくる。

　あ、と気づいてアメリアは口をつぐんだ。

　王族の外出予定を自分が知っているのはおかしい。彼の下に就いている兄がバラした、なんて言い訳したらロバートが罰せられるかもしれないし。

「えぇと、それは、その……」

　返事に窮して、アメリアは忙しなく視線を泳がせた。

　向こうを歩く騎士を見て、不意に王族の予定を知る人物が浮かんだ。

（いるじゃないっ、国王夫婦や第一王子の護衛につくことも多いクラークが！）

　彼の立場から言えば、知っていても不自然じゃない。

「実は、クラーク・バトス近衛騎士隊長様が、殿下のご予定を知らない私に親切にも教えてくださいましたので――ひぃ!?」

　なぜか、エリオットの冷気が一気にマックスになった。

「そうか。やはり先に口にしたのは、男の方だったか」

　まるで独り言のようにつぶやく。よくはわからないが、真っ黒いオーラを背負っている彼の口元に、不敵な笑みが浮かんで怖い。

「たしかに、めかし込んだ今日の俺の婚約者は、ますます美しい」

「あの……？」

　アメリアは、急に思ってもいないことを言われてたじろいだ。

　不穏な空気を察したのか、それとも二人でいるせいか。通りすがりの人たちが、なんだろうというように目を向けていく。

「俺の婚約者殿は、これから、どこへ行こうというのかな？」

　エリオットが距離を詰めてくる。

「へ？　ああ、その、ちょっと用事が……」

　反射的に後ずさり、アメリアはしどろもどろに答えた。彼が後退する彼女に迫り、「ふうん」と意味深に目を細めた。

「――『ちょっと』、ね」

　ああ、普段の〝悪役令嬢アメリア〟らしくない言い方だった。

　でもそんな余裕がない。逃げ出さないだけマシだと思って、アメリアは体裁を守るべくすばやく礼をとった。

「時間に間に合わないと困りますので、私はこれで――」

「婚約者である俺も無視した用事か？」

　退出しようとした途端、前に回り込まれ、そのまま壁に追いつめられてしまった。

（ち、近い……）

　アメリアは、こわごわとエリオットを見上げた。

　美しい顔でじっくり見下ろしてくる彼の感情が読めない。でも、この距離なら周囲に聞こえないだろうと踏んで、こそっと尋ねた。

「あの、殿下？　そもそも、この婚約は〝ふり〟ですし、個人的な用件をあなた様にお伝えしておく必要はございますでしょうか……？」

　婚約者として必要な時は〝演じる〟が、それ以外は互いに好きにやるという〝契約〟だった。

　そう思い返して確認したら、エリオットがより不機嫌な表情になった。

「まず、殿下呼びはやめろ」

「え？　いえ殿下は王族でございますし、私にはその権限もございませんので――」

　その時、アメリアは不意に腕を掴まれた。エリオットに、今にもくっつきそうなくらいの距離まで迫られ息をのむ。

「婚約者なのに、か？」

　近くから彼と目が合って、アメリアはびっくりした。

　イケメンなんて二次元の中だけだと思っていたのに、美しい顔のドアップが、今、自分の目の前にある。

「ひぃぇぇ」

　美系の顔面の威力が半端ない。ゲームや漫画ではよく見たけれど、いざ自分が経験してみると心臓がバクバクいった。

　でも殿下の質問には答えないと、礼儀に反してしまう！

「あ、あああのだから〝ふり〟でしょう!?　殿下は殿下ですし、わたっ、私が殿下と呼んだって全然違和感はないわけで……！」

　気が動転して『殿下』を連呼しまくってしまった。声もひっくり返り、言葉もつっかえる。

　エリオットが、秀麗な眉を少し寄せた。

「『ひぃぇぇ』？」

　アメリアの口からこぼれた本音の声を、彼が繰り返した。アメリアの腕を掴んだまま一度視線を外し、しばし考える。

「お前、動揺すると一気にいろいろ崩れるみたいだな。そういえば、見合いの時も少しあったような」

　そう言ったかと思うと、エリオットがずいっと顔を寄せてきた。

「ひぃ!?　ちょ、アップは勘弁してくださいっ」

　アメリアは慌ててお願いしたが、そのまま壁に押しつけられてしまった。恥ずかしくなって顔の前に手をかざしたら、彼が背を屈めて覗き込んでくる。

「殿下近いですっ、それからいい加減離してください！」

「嫌だ。もっとよく見せろ」

「ぐぇっ」

　不意に手をどかされ、顎を掴まれ上を向かされた。

　目の前にエリオットの美麗な顔があった。彼の眼差しが、じっくりと一心にアメリアの目を覗き込んでいる。

　その金髪がさらりと落ちて、今にもアメリアにかかりそうだった。

　吐息が触れそうなくらいに、近い。

　それはアメリアには経験もないことで、無性にドキドキしてしまった。いったい何がどうなっているのやらさっぱりで、混乱して動けない。

「情熱の、赤い薔薇の瞳だな」

「ぴぎゃっ、いきなりなんなんですか!?」

「ふうん、『ぐぇ』の後は『ぴぎゃ』ときたか」

　言葉をかけただけなのにと、エリオットが口角をくいっと引き上げる。

「少し試してみたくなったな。――我が婚約者は、その赤薔薇色の瞳だけでなく、すべてが美しい」

　唇を寄せ、彼が今にも鼻先が触れそうな距離から怪しげにささやく。

　低い声色は甘くて、声だけで愛撫されているみたいに背筋がぞくぞくした。

　口く説どき文句みたいなことを言われたアメリアは、慣れなさすぎてかぁっと頬を染めた。目も潤んで「ひぇえ」と変な声を上げてしまう。

「で、ででで殿下ご勘弁くださいませ」

　半ば涙目になりかけているアメリアを、エリオットがじっと見つめる。

　その視線が、赤薔薇色の大きな目からすっと移動した。彼女の整った小さな鼻をたどり、最後は唇で止まる。

「ずいぶん初う心ぶらしい――だがその唇は、もう男を知っているのか？」

　よくわからないことを言われた。

　戸惑い見つめていると、そっとエリオットの顔が近づく。彼の髪が頬にあたって、アメリアが「ふぇ？」と間の抜けた声を上げた時だった。

「きゃー！　絵になりますわね！」

　不意に上がった黄色い声に、エリオットがぴたりと止まった。

「殿下とアメリア様っ、素敵です！」

「お二人ともなんてお美しいのかしらっ」

　聞き覚えがある声に、アメリアは彼と共にそちらへと目を向ける。

　そこには、これから会う予定のヒューゴのファンクラブの令嬢たちがいた。なぜかみんなして手を合わせ、きらきらとした憧れの目で見つめている。

「アメリア様っ、本日はこうしてお時間をくださいまして感謝いたしますわ！」

　あ、そういえばとアメリアは思い出した。

「やっぱり殿下と仲睦まじいんですのね！」

「え。それは違――」

　違うと答えようとした矢先、エリオットがアメリアの顎から手を離した。ころりと表情を変え、紳士的に彼女たちの方へ向く。

「少し婚約者との時間を持っていたんだが、俺のアメリアに何か用でも？」

「『俺のアメリア』ですって！」

「素敵ですわ！」

　途端に彼女たちが、うっとりとした悲鳴を上げる。

「早速ご準備をしたいと思ってお迎えにあがったのですけれど、予定までまだ余裕がありますし、殿下とのプライベートなお時間を引き続きお楽しみくださってもかまいませんから！」

　エリオットに声をかけられた令嬢が、興奮気味に早口でそう言った。

（いや、引き続きはしないよ、何言ってんの？）

　アメリアは、見る気満々の彼女たちに「どうぞどうぞ」と促されて困惑した。

　するとエリオットが、表情をさっと変え詰問するような目をアメリアへ戻した。

「彼女たちと待ち合わせていたのか？　いったいどういうことだ？」

「うっ、そ、それは……」

「今すぐ言わないと、彼女たちの前で『甘い婚約者同士の演技』をさせる」

（ひぇぇえそれは勘弁！）

　とんでもない命令に目をむいたアメリアは、即降伏した。




　着替えも兼ねて、いったん、衣装室のある部屋へと場所を移した。

　アメリアは着替えている間も、泣く泣くミッシェルの件と、今日の計画を打ち明け続けていた。

「――つまり、ミッシェル嬢のことで、その白薔薇派の令嬢たちに話を聞きに行く、と。それで、なんとか仲裁もしたいというわけか」

　カーテン越しに話を聞き終わったエリオットが、座っていた椅子をギシリと鳴らして言葉を投げかける。

「そもそも、どうしてそんなことになっている？　宰相の娘であるミッシェル嬢と知り合いだったとは、聞いていないが」

「うっ……えぇと、その、実はご縁があって交友関係を持ちまして、その流れで……」

　今、アメリアはカーテンの向こうで、令嬢たちに男装を施されていた。

　前世ではズボンスタイルが多かったので平気だ。しかし、変装を手伝う彼女たちは、本当に申し訳なさそうに涙まで浮かべていた。

「ぐすっ、ごめんなさいアメリア様、これも御身のためなのです」

「アメリア様にズボンを着させるだなんて……」

「あ～、うん。私は大丈夫だから」

「なんてお心の広いお方っ！　わたくしたちは、アメリア様を応援いたしますわ！」

（応援って、いったい何を？）

　未来の王弟妃としての味方をまた一つ作ったとも気づかず、アメリアは首をひねるばかりだった。

　ようやく仕上がり、髪のセットも終わった。

「きゃーっ！　素敵ですわ！」

「アメリア様っ、とってもよくお似合いです！」

　令嬢たちがきゃぴきゃぴ騒ぐ中、カーテンが開いて、アメリアはそこで待っていたエリオットと目が合った。

　いつの間にか、彼の後ろには二人の護衛騎士が立っていた。

（なぜ騎士がいるの？）

　そんな疑問を覚えていると、完成したアメリアの男装をじろじろ観察したエリオットが「ふうん」と言った。

「意外と似合っているな。驚きだ」

「え？　あの、髪は結んだだけなのですけれど……」

　ドレスから紳士衣装へとチェンジしていた。別に胸をつぶしているわけではないので、完璧な男装とも言えない。

　でもエリオットに褒められると、女の子たちと違ってなんだか胸が甘く疼うずくような落ち着かなさを覚えた。

　久しぶりに後ろで髪をひとまとめにしたアメリアは、胸元のスカーフを慣れないように指先で少し整える素振りで視線を落とす。

　やや丈に長さのあるジャケットは、彼女の華奢で細い体に合っている。

　令嬢たちの配慮なのか、ジャケットのウエストを調整する後ろの腰の大きなリボンが唯一女の子らしさを残していた。

　とはいえ、そんなことよりもアメリアは気になっていることがあった。

「えっと……、着替えさせてもらっている時から気になったんだけど、この舞台衣装のような無駄にひらひらした服は、いったい何？」

　思わず令嬢たちに確認する。

　袖口も裾もレースなどが施され、派手なパーティー衣装のようだった。

　こんな格好で出歩くのは、王宮だとしてもかなり恥ずかしい。

　しかし令嬢たちは、けろっとした感じでアメリアを見てくる。

「白薔薇派の令嬢たちが、最低限に、と定めているおしゃれマナーの一つですわ」

　そういえば、それがどんな会なのか聞くタイミングを逃していた。

　思い返してみると、白薔薇派に会いに行くために着替えると説明した際、エリオットもすんなりと納得していた。

（とすると、彼は『白薔薇』がなんなのか知っているんだわ）

　アメリアがそう考え、エリオットに尋ねてみようと思った時だった。

　大まかに片づけ終わった令嬢たちが、椅子で優雅にくつろいでいるエリオットの姿を改めて眺め、ほぅっと熱い息を漏らした。

「それにしても、殿下まで行ってくださるなんて」

「アメリア様だけでなく、そのご婚約者様であらせられる殿下も、なんてお優しい方なのかしら」

　彼女たちは、すっかり心奪われている様子だった。

　第二王子エリオットは、たしかに文句のつけどころがない美男子だ。急きょあつらえられた待ち合い席で紅茶を飲む姿も、さまになっている。

（でも、わざわざ付き合わなくったっていいのに……）

　事情を説明したら、ついていくので変装する部屋にも同行させろ、そこでもっと詳しく話せ、と言われてしまったのだ。

　彼は美しい第二王子で、このゲームのメインヒーローだ。

　ソフィアというヒロインとの恋が、この先に待っている。

（私はあなたと結婚はしない、ただの悪役令嬢なのに）

　不意に胸が締めつけられた。その拍子に自分が見とれてしまっていたのに気づき、アメリアは慌ててエリオットから視線をそらした。

「えーっと、気になっていたのですがそちらの方々は？」

　その後ろにいる、先程までいなかった二人の騎士に話を振った。

　彼らが、冷静な眼差しを揃ってアメリアに向けてくる。だが、表情一つ動かさず黙ったままだ。

「そろそろ出発するか」

　エリオットがそう言って立ち上がった。

「見ればわかるだろう、護衛だ。向こうに行くのならば必要だ」

　彼の後ろで、二人の護衛騎士が「お任せください」と帯刀を示して答えた。アメリアは、物騒だと思って顔が引きつりそうになった。

（これからどんなところに行くというんだ……）

　先行きが、もっと不安になった。

「それでは、無事を祈っておりますわ」

「どうかお願いいたします、アメリア様」

　支度を手伝ってくれた令嬢たちに見送られ、アメリアはエリオットたちとその場を後にした。




　これから向かうサロンは、少々特殊な場所にあるらしい。

　ひとまず人目につかないよう、アメリアはエリオットの案内で裏手からそのサロンへ向かうことになった。

　それは王宮で一部の者しか使わない通路だった。

　人がまったくいないことにアメリアは安堵した。彼の隣を歩きながら、自分の格好を見下ろしてこっそり心配だったことを漏らす。

「この姿をしていることを、お兄様に知られたらアウトだったものね……」

「なぜ？」

　エリオットが、紺色の瞳を横のアメリアに向けてくる。

「そんなの、家で男装ショーを始められるに決まっているからよ」

　容易に想像できて、彼女の口からたまらずため息がこぼれる。

　兄のロバートは、仕立て屋が来るたび時間をかけて一緒に吟味し、母以上にあれやこれやと衣装チェンジさせ、そのたびにベタ褒めした。

「ほぉ、噂に聞く通りの溺愛っぷりだな」

「でしょ。同じ衣装を着ないなんてもったいないし、毎回買わなくっていいからって説得が大変だったんだから」

　つられて話を続けるアメリアの、『もったいない』に騎士たちが反応してちらりと目を向ける。だがエリオットが目配せし、彼女へ会話を振る。

「父上や母上ではなく？」

「お兄様、すごく〝口が回る〟のよ。私のこととなると、世界一の演説者になるの」

「それは有能だな」

「仕事でいかせればいいんだけど、どうなのかしらね」

　実際、優秀なのは社交界に出るたび耳にしている。けれどアメリアは、照れ隠しのようにかわいげない言葉を口にした。

（――まぁ、ドレス騒ぎだって、私にとって息抜きでもあったんだけど）

　あまりにも彼がかまってくるから、友達がうまくつくれない寂しさも感じる暇がなかった。

　そう思い返していたアメリアは、ふとエリオットが自分をじっと見ていることに気づいた。しかも、後ろの護衛騎士たちにも観察されている。

　思わずチラリと顔をしかめてしまったら、エリオットが興味深そうに口を開く。

「やっぱり普段は、その喋り方なのか」

　指摘されて、ようやくアメリアは気づいた。

（……やばい。第二王子様に対して、普段の口調に！）

　つい伯爵令嬢設定を忘れていた。エリオットも注意してくれればいいのに、なんで知らん顔で聞いていたのか。

「た、大変申し訳ございませんでしたっ。その、忘れてください。いえ、お、お気になさらないでくださいませ。ほほほ……」

　ひとまず、ここは無理やりごまかすことにした。

　そうしたら、後ろについている二人の護衛騎士たちが「はぁ」と揃ってけだるげにため息をついた。

「ガッツリ聞いちまった後なのに、それ無理があるっていうか」

「今さら取り繕っても、遅いっつーか」

（おい、後ろの護衛騎士ども。令嬢本人の前で言うか？）

　エリオットが護衛を叱る気配もないので、アメリアは目を合わそうとしない彼らを軽く睨みつけていた。

「お嬢様、俺らをじっと見つめていても何も出てきませんから」

　不意に目線をよこされ、そんなことをしれっと言われてびっくりした。

「そうそう、とっとと前に目を戻してください。疲れます」

　続いてもう一人の護衛騎士が、しっしっと手を動かして言ってきた。

「今『疲れる』って言った!?　その緊張感のなさはなんなのっ？」

「言っておきますが、俺らは殿下が持つ部隊の騎士であって、お嬢様の部下じゃないんで」

「え。うん、それは知ってるわよ。そもそも私に部下がいる方がおかし――いや、そうじゃなくって。もうちょっとこう、礼儀なんかをねっ」

　知らず知らずアメリアが素の口調で喋らされているのを、エリオットが隣でやや上機嫌な顔で聞いている。

「いちおう許可はもらってるんですけどね。まぁ、それでこの人選なんですが」

　騎士の一人が、ぼそりと言った。

「今、なんて言ったの？」

「なんでもないです。つまり俺らは、殿下の命で呼び出されたわけです。――そしてお嬢様って、見かけによらず鈍くて流されやすいタイプみたいですね」

「ぼそっと言ったけどそっちは隠すつもりがないわね!?」

「俺ら流で〝好印象〟って言い方です」

　そばからもう一人の騎士が言葉を挟んできた。

　実に嘘っぽい。アメリアは、心もこもっていないように喋った彼らをじーっと見つめた。二人の護衛騎士は、しれーっと視線をそらしている。

「着いたぞ、ここだ」

　気のせいか、若干笑いを含むようなエリオットの声がした。

　訝って前を見たアメリアは、しかし目に飛び込んできたサロンの扉のインパクトに意識をごっそり持っていかれた。

「うわっ、真っ白で金の装飾！」

　白亜の彫刻が扉になっているような出入り口に驚いた。

　釘づけになって目をまん丸くしているアメリアを、護衛騎士たちが見やった。

「――殿下。彼女、頭でも打ったんですか」

「貴族なのに反応がアレです。なんというか、幼稚」

「口を閉じてろ、アルレッド、バイザー」

　面白がっている上官の横顔を見やった護衛騎士たちが、「了解」と声を揃え、扉を開けるべく動き出す。

　エリオットは、サロンの入り口をポカンと見ているアメリアの方に頭を傾けた。

「特注な造りも当然だ。ここは後宮管轄の特別サロンだ」

「へ？　後宮って、つまり王妃様の管轄？」

　そういえば、そもそも『白薔薇』がなんなのか彼に尋ねるのを忘れていた。

　アメリアが思い出した時、護衛騎士たちの手でサロンの扉が開けられた。そのサロンの中が見えた瞬間、彼女はギョッとして背筋が伸びた。

　中に広がっていたのは、想像をこえるゴージャスな世界だった。

　すべてが最上級の調度品、高い天井には教会にあるような荘厳な絵画。磨かれた大理石はまぶしいくらいに艶やかだ。

　一面きらきらである。

　だが、それに何役も買っているのは、サロン内にいる者たちの衣装のきらびやかでド派手なまぶしさだった。

　アメリアは声が出なかった。護衛騎士たちに促されてようやく中へ進んだものの、待っていた者たちの衝撃的な光景にひくっと喉が鳴る。

「た、縦巻きドリル髪……」

　サロン内にいたドレス姿の令嬢たちは、全員その髪型で統一されていた。

　アメリアは、視界への威力がすごくて卒倒しそうになった。こんなのゲームでしか見たことがない。

　残りの一割以下のメンバーが〝男性〟だったのも問題だった。

　彼女たちの中には、広い肩まで飛び出たムキムキのドレス姿の男たちの姿がある。気のせいでなければ、その立ち姿からしても〝軍人〟だ。

「……えっと、もしかしてそちらの方々は、このサロンを任された護衛騎士たち、だったりするんですかね……？」

　アメリアは、つい困惑いっぱいで声に出してしまった。

　すると、無理のある女装をさせられている男たちの眼光が、濃すぎるメイクもあって二割増しで鋭くなった。

「正解ですわ」

「『ですわ』……!?」

　野太い声で答えられて、アメリアはビクッとした。咄嗟に見知った顔であるエリオットの腕に肩をくっつける。

（なんてことなのっ、あろうことか超クオリティーが低い！）

　このマッチョ女装集団は、姿勢どころか女声を作る気もないようだ。

　かなり適当に語尾だけを直している感じもある。そう戸惑うアメリアへ、ドレスの男たちが真面目な顔で手を前に出してこう続けた。

「きちんとした理由があるのですわ」

「我らの使命は護衛なのですわ」

「ここは武骨な軍人は立ち入り禁止ゆえ、なのですわ」

（……後半の騎士、かなり無理があるな）

　その時、優雅な拍手の音が令嬢たちから上がって、アメリアはハッと我に返った。

「さすがは殿下の婚約者様ですわ」

「一目で、わたくしたちの護衛だと見抜くだなんて、あっぱれですわ」

「なんと鋭い観察眼かしら」

　アメリアは反応に大変困った。

（いや、これ一見してわかっちゃうレベルだよ!?）

　彼女が知っている前世の女装レベルと比べると、かなりひどい。

　そう考えたところで、アメリアは男装作戦はそもそも失敗だと気づいた。第二王子エリオットがついてきた時点で、バレバレである。

（ということは、彼女たちは着せたい己の欲望のために男装を仕上げたの!?）

　アメリアは、着替えを手伝った令嬢たちがきゃーきゃー楽しそうに賑にぎわっていたのを思い出した。思い返せばエリオットと並んで「行ってくる」と手を振った時が、黄色い悲鳴の最高潮だった気がする。

　サロンの扉が、いったん二人の護衛騎士たちによって内側から閉められた。

　令嬢たちの先頭にいる金髪の美少女が、どこかお揃いの金髪とも言えるエリオットを見やった。

「訪ねていらっしゃったこと、衣装の心構えにも感心はしましたが、お力添えで殿下を同行させたのだったらマイナスポイントですわ」

「安心しろ。俺はただの見守りだ」

　エリオットは、アメリアに身を寄せられているのが悪くない顔だった。

　彼女が、高潔さ漂う目を続いてアメリアへと向けた。

「いいでしょう。ただし、わたくしたちは『後宮の白薔薇の会』。たとえ殿下のご婚約者様であったとしても、特別視いたしませんわ。あなたはまだ、婚約者というお立場。わたくしたちを、どうこうする権利はありませんことよ」

　そもそもその会がよくわからないでいるアメリアは、佇まいを正すと「はぁ」と吐息交じりに応えた。

「ご忠告ありがとうございます。まさにその通りです。私は〝ただの婚約者〟にすぎません。殿下につきましても、こちらにご案内してくれただけですわ」

　もういろいろと目の前の光景がすごくて、緊張感が戻ってこない。

　すると令嬢たちが、予想と違った反応だといわんばかりに少しざわついた。

「あの方、嫌みも返してこないですわっ」

「知らせを送ってきたのは、派手に言い合うためではなかったの？」

「これじゃあ、一方的に言い返すのもわたくしたちが悪いみたいじゃない――」

　作戦会議のように令嬢たちが集まりささやき合う。

　ちょくちょく聞こえてくる会話を聞くに、どうやら困らせてしまったらしい。

　でもいいタイミングかもしれないと思って、アメリアは『一時休憩を挟みたい』と告げるがごとく、小さく挙手して声をかけた。

「あの、ところで『白薔薇の会』というのはなんなのでしょう？」

　その瞬間、令嬢たちが「え」と目を丸くしてアメリアを見た。エリオットも、彼の護衛騎士も、女装のムキムキたちも彼女を凝視する。

　沈黙が痛い。いや、突き刺さる視線がきつい。

「……えっと、もしや『知っていて当然』というやつだったのでしょうか……？」

　アメリアの口元が引きつり、声は徐々にしぼんでいく。

　令嬢たちが小さくざわついた。しかし直後、あの金髪の令嬢が軽く手を上げるだけの仕草で、彼女たちを静めた。

「俺の従姉弟だ」

　その時、不意にエリオットが口を挟んできた。

　まったく予想もしていなかった情報に、アメリアは勢いよく彼の方へ顔を向けた。

「は、えっ？　従姉弟!?」

「大抵の者は、王族と近づきたくて調べる――が、まさか王宮に出入りしていたのに、そこから知らなかったとは思わなかった」

　彼がチラリと眉を寄せる。

　お前は俺に興味がないのか？　と問われているのを感じた。まったくもってその通りですが、とアメリアは答えそうになった。

「――ご存じでなければ、ご挨拶をしなければなりませんわね」

　先程の金髪の彼女が、令嬢たちの前へと進んできてそう言った。

「わたくしは、殿下の従姉弟にあたります、アベル公爵家のヴァレンティーナ・フォン・アベルですわ」

　まさかの公爵令嬢だった。

　急いで見比べてみれば、金髪はたしかにエリオットと同じだ。ツンッとした時の彼と表情もそっくりかもしれない。

「わたくしたちは『白薔薇派』と呼ばれることも多いですが、正式には『白薔薇の会』と呼ばれている王宮の美と芸術、後宮の規律を守るための王家公認の会ですわ。代々、王族の血筋を引く未婚の女性がとりまとめます」

　そして彼女たちは、王妃のサポート役としても存在し、後宮の管理の一部も受け持っているという。

　アメリアは話を聞きながらも、目つきのきつい超絶美少女の顔――ではなく、立派な縦巻きロールに注目してしまっていた。

「それで？　このたびのご用件は？」

　問われてハッと思い出した。

　相手は公爵令嬢だ。アメリアは気を引き締めると、推しの幸せのために！と勇気を奮い立たせた。

「実は、……その、ミッシェル様についてお尋ねしたいことが」

　名前を出した途端、彼女たちが大きくざわっとなった。

　一瞬にして空気が変わるのを肌で感じて、アメリアは「ひぇ」と口をつぐんでしまった。彼女が思わず一歩後退したのを、エリオットと二人の護衛騎士が見やる。

「み、ミッシェル様、ですって？」

　わなわなと小さく震えたヴァレンティーナが、一度落とした目を、冷静ではない様子でアメリアへと戻した。

「そういえばあなた、〝あの方〟とご交流を持ち始めたとか……っ」

　言いながら迫られて、アメリアはまたさらに後退した。

「何か話を聞かされましたの!?」

「ひぇっ、いえ本人からそういった話が出たわけではなくて、彼女を心配するファンからちょっと聞いて――」

「『ファン』ですって!?」

　ヴァレンティーナだけでなく、その後ろにいた令嬢たちも突然怒りに顔を染め、目をつり上げた。

「どうせどこぞの殿方たちの追っかけでしょう！」

「それなのにファンを軽々しく口にするだなんてっ、許しがたいですわ！」

「あの、えぇと正式にはファンではなく味方というか――」

「わたくしたち以上にミッシェル様を尊敬し、味方して〝推し〟ている派閥はいませんわ！」

　ヴァレンティーナが、全令嬢の声を主張するかのように小さな胸に手をあて、一際大きな声でそう告げた。

「女性でありながら、身からあふれる高貴なるイケメンオーラはあなたもご存じでしょう！」

「そ、そりゃ、知ってますけど――」

　気圧され答えるアメリアのそばから、別の令嬢たちもどんどん言ってくる。

「昔からチェックしておりましたわ！」

「けれど、当時はなかなか表に出てこられず、貴重なご出席にようやく居合わせられても、声をかけるだなんてタイミングはなくて」

「ぜひ着飾らせてほしいと、どんなに思っていたことか！」

　最後の言葉を聞いた途端に、ヴァレンティーナも含めて令嬢たちが「その通りですわ」と悔しそうにした。

　長い療養生活を終え、ようやく社交界に顔を出してくれるようになったが、今度は次から次へとミッシェルへ縁談話が押し寄せた。

　おかげで声をかけるタイミングを逃し続け、接触の機会も激減したのだとか。

「そもそも、そんじょそこらの殿方が気安く求婚していいお方ではございませんわ！」

　ヴァレンティーナが、カッと目を見開いて主張した。

（この子、すごく怖い）

　悪役令嬢なのに、アメリアはすっかり萎縮していた。他の令嬢たちも、彼女に続いて「その通りですわ！」「当然です！」と力強く述べてくる。

「ミッシェル様も大変お困りで、わたくしたちだって全然声をかける隙がないですしっ」

「だから、わたくしたちは、そういった男どもを蹴散らそうとしたのですわ！」

「え？　男性の方を蹴散らそうとしたんですか？」

　ミッシェルではなく、とアメリアが確認すると彼女たちは大きくうなずく。

「そうですわ。わたくしたちはしつこく求婚しようとする嫌な男たちを追い払うべく、まずは動き出したのです」

「ミッシェル様も、出てくるたびにたくさんの男性に言い寄られて、かなり疲れもうかがえましたから。けれど……」

　会話が急に途切れ、彼女たちが泣くのをこらえる顔でヴァレンティーナを見た。

「……実は、それをミッシェル様に誤解されてしまったのですわ」

　ヴァレンティーナが気丈にも、けれど沈鬱な声でそう話を締めた。

（つまり彼女たちは、ミッシェル様にとって〝敵〟ではない？）

　アメリアは「あの！」と声を上げ、彼女たちの視線を自分に集めた。

「少し状況を整理したいのですけれど、あなた方は、今のところミッシェル様にとってよくない噂などは流していないということですよね？　実は私が来たのは『嫌みを言ったりしていたようだ』とお話を聞いたからで――」

「わたくしたちは悪者ではありませんわ！」

　その瞬間、ヴァレンティーナが甲高い悲痛な叫びを響かせた。やや涙を浮かべた目で強くアメリアを射貫く。

「他の令嬢たちがどう思っているのかは知りませんけれどっ、わたくしたちは、殿方を蹴散らしてしまった浅はかな行動が誤解を招いてしまったかもしれないと思って、ちゃんと謝りましたわよ！　『ごめんなさい』って！」

「え？　それじゃあ、今は和解して……？」

　そうだとすると〝今のミッシェルの悩み事〟とは関係がないのか。

　アメリアは、憂う彼女の表情を思い返した。それなら、いったい何が原因なんだろうと思った時、ヴァレンティーナが青ざめた顔を振った。

「いえ、和解はしていない、と思いますわ」

「え？　でも、謝罪されたのでしょう？」

「みんなで謝罪した時には、受け入れてもらっていたと思っていましたわ。でも、その後で、ミッシェル様は縁談話の受け付けの中止を改めて発表されたのです。王妃様からもご提案があり、ぜひ『白薔薇の会』へとお誘いしたのですが……それも断られてしまったのです」

　王妃からの提案というと、直接のお声がけのありがたい話だ。

　それを、事情もあって社交界から遠のいているミッシェルが、さらに身を引くように断ったというのもアメリアには驚きだった。

「きっと、わたくしたちのしたことを、ずっと気にされているのですわ」

　ヴァレンティーナの後ろにいた令嬢たちが震え、目に涙を浮かべた。

「改めてご提案をした際、あの方は、『自分は元々強い体ではない、大事な役目であればあるほどふさわしくないだろう』と、まるで自分を責めるように身を引いてしまったのです」

「とても傷つけてしまったのかもしれません。……謝罪してもしきれませんわ」

　とうとう何人かが泣き出し、それにつられたかのようにヴァレンティーナたちも一緒になってぽろぽろと涙をこぼし始めた。

（――大事な役目であるほど、自分にはふさわしくない）

　アメリアは、そう口にしたミッシェルを想像して胸が締めつけられた。

　直感的に、それはヴァレンティーナたちのせいではない気がした。体が弱く長らく外出できなかった期間が、ミッシェルにそう言わせているように思えた。

（他に何か、彼女をとても悩ませていることがあるんだわ）

「ヴァレンティーナ様、皆様、どうか泣かないでください。何か、他にご事情があるのかもしれません。私、ミッシェル様のためにがんばりますわ」

　アメリアは、いよいよミッシェルの力になりたいと思った。そんな決心のもと、彼女たちに気遣う声をかけた。

　ヴァレンティーナたちがハッと涙を引っ込めた。今になってアメリアたちに見られていることを自覚したのか、恥ずかしさにぷるぷると赤面していく。

（あ。なんか、嫌な予感が）

　先程の彼女のツンケンした様子を思い返したアメリアは、直後、ブチリと羞恥が理性を切る音が聞こえて固まった。

「あ、あの――ひぇっ」

　もしやと思って声をかけた瞬間、ヴァレンティーナに強烈に睨まれた。全令嬢からツンデレ全開の表情で威圧されて、アメリアは動けなくなる。

「涙を見られたからには、その記憶っ、飛ばさせていただきますわ！」

「え」

（もしかしてそれって、物理的にってこと？）

　そう思った直後、ムキムキな女装たちが「うおおおおお！」と向かってきた。

「ちょ、嘘でしょ!?」

　エリオットが「チッ」と舌打ちして、うろたえるアメリアの腕を取った。出入り口へと彼女を引っ張る。

「行くぞ！」

「えっ、でも殿下――ひぇっ」

　答えるそばから雄たけびが聞こえてきて、アメリアは飛び上がった。

　振り返ってみると、ドレスを着たムキムキの男たちが「うおおおおおおおっ」と迫ってくる光景があって彼女は短い悲鳴を上げた。

「我らはヴァレンティーナ様と『白薔薇の会』の、犬！」

「殿下っ、無礼を承知でその記憶、飛ばさせてもらいます！」

「馬鹿か！　そんなことさせるかよ！」

　エリオットが、アメリアをかばうように走り出した。二人の護衛騎士が足留めになるべく前に出て「相変わらずむさっ苦しい！」やら「筋肉馬鹿めっ」やらと言いながら、彼らと取っ組み合う。

　途端に荒々しい格闘が始まった。斬撃音まで聞こえてきたアメリアは、嘘でしょと思いながら「きゃぁ!?」と半ばパニック状態になった。

「何これっ、なんなのこれは!?」

「だいたいこうなる！　いいからこっちだ！　急げ！」

　エリオットに腕を引っ張られるがまま、アメリアは彼と共にサロンを飛び出した。




　とにかくサロンを出てから走り続けた。

　気づけば、アメリアは腕を取られたまま、エリオットと日差しのあたる一般サロンの廊下まで来ていた。

「ここまで来れば、もう大丈夫だろう」

　エリオットが後ろの様子を確認し、ようやく手を離した。

　アメリアは、安堵感で一気に脱力してしまった。もしスカートだったとしたら、こんなに走れなかったかもしれない。

（ああ、それもあって『男装』だったのね……）

　令嬢達が『スカートだと危ない』と言っていたのを思い出す。ズボンの方が逃げやすいと言いたかったのだろう。

「それにしても、なんて強烈なお嬢様たちなの……」

　久々の全力疾走に呼吸を整えながら、火照った頬の汗を手の甲で拭った。

　恐らく、あれが〝ツンデレお嬢様〟とかいうものだろう。メインストーリーで見なかっただけに、想定外すぎてまだ心臓はバクバクしている。

「アメリア、大丈夫か？」

「正直に言いますと、しばらくは動けそうにないです……」

　問われたアメリアは、廊下の床を見つめながら肩で息をして答えた。

　だが直後、耳に飛び込んできた美しい声に、疲労も全部ぶっ飛んだ。

「おや？　そこにいるのは、アメリアかい？」

　アメリアは反射的に顔を上げた。目に飛び込んできたのは、歩いてくる〝高貴なる令嬢〟ミッシェルの姿だった。

　後ろには二人の侍女を連れている。これから宰相のところにでも行くのだろう。

（私の、マイ・推し……っ！）

　アメリアは、動悸が最高潮に急上昇した。彼女の視線を意識した途端、男装姿であることに恥じらいを覚えた。

「えっと、あの、これはそのっ」

「その格好は『白薔薇の会』かい？　いったい何が――」

　こちらへと向かってくるミッシェルが、ふとエリオットの存在に気づいた。何やら思い至った様子で、微笑ましげな表情を浮かべる。

「ふふっ、どうやら私の思い違いだったようだね。仲よくやっているようで何よりだ」

　男装姿でお忍びデートしている、とでも誤解されてしまったのだろう。

　アメリアは、ガーンッと露骨にショックを受けた。

「違うんですっ、私は――きゃあっ!?」

　不意にエリオットに横から抱きしめられた。彼の胸板に押しつけられたアメリアは、自分よりも高い体温に包まれているのを感じて大きく心臓がはねた。

（なんで彼に抱きしめられてるの!?）

　どうして、なぜ、と頭の中が一気に騒ぎだす。

　恥じらって咄嗟に押し返したら、それをさせない力強さで彼に抱き込まれた。後頭部を包み込む大きな手に、心臓がバクバクいって声なんて出ない。

「このような場で顔を合わせるのは、初めてだな」

　エリオットが、悠然と笑みを浮かべてミッシェルに応える。

　近くに寄ったミッシェルが、微笑み返して淑女としての礼をとった。

「殿下、挨拶が遅れてしまい申し訳ございません。お久しぶりです」

「いい。ここはプライベートな場だ、無礼講で結構」

　言葉が交わされる間も、彼の手はいっこうに緩まない。アメリアは体温が上がるのを感じながら、頭に疑問符がいっぱいだった。

　すると続けて「実は」と話すミッシェルの声が聞こえてきた。

「アメリアの姿が見えたもので、ついうれしくなってしまいまして」

「――ほぉ。なるほど」

　つぶやいたエリオットが、空気を読んだのかようやくアメリアを解放する。

　アメリアはその瞬間パッと彼から離れた。ドレスと違ってあまり乱れることもない衣装なのに、慌ただしく整え、ミッシェルへと向かった。

「ミッシェル様っ、昨日ぶりです！　本日は会いに行けなくて本当にごめんなさい」

「いいんだ。普段からお忙しい殿下と、こうして持てる時間は大切だろう」

　にこっとミッシェルが笑いかけてきて、アメリアは感激した。……婚約者同士の仲を深めている、という勘違いは訂正したく思ったけど。

「ふうん。俺が『忙しい』ね」

　エリオットが、冷ややかな横目を向けてくる。

　視線でちくちくと非難されているかのようだ。実際忙しかったのでは、と冷や汗で思っていると、彼がミッシェルへ話を振った。

「ところで、俺の婚約者と仲よくしていただいているようで」

「ああ、いえ、私の方こそが助けられているのです」

　問われたミッシェルが、頬を少し紅潮させふっと視線を落とした。「あの」「えっと」とらしくないほど口ごもり、恥じらう。

「……実はアメリアとは、ゆ、友人なのです。このように気軽に楽しく話してくれる人は初めてで、とても大切な、と、とも、だち、なのです……」

　もじもじした彼女の声が、か細くなっていく。

　アメリアは、その見目麗しいさまに歓喜し赤面した。口から吐血のような息が出そうになって、赤くなった顔を手で押さえて天井を向いた。

（あぁあぁぁっ、なんって素敵なの！）

　ミッシェルを前にもだえているアメリアを、エリオットが見ていた。もしやこいつ、と何かに勘づいた様子で彼の眼光が鋭くなる。

「――ミッシェル嬢、すまないが、先程あなたが言っていたように俺は〝婚約者〟と貴重な時間を過ごしているところだ。また今度にしてもらえるか？」

「ああ、承知しております。それでは、私はこれで」

　ミッシェルが、慎ましやかに軽く挨拶の礼をとって去っていく。

　もう行ってしまうのかと呼び止めかけたアメリアは、長い銀髪を揺らして遠くなっていく後ろ姿に見とれた。

「なんて素敵な――ぐぇっ」

　廊下を曲がるミッシェルの姿をエリオットに体で遮られ、不機嫌全開な様子でガシリと頭を掴まれた。

「どういうことか説明してもらおうか？」

　エリオットにすごまれた。

「お、乙女の頭を掴むなんて、紳士にあるまじき行為ですよっ」

「俺という美男子が隣にいるにもかかわらず、存在を頭から見事に消し、女友達に恋したように顔を赤らめる令嬢もいないと思うがな」

　エリオットが頭を押さえたまま、ずいっと顔を寄せてきた。目の前の美しい顔には、青筋が立っているのが見えた。

（あれ……なんか怒ってる？）

「今回ミッシェルの件で奮闘していることも含め、状況を正しく把握したい」

「じょ、状況？」

「お前にとって、『ミッシェル』とはなんだ？」

　ここまで付き合わせてしまったからには、打ち明けるしかないようだ。

　今後のミッシェルの活動について邪魔されても困る。それに、この〝高貴なる令嬢〟という推しへの愛だけは偽れない。

「私にとって、ミッシェル様は女神様なのです！」

　アメリアは、使命感あふれる顔でそう言い放った。

「……女神」

　予想外の返答を受けたかのように、エリオットがしばし固まる。

「つまりアレか……？　同性でなかったとしたら、結婚したいとかいう――」

「私がミッシェル様と結婚なんておこがましいです！」

　断固違うとアメリアが迫ると、エリオットが初めてたじろぐ。

「そ、そうか。それはすまなかった」

「私は彼女の幸せを見守りたいファンであり！　彼女の美しさを堪能し、彼女を全力で追いかけ続ける、この推しへの愛は誰にも負けないのです！」

　アメリアは胸に手をあてて力強く告げた。

　とうとう、エリオットが困惑した顔になった。彼はアメリアの頭から手を離すと、視線をそらし、しばらくじっくりと考えるような間を置く。

「……俺との反応が違いすぎる」

　ぼそりと思案顔でつぶやいたエリオットが、アメリアへ目を戻した。

「おい」

「はい、なんでしょう？」

「たとえばミッシェル嬢と俺、どちらかを選べと言われたらお前は――」

「ミッシェル様です！　痛ぁっ！」

　アメリアは、またしても彼に頭をワシ掴みにされた。

「なっ、なんでまた頭を押さえつけるんですか!?」

　頭をギリギリと締めつけてくる彼の目は、威圧感があってかなり怖い。

「俺の台詞を遮ってまで迷わず主張するとは、腹が立つ」

「えぇぇっ、だって殿下が質問されたんじゃないですかっ」

　ぎゃあぎゃあ騒いでいる中、二人の護衛騎士が戻った。彼らは「何やってんの……？」と状況がすぐにはのみ込めない様子だ。

「よし、わかった。つまりお前は、ミッシェル嬢の憂いの原因を探して、幸せな姿をたくさん見たい、というわけだろう？」

　頭からようやく手を離してくれたかと思ったら、なぜかエリオットに脅迫するような声で確認された。

　でもほぼ合っている。アメリアは、こくこくとうなずいてみせた。

「なら、俺が協力する」

　唐突に彼の口から出たその提案に、アメリアはピキリと固まった。

「……な、なぜ？　え、い、いったいなんで？」

「なんか面白くないからだ」

　面白くないという理由で協力を提案されても困る。

　彼は第二王子であるし、このゲームのメインヒーローだ。知らぬ間に悪役令嬢の破滅フラグを立てられでもしたら大変だ。

　本来だったら今日、彼は教会視察でソフィアと出会うはずだった。

　それなのに、なぜか彼がゲームとは違う行動を取ったことで、その予定がパァになってしまった。次のチャンスがいつくるのかはわからない。

（そうすると……それまでは協力するんだろうなぁ）

　王族である彼の提案を却下することはできない。でもアメリアに一番よくない感情を抱いている人だ、気をつけなければならない。

　アメリアは、しぶしぶ了承を示しながら思う。

（なんとか彼を教会へと行かせて、ヒロインと出会わせてくっつけよう）

　そうすれば、彼も暇がなくなってミッシェルの件から手を引いてくれるだろう。










三章　まさかの溺愛宣言と、推しへの愛




　その週末、アメリアは憂鬱な朝を迎えた。

　本日、婚約者であるエリオットと初めての舞踏会がある。

　数日前からメイドたちに丹念に磨き上げられ、肌はつるつるでしっとりしており、チェリーピンクの髪もさらっさらだ。

　今日ミッシェルを観察してみる件については、エリオットには黙っている。しかし今後の作戦うんぬんについて彼が関わってくるのを考えると気が重い。

（この時点でまだヒロイン不在だなんて……）

　ミッシェルのために参加できるのならと自分に言い聞かせるものの、ため息は止まらない。

　そして夕方、舞踏会へ行くための支度が始まる。

「さぁ、ご準備をしましょうか！」

（嫌だなぁ……）

　そんな本音を隠して、アメリアは湯浴みから始まってドレスの支度まで整えられた。メイドたちの化粧にも力が入り、髪も半アップにされて装飾品で飾られる。

　ドレスは淡いエメラルド色。その柄を作っている生地部分も細かく配慮されていて、エリオットの金の髪色が盛り込まれていた。

　そうして仕上げに、彼と同じ瞳の色をした大きな紺色の宝石のネックレスがつけられた。

（雰囲気は上品だけど、飾り立てるとゲームで見た悪役令嬢だわ……）

　自信のない表情が、十六歳になっていない幼い顔立ちをアメリアに自覚させた。

　十五歳で婚約し、十六歳で結婚するってどういう感じなのか。

　日本女性として生きた前世の記憶を持っているせいで、そこはアメリアにとって現実味のない未知の感覚だった。

　そして別件で社交が入っている両親と兄を見送ったのち、日が暮れた頃にアメリアは王宮へと送り届けられた。

「はぁ、憂鬱だわ……」

　会場入り口を遠くに眺め、再びため息がこぼれる。

　後宮のサロンでの一件があったのち、エリオットから正式に舞踏会への参加の知らせが届いた。

　社交の場に第二王子と参加するのは、婚約してから初めてだ。ようやく初のお披露目だと騒がれ、参加を見合わせていた者たちも急に参加へ転向した。一般舞踏会なのに大きな会になりそうだと、両親は誇らしげだった。

　両親がこちらへ来なかったのは、兄を別の会へ引っ張っていったためだ。

　初の第二王子との公的社交、邪魔をさせられたらまずい。

（ゲームより注目されているのも気が重い……）

　さすが兄だと思いつつも、アメリアはエリオットがソフィアと出会っていないのも頭痛の種だった。

　しかし、この舞踏会にはミッシェルも宰相夫妻と揃って出席する。彼女の上の兄は結婚しており、妻を連れて参加するのだとか。

（最近元気がない原因が舞踏会にあるとしたら、見つけられるチャンスよっ）

　参加者として動けるのはありがたいし、これも推しへの愛のためだ。

　アメリアはがんばる気持ちを固め、意気込んで足を進めた。

　会場の受付に行くと、係の者に案内されいったんきらびやかな会場を少し離れる。連れてこられたのは――第二王子が待つ控室だった。

「少し早かったな」

　振り向いたエリオットと視線が合った一瞬、アメリアはドキリとしてしまった。

　めかし込んだ彼は、今夜は一段と王族らしい風格を漂わせて美しかった。

　すらりとした背丈もある体に似合う丈の長いジャケットは、紺色の目に合う装飾が施され、スカーフ部分には赤い薔薇を思わせるブローチがある。

「綺麗に仕上がるもんだ」

　こちらをじっと見つめていた彼が、顎をさすり「ふうん」と言った。

（……うん。それ、褒め言葉じゃないですよね）

　彼が悪役令嬢に賛辞なんて贈るはずがない。でも、そうわかっているのに、アメリアはエリオットなりの褒め言葉だとも感じてしまった。

　ゲーム画面ではさらっとしか見ていなかったけれど、現実に目の前にいる彼はとても魅力的だったから。

　妙に胸がくすぐったくなり、つい彼の姿から目をそらした。

「その――このたびはエスコートのお相手に選んでいただきまして、ありがとうございます」

　ひとまず王族である彼に静々と礼をとった。

「婚約者だ。当然だろう」

「はぁ。左様でございますね」

　本人を前にしたら、先日までの空ぶりの努力がよみがえってきて、アメリアは気の抜けた返事をしてしまった。

　いまだ、彼はソフィアと会うきっかけの目途が立っていない。

　出会いイベントを逃がした翌日から、アメリアは軌道修正を図って、手紙や口頭でエリオットに教会視察を勧めた。

　しかしことごとく断られ、今は少し話題に出しただけで嫌な顔をされる始末だ。

『俺は、絶対に王宮を不在にしないからな』

　なぜか、エリオットはアメリアに力強くそう言ってもきた。

（あの日以来、王宮に行くたびに顔を出してくるし、教会に立ち寄れないくらい忙しい感じもしないんだけどなぁ……）

　その時、待ち合わせ時間ぴったりに係の者が呼びに来た。

「そろそろ、ご入場の準備をお願いいたします」

「わかった。今、行く」

　エリオットが答えて、あたり前のようにアメリアへ腕を差し出した。

　実のところ、父と兄以外に同伴のエスコートをされたことがない。アメリアはためらいつつも、彼の腕にぎこちなく手を添え控室を出た。

「あの、殿下。教会の件ですが、民や支援者によき印象を与える他にも、実際に目にした方が勉強にもなることもあると思うのです」

　エスコートされていることに落ち着かなくて、入場口へ向かいながらアメリアは沈黙を破るように切り出した。

　エリオットが、美麗な顔に不機嫌な表情を浮かべた。

「またそれか。お前は俺に、王宮から不在になってほしい理由でもあるのか？」

「いえっ、そういうわけでは」

　疑い深い目で覗き込まれたアメリアは、咄嗟に顔を横にそらしてしまった。

　普段アメリアが見ている表情、いつもの愛想のない台詞。それなのに髪も整え着飾ったエリオットは、あまりに綺麗で心臓に悪かった。

　その時、二人は入場口にたどり着いた。

「第二王子エリオット・フォン・ウィルアベル殿下、ならびにご婚約者様のアメリア・クラレンス嬢のご入場！」

　騎士たちが扉を左右から開いた途端、紹介する声が高々と上がり、次の瞬間にファンファーレが鳴り響いた。

　きらびやかな会場が目の前に開け、アメリアは大勢の者たちの視線を受け止めて緊張した。しかし拍手で出迎えられると、まずは両陛下の前で挨拶、続いてエリオットと挨拶回りで気をもむ暇もなかった。

　その際に、彼の兄である第一王子マティウス・フォン・ウィルアベルとも改めて挨拶をした。

　彼は物腰やわらかく、とても優しげな眼差しをした美青年だった。婚約の祝いの言葉からも彼の穏やかな性格が伝わってきて、まさに物語に出てくる『優しい王子』だった。

　やはりアメリアは、彼が攻略キャラでないことが信じられなかった。

　その後で、ミッシェルのご両親である宰相夫妻にも会えた。

「娘から話は聞いているよ。仲よくしていることをうれしく思う」

　向こうの方からそう温かく声をかけてくれて、「これからもぜひ仲よくしてほしい」と挨拶されアメリアは大変うれしかった。

　宰相夫妻はブラウン寄りの髪色で――ミッシェルのような銀髪ではなかった。




　エリオットが個人的な社交挨拶に入ったところで、アメリアはようやく休憩を許された。

　いったん解放され、ドリンクをもらって壁際で喉を潤しながら一息ついた。

　まだ挨拶を済ませただけだというのに、足はくたくたになってしまっていて、まだ動けそうにない。

「――というわけで、白薔薇派の令嬢たちが原因ではなかったみたいなんです。他に何があるのかまったく見当もつかなくて。あ、そういえばまだミッシェル様を見ていないのですけれど、クラーク様は見かけましたか？」

　アメリアは会場内の賑やかさに紛れ、そう隣へ質問を投げた。

　そこには、近衛騎士隊長クラークの姿があった。こうして立っていたところ彼が来てくれて、無事に合流できたのだ。

　もちろん先日のサロンの件についても報告した。

『殿下にミッシェル様のためにがんばっていることがバレてしまいまして……その件については気にかけてくれるらしいです……』

『どうしてそんなに嫌そうな顔をしているのです？　お忙しい中で協力してくれるというのなら、ありがたい申し出でしょう』

　多忙であるので、実際に協力できるのかはわからない。

　クラークの見解としては、婚約者だからアメリアを気にしてくれての賛同の言葉なのだろう、ということだ。

（……『なんか面白くないから協力する』と言われただけなんだけどね）

　あの時の彼の表情は、一目惚れした令嬢に向けるものじゃなかった。

　アメリアが薄笑いで思い返していると、クラークが答えてきた。

「私もまだ、ミッシェル様のお姿は見ていません。警備勤務の合間に情報を探ってはいるのですが、ほとんどの方がミッシェル様とはご交流がないため、あの方の悩みを推測するのが難しいのが現状ですね」

　とはいえ、と言って彼が不意に真剣な顔つきになる。

「――ほとんど知られていない彼女の悩みを知ることができるという喜びを、不謹慎にも感じている自分がいます」

「――それは同感です。そう感じてしまうたび、私も心の中で謝罪しています」

　アメリアは、彼と同じく真面目な表情で深くうなずいた。

　視線の先には、着飾った紳士淑女たちが談笑する光景が広がっていた。高い天井にあるシャンデリアや装飾品だけでなく、彼らの豪華な衣装もあって会場内はきらきらとまばゆい。

「今のうちに、ミッシェル様を捜してみましょうか？」

　この賑やかさに紛れれば平気だろうと思って、そう提案してみた。

　クラークがアメリアを見つめ返し、考える間を置くように眼鏡をかけなおした。

「まさか忘れているわけではないでしょうね？　これから殿下とのダンスがあるでしょう。ダンスの時間は、すぐに来ますよ」

「でも、まだ時間はありますし――」

「すぐにミッシェル様を見つけられるかはわかりません。それに、参加者たちがダンスに夢中になっている時の方が、便乗して捜しやすいかと」

　ぴしゃりと言われたアメリアは、「おぉっ」と尊敬で目を輝かせた。

「クラーク様、大人の軍人っぽい！」

「『ぽい』ではなく、私は大人で、そして軍人です」

　そう答えた彼が、「まぁいいんですが」とあきらめたようにつぶやいて壁にもたれた。腕を組んでから、くつろいだ視線をアメリアへ向ける。

「お前、挨拶回りをして気づいたとは思いますが、宰相ご夫妻のそばに彼女の姿はなかったでしょう？」

「だって『夫婦で回っている』と先におっしゃっていましたよ」

（これからも仲よくしてね、と言われてしまったし！）

　アメリアは、うれしさがだだ漏れのぽやぽやした顔で言った。

「その言葉を、何も考えず頭に入れたお前は逆にすごいですね。普通なら、ミッシェル様もご一緒にしているはずであることに気づきなさい」

「あ。そういえば、いつもは家族といるって……」

「今回の舞踏会は、時間が長めに設定されていますから、お体があまり強くない彼女は途中参加の可能性が高い。ご結婚されている兄夫婦様もまだいらっしゃっていないところを見ると、共にくるのではないのかと思われます」

「おぉっ、さすがは頭脳派近衛騎士隊長ですね！」

　アメリアは、赤薔薇色の瞳に素直そうな輝きを宿した。目の前で、推理ショーが繰り広げられているみたいだ。

　きらきらと一心に見上げられたクラークが、しばし彼女をじっと見つめる。

「――お前、できる令嬢みたいな外見をして、その実、少しお馬鹿な性格だと言われたりしませんか？」

　やや間を置いて、唐突にそんなことを言われた。

　アメリアは、図星だったので視線を逃がしてしまった。悪役令嬢に転生してしまったとはいえ、性格は前世の彼女そのものだ。

　それに、残念ながらそう言ってくれる友達もいなかった。

　ゲームの中の〝悪役令嬢アメリア〟は交友がなかった。そして、その一人ぼっち状態は、婚約破棄される時まで同じなのだ。

（それに比べたら、私はなんて幸せなのかしら……！）

　アメリアは、友人だけでなく同志にも会えた感動を噛みしめた。

「ほんと、ミッシェル様とクラーク様に会えてよかったです！」

　感極まって彼女にいきなりハイタッチをさせられたクラークが、不思議そうにアメリアを見下ろす。

「今の両手のやつは、なんですか」

「うれしい時に友達同士でやるやつです」

　またじっと見つめてきた彼が、「ふうん」と言った。少し考え、珍しく口角を引き上げる。

「『友達』ですか。悪くないですね。それに堅苦しい挨拶より、そっちの方がお前に合っている気がします。次回のために覚えておきましょう」

　真面目にうなずいたクラークを見て、アメリアはまたしても胸が熱くなった。

「うぅっ、クラーク様、今度同人本でも作りませんかっ」

「『どうじんぼん』が何かはわかりませんが、ご遠慮いたします」

「じゃあ、ミッシェル様について語り合う会」

「いいでしょう」

　クラークが、二つ返事で即そう答えた。

「私も社交の用がありますから。後で落ち合いましょう」

「はい。それでは、後で」

　ダンスが終わったらここで再び待ち合わせることを約束し、アメリアはいったん彼と別れた。

　やっぱり同志の友達はいい。よくは覚えていないけれど、前世でもこうやって気兼ねなく話した異性がいたのを思い出した。

『――そうですか。なら、次のコミケが楽しみですね』

　ふと、よみがえった前世の記憶の断片にハタと足を止める。

　口元しか思い出せなかった男友達の雰囲気が、どことなく、一瞬クラークと重なった気がした。

　いったい誰だったかと思ったアメリアは、直後に表情を引き締めた。

　視線の先に、こちらへと向かってくるエリオットの姿があった。不機嫌そうに人混みをかき分け、あっという間に来てしまう。

「誰かと話していたのか？」

　どこかきつい調子で問われて、アメリアは戸惑った。

「まぁ、その、少し、知り合いと……」

　そうアメリアが答えている間にも、エリオットが向こうの人混みを見た。

　彼の目がとある場所でぴたりと止まって、細められる。

「……近衛騎士隊長の、灰色の髪…………」

　ぼそりと低い声で何かつぶやかれた。

　アメリアは、会場内の賑やかさが増してよく聞こえなかった。それが流れ出した演奏音だと気づいた時、エリオットに手を取られた。

「そろそろダンスが始まる」

　そう言って手を引かれた。戸惑うアメリアの視線を察知したのか、進む彼が人混みを見すえたまま続けて口を開いてくる。

「婚約者と一番に踊るのが礼儀だ」

「ああ。まぁ、そうですね」

　アメリアだって、偽装婚約がバレないよう務めは果たすつもりだ。

（でも、――彼は心底嫌そうね）

　エリオットの不機嫌な横顔を見つめ、アメリアはそう受け取った。踊る場所へ向かう彼は不満そうで、そうやって手を引く姿はゲーム画面の〝彼〟と重なった。

（面倒なら、女避けでの偽装婚約なんて思いつかなければよかったのに）

　第二王子である彼なら、誘われても断るのは一言で済むだろう。

　その手間さえ我慢すれば、こうして嫌な気持ちで婚わ約た者しを引っ張らずに済んだのに。

「殿下、もし私と踊るのが嫌なら、無理をする必要は――」

　以前、好きな女性と結婚したいと言っていた彼の本心ことばも思い出し、アメリアはその背に声をかけようとした。

　だがエリオットが振り返ってきて、手を取りなおしアメリアの腰を抱き寄せた。

「踊ろう、アメリア」

　演奏音と人混みで、先程のアメリアの声が聞こえなかったのだろうか。

　近くから彼の紺色の瞳に覗き込まれ、その真っすぐな眼差しの美しさにアメリアは息が止まった。

　自分を見つめるエリオットの目には、不機嫌さも怪け訝げんさもない。

（私と踊るのが、嫌じゃないの……？）

　いろいろと考えていたことが、全部さざ波のように彼の視線で押し込まれてしまうのを感じた。気づいたらアメリアは、

「――はい、殿下」

　自然と知らず知らず彼の手を握り返し、そんな返事をしていた。

　気づいた時には、ダンスをする貴族たちの中で、アメリアもエリオットと優雅な宮廷ダンスを踊り始めていた。

　曲に合わせて、エリオットがリードした。装飾品をちりばめたアメリアのドレスの裾と一部下ろされているチェリーピンクの髪が舞うたび、二人の美しさに周りの者たちが目を奪われていく。

「意外とうまいな」

　そうエリオットに声をかけられて、アメリアはハタと我に返った。

「お兄様がよく付き合ってくださっていましたから……」

　触れられている部分から伝わってくるエリオットの体温が慣れなくて、アメリアはこっそり恥じらった。

　気づいているのかいないのか、エリオットが口元にどこか艶やかな微笑を浮かべて、わざとらしく納得したようにうなずく。

「たしかに。あの男の普段の様子からすると、毎日でも付き合いそうだ」

　ちょうどその直後、一曲目が終わった。

　このダンスも終了だ。そう思って緊張を解いたアメリアは、エリオットがそのまま次のステップを踏むのに気づいて驚いた。

「えっ。で、殿下？」

　戸惑っている間にダンスパートに入り、間奏も終わって二曲目が始まってしまった。

（ゲームでは、たしか一回だけ踊って終わりだった気がするけれど……）

　ひそかに話をしようと思って見上げているものの、エリオットはターンするための方向を見ている。その横顔は涼しげだ。

（わざと見ないの？　……というより、少し上機嫌みたい？）

　アメリアは、彼に面白げにはぐらかされている気がした。こちらを見てほしくなって、つい自分から声をかけた。

「殿下。二曲目も踊るだなんて」

「いけないのか？　婚約者だ。それに、俺のことは『エリオットと呼べ』と、この前も言った」

「ですが……」

　名前呼びのことを出されてしまったら、アメリアは何も言えなくなる。彼に嫌われる悪役令嬢の自分が、第二王子の名前を気軽に呼んでしまうなんてダメだ。

（ダンスを続けているのは、ヒロインに出会っていないせい？）

　先程、連れてきた際の彼の不機嫌な様子を思い返した。エリオットが楽しそうだと感じるのは、自分の気のせいだとアメリアは決めつけた。

「あの、殿下。きちんとしたお相手様ができたのなら、すぐに破棄してくれてかまいませんからね……？」

　その瞬間、ジロリと睨まれた。途端に不機嫌さをあらわにした彼は、それでもなお、離す気がない様子でダンスを続けている。

「それは、お前との婚約のことか」

「そ、そうです」

　周りに聞こえないよう、声を潜め緊張気味に答えた。

　ターンをした彼にそのまま深く引き寄せられ、アメリアはエリオットと近くから目が合った。奥まで覗き込んでくるような強い目に時が止まる。

「そうなったら、お前には都合がいいことでも待っているのか？」

　まるで『もう予定があるんだろう』と探るみたいに問われた。

「へ？　いえ、そういうことは何も」

「そうかな。ああ、こぞって次々に縁談が舞い込むかもしれないな」

　自分にはあてはまらないようなことを言った彼が、切れ長の目をあちらへ向け、アメリアを促す。

「見てみろ。ほとんどの男がお前を見てる」

　たぶん、それはただの気のせいだ。みんな美しいエリオットを見ているのだろう。

　それにアメリアは、多くの美しい令嬢たちを見てきて改めて自分が魅力的ではないことを実感したのだ。

　ゲームの〝悪役令嬢アメリア〟と違って、気丈な立ち居振る舞いや持ち前の品や落ち着きがない。とくにそれが大きな欠点だ。

「残念ながら、そんなことはないかと……バッチリ化粧まで決めているとはいえ、あなたの従姉弟様とは比べ物にならないくらいですよ」

　はぁ、と思わず大きなため息をこぼしてしまった。

「本気でそう思っているのか？」

　エリオットが、アメリアをじーっと見つめてきた。

（そう思ってますけど？）

　しばらくアメリアは、不思議がって赤薔薇色の目に彼を映していた。しかし彼とのダンスが三曲目に突入してしまい、ハタと気づく。

「あの、殿下？　私はそろそろ足がきついのですが……」

　アメリアがそう言うと、気のせいか、握っている手と彼女の腰を抱いて支えているエリオットの腕に力が入る。

「ここで離したら、ダンスの誘いが殺到するぞ」

「あははは、まっさか～」

　笑って答えた途端、正面からガツンと見つめられた。

　しまった、令嬢がそんなふうに笑うものではなかったか。気づいたアメリアが頬をひくつかせると、エリオットが注視をやめてくれる。

「計算高いと思っていたが、ただ素直なのか」

　頭を上げた彼が、次のステップを踏む。

　そのダンスの流れで、彼の逞しい胸板にぎゅっと引き寄せられてしまった。アメリアは少し恥じらいながら答える。

「私は、別に素直ではないです」

「自己アピールしたい令嬢なら、そう自分からは言わない」

　正直に答えるところではなかったらしい。

　気を抜いてはいけない『殿下』の前で、墓穴を掘ってしまった。アメリアは指摘された恥ずかしさに、かぁっと赤くなって顔を伏せた。

　するとエリオットが、いっそう密着する姿勢を取ってそんなアメリアを覗き込んできた。

「み、見ないでくださいよ」

「嫌だ。断る」

　腕を自分の方へと引っ張った彼が、アメリアへ唇を寄せた。

「――どうしてかな。今日は、お前を独り占めしたい気分だ」

　ひそやかな甘いささやきみたいに、彼の低い声でアメリアの鼓動が速まった。

　それは、恐らくはヒロインと出会っていないせいだろう。

　彼がアメリアと続けて踊っているのは、わずらわしい誘いがこないようにと考えてのことに違いない。

　でも免疫がないので、いちいち顔を近づけるのもなしにしていただきたい。

（し、心臓が持たない……！）

　そんなアメリアの思いなど露知らず、エリオットはずっと見つめてきていて、結局四曲目まで解放してもらえなかったのだった。




　ようやくエリオットとのダンスが終わった時、アメリアはすっかり息も上がってしまっていた。

　何人かに声をかけられたけれど、応える気力はなかった。

（……これ、もしかしたら新手の嫌がらせなのでは？）

　よろよろとダンスフロアを離れながら、そんな憶測が脳裏をよぎった。

　初参加のパートナーを、四曲もぶっ通しで踊らせる紳士がいるだろうか。教養はバッチリとはいえ、令嬢育ちのアメリアの体力は前世の頃の半分以下だ。

「お前、婚約者としてかなりうまくやれているようですね」

　待ち合わせ場所の壁際でグラス一杯分のジュースを飲み干すのを待って、クラークがそう言った。

「『うまくやれている』って……？」

「第二王子殿下も、四曲も踊って見せつけるとはやりますね。恋をするような男ではないイメージでしたが、どうやら私の懸念だったようです」

　いったい何を心配していたというのか。

「そうそう。お前が二曲目に突入して会場が沸いたタイミングで、ミッシェル様が兄夫婦といらしていましたよ」

「えっ、本当ですか!?」

　アメリアは呼吸を整えている最中だったが、興奮とショックがない交ぜになった大きな声を上げた。

（うらやましい、私が踊っている時に〝高貴なる令嬢〟を見かけていただなんて！）

「それで、ミッシェル様は今どちらに!?」

「少し目を離している間に見失いました」

「えぇーっ、クラーク様が目を離すだなんてっ」

「仕方ないでしょう。一時期不仲説も出回っていた当の殿下と、お前が踊っていたのですから気にしないわけにはいかないでしょう」

　まるで『お前を気にして見守っていた』と聞こえて、アメリアは目を丸くした。

　クラークが、視線をそらして小さな咳せき払いを挟む。

「そういうところは目ざといですね。お前が言うように『友人』なのですから、当然でしょう。ミッシェル様も気にしておられましたから」

　それは、二人が〝うまくいっていない説〟だ。

　アメリアは、偽りの婚約期間であるとは教えられなくて口を開けなかった。すると彼が、ミッシェルについて話を戻した。

「まぁ、ご安心なさい。先程部下をつかまえて尋も――聞いたところ、外へ空気を吸いに向かわれたようだ、と今しがた情報を得たところです」

　この人、今、尋問って言いかけた……。

　唯一の眼鏡キャラである彼は、そういえば〝冷酷無情で難攻不落の攻略キャラの近衛騎士隊長〟だったのを思い出した。

　アメリアは、男性使用人が空いたグラスを取りに来たので渡した。まだ肩で呼吸もしている状態だったが、二杯目について丁重に断った。

「そうですか、ミッシェル様はいったん会場を出られたんですね……」

　言いながら男性使用人を見送ったところで、隣のクラークを見上げた。

「戻りは、どれくらいになるか聞いていますか？」

「いえ。彼女は一人で出られたようです」

「一人で？」

　アメリアは、引っかかりを覚えた。

「はい。それが私も少し気になっています」

　クラークも気になっているようだ。美貌の顔は喜怒哀楽を浮かべていないが、眼鏡の奥の彼の目に、その感情が滲んでいるように見えた。

「そういえば、クラーク様はどうしてミッシェル様をお慕いに？」

　呼吸が落ち着くのを待っているのだろう。アメリアがそう感じて尋ねてみると、クラークがしばらく考えるような間を置いた。

「――ずっと昔、父に連れられて登城した際に、広い王宮の庭園で迷ってしまったことがあるのです。その時、どこか物憂げに佇んでおられるお姿を見たのです。どうしてか私は、咄嗟に隠れてしまいました。彼女はふっと上を見て、小さく何やら声をかけて手を伸ばしまして、その指先に小鳥が」

　思い返すように語った彼の言葉が、不意に途切れる。

　アメリアは、その光景を想像してもだえた。クラークの感極まった心情を察知し、うんうんと何度もうなずき感激に震える。

「言葉で表現できないアレなの、わかります！　なんって素敵なの……！」

「さすがは同志です。まさにお前の言う通りです。私はミッシェル様と小鳥の交流を見届けるまで動くことができず――女神だ、と思いました」

　それが、クラークがミッシェルのファンになったきっかけ。

　アメリアが知るずっと前の幼い彼女を見た時から、彼にとって特別な〝推し〟だったのだ。

「今すぐ、ミッシェル様を捜しに行きましょう」

　息ももう大丈夫だとクラークの腕を軽くはたいた。きっと、クラークはアメリアよりも気になっているだろう。

　それでも、友人だから気にして待っていてくれたのだ。

　そんな彼の力になるべく、アメリアは意気揚々と告げる。

「私はこの通り完全復活です！　クラーク様も気になっているし、私だって同じ。二人の時間がバッチリ確保できた今、あとは行動あるのみです！」

「お前のそういうところは好きですよ。さすがは〝同志〟です」

　鷹おう揚ようにうなずいたクラークが、眼鏡を押し上げた。




　アメリアは、クラークと共に目撃情報に従って会場の横扉から出た。

　そこには小さな明かりが灯された廊下があった。その一部にひっそりとある下へと続く細い階段を、クラークが示した。

「部下の話によると、ミッシェル様はこちらから下りていったそうです」

　人の目もない中、二人で早速階段を下りた。すると王宮の庭園の一つが、アメリアとクラークの前に開けた。

「すごく綺麗ね」

　夜にも映える花弁を持った花が多かった。通路の一部にはアーチがかかり、そこにも花が絡みついていておしゃれだ。

　庭園の中へと進めば、濃厚な花の香りに全身を包まれる。

　そこは会場の窓から漏れる明かりと月明かりで、花々がぼんやりと光って浮かび上がっているみたいにも見えた。

「夜の鑑賞もできるようにと、夜行花も使われていますからね」

　月明かりでも花弁がよく見えるものが集められているらしい。

　隣を歩くクラークの説明を聞いて、アメリアは庭園を進みながら納得する。

「夜の鑑賞。なるほどね、たしかにムードは出ますね」

「お前が言うと、途端にロマンもなくなるのが残念です」

（なんでだよ）

　アメリアがむっと思った時だった。

　適当に勘で進んだのだが、向こうにミッシェルの姿が見えた。

　二人は音を立てないよう急ぎ近づき、彼女の姿を見られる通路脇の庭園の茂みにしゃがみ込んだ。身を隠したそこから、こっそりとそちらを覗いてみる。

　そこには、庭園の中に設置されたベンチに腰かけ、月を眺めて一休みしているミッシェルがいた。

「はぁ……。なんて美しいのかしら」

「同感です」

　アメリアとクラークは肩をくっつけ、うっとり顔と真顔で、その貴重な光景を鼻血をこらえてガン見する。

　月光に照らし出されたミッシェルは、まさに女神のような美しさだった。舞踏会用の礼装にしてはシンプル寄りだが、上品なドレスはキラキラと反射していて、背中に流されたままの銀髪も銀糸のようだ。

「ドレス姿も、とっても素敵だわ」

　アメリアの口から、うっとりとした感嘆がこぼれる。

　けれど、やはりどこかミッシェルは元気がないようだった。夜空の月をぼんやりと眺めている表情は、どこか物憂げな気がした。

「……いったい、何を思っているのかしら？」

　それはなんとも、とクラークも身を案じるように声のトーンを落として言った。

　その時、どこからか草を踏む足音が聞こえた。

　びっくりしたアメリアは、次の瞬間クラークに肩を抱かれ、抱え込むようにして強く口を押さえられた。

「静かに。気配からすると、不届き者ではなさそうです。様子を見てみましょう」

　物音がした方へ目を走らせた彼に、そう耳打ちされた。

　騎士隊長でもある彼が言うのだから、確かだろう。

　アメリアは、美人な彼の手が意外と大きくて男性らしいことに驚きつつ、こくこくとうなずき返した。

　互いに身を寄せ合い、息を潜めて待った。すると庭園通路の方から、一人の男性が出てきた。

　それは第一王子のマティウスだった。月光に照らし出された彼のダークブラウンの髪が、夜風に揺れる。

「――あ。ミッシェル嬢？」

　ふと、彼が驚いたように薄い紺色の目を少し丸くした。

　気づいたミッシェルが、その湖のようなしっとりとした目を見開く。

「こんばんは。まさか、こんなに早い時間に先客がいるとは思わなくて」

「いえ、私の方こそ、先にお休みをいただいて申し訳ございません」

　表情を戻したミッシェルが、そっと会釈する。そのまま立ち上がろうとした彼女を見て、マティウスは止めた。

「別に気遣わなくていい。先程も挨拶をもらった。今、この場はプライベートだ。気を楽にしてもらえるとうれしいよ」

　そう言われたミッシェルが、やわらかな苦笑を浮かべる。

「それでは、お言葉に甘えるといたしましょう」

「ああ、そうしてくれ」

　しばし見つめ合っていた二人が、ふっと我に返ったみたいに視線をそらし、照れ臭い表情を浮かべた。

　どうやら宰相の娘と第一王子は、気楽に話すくらいには面識があるらしい。

　アメリアがクラークと見守っていると、マティウスがミッシェルへと歩み寄った。そばにある薔薇の花弁を愛でるように指先で触れつつ、言う。

「ミッシェル嬢。君は、誰とも踊らないのかい？」

　しばし、考えるような間があった。

「――そう、ですね。今晩はそのような気分でもありませんので」

「ははっ、君は毎回そうだね」

　マティウスが、目元に苦笑のしわを刻んで小さく笑った。

「ふふっ、そうですね。私は会場外でばったりあなたに会うたび、毎回この返答をしているみたいです」

　絵になる二人だ。その場には、いい感じの雰囲気が漂っている。まるで夜にひっそりと隠れて、逢おう瀬せでも楽しんでいるみたいな――。

　こっそり見つめているアメリアは、なんだかその空気感にそわそわしてきた。

　そばにいるクラークの密着具合が、今さらのように少し気になりだす。

「殿下の方こそ、踊らないのですか？」

　ややあって、ミッシェルが問いかけた。

「私が参加した中でたまに踊っていらっしゃるのも、王妃様か、従姉弟の公爵令嬢ヴァレンティーナ様くらいかと。毎回誰とも踊らないでいる私が言うのもなんですが、殿下と踊ってみたいと思っている令嬢は、たくさんいらっしゃいます。受けてくだされば、きっと皆お喜びになるでしょう」

「そうだろうね。でも……本当に踊ってみたいと思う相手は、その中にはいなくて」

　つぶやきを落としたマティウスが、ふと緊張した様子で頬を高揚させる。

「た、たとえば、君が僕と踊ってくれるのなら、僕としては喜んで踊るくらいにはとてもうれしいのだけれど……なぁんて」

　もう言葉が続けられなくなったみたいに、マティウスの頬が紅潮した。

　まるでそれが移ったみたいに、ミッシェルも恥じらいに頬を染めた。彼が挙動不審に慌てて別れを切り出す。

「えっと、そ、それじゃあ僕は会場に戻ろうと思うっ」

「はっ、はい。殿下も、お気をつけてお戻りくださいませ」

　マティウスが、赤い顔を隠すように踵を返していった。

　それを、ミッシェルがベンチから見送る。その目に切なさがよぎり、これまでこらえていたかのように頬の赤みが増した。

「……マティウス様」

　思わずといった様子で名をつぶやく声も、とても色っぽかった。庭園通路へと紛れていく背を、ミッシェルは見えなくなっても大事そうに見つめていた。

　それは、どう見ても恋をしている乙女だ。

　そう気づいた瞬間、アメリアはズキューンときて胸を押さえた。無表情が基本の近衛騎士隊長、クラークの眼鏡もパリーンッと割れる。

「な、なんてことなのっ」

　ゲームの中で、後半の盛り上がりルートから〝高貴なる令嬢〟がプッツリ出てこなかったのは、このせいだったのだ。

　ミッシェルは恋をしている。恐らく、あの様子からするとマティウスも彼女に特別な想いがあるのだろう。

　しかしミッシェルは身を引き、彼もまた他の縁談話から身を遠ざけるため出てこなくなる。そしてゲームは、二人不在でエンディングを迎えるのだ。

　――つまりは〝究極の裏設定〟だ。

　ミッシェルとマティウスは、裏ルートの恋の相手同士。そうだとすれば、二人がヒロインサイドではモブ扱いだったのも腑に落ちる。

「私の知らないところで、こんなことが起こっていただなんて……！」

　そもそも〝悪役令嬢アメリア〟はミッシェルと接点のないキャラなのだが、そんなことなどまったくのノータッチで、アメリアは思う。

「こんな、こんなの……っ」

　ぶるぶると震えていた彼女は、興奮値がマックスを超えカッと目を見開いた。

（めっちゃ興奮するに決まってるじゃないのおおおおお！）

　恋してる推しが、めっちゃ尊い。

　アメリアは顔を手で覆い隠し、出してはならない雄たけびを心の中で上げまくったあげく、たまらず想いを漏らした。

「気高いッ、それでいて純情！」

　さすがは最高の推し、それもまたアメリアの最高潮のツボだった。

　そんな心情が吐露しているとも気づかないアメリアの隣で、クラークがジャケットのうちポケットから新しい眼鏡を取り出してかけた。

　ミッシェルが自分を落ち着けるような吐息を漏らし、立ち上がった。

　会場へと戻ることにしたのか、歩き出した彼女の姿が庭園の通路から見えなくなる。

「もう無理我慢できない！」

　アメリアは、こらえきれず叫びを上げもだえまくった。

「あ――――っ、最高すぎる！　うぅっ、クラーク様、私っ、この世界に生きていてよかったです！」

　感涙するアメリアの肩を、クラークが支えるように後ろから抱いてポンッと叩く。

「私も同感です。ハンカチをお貸ししましょう。予備で二枚持っております」

「さすがは抜け目のないクラーク様。お借りします」

　そして二人は、ほぼ同時にハンカチを目元に押しあてた。

「はぁっ、このシーンを見られてよかった」

「まったくもって同意です。私はこの日を忘れません」

「私もです、ミッシェル様なんて尊いのっ。つまりミッシェル様は、恋わずらいだったんですね！　でも、そうだとすると、どうしたらいいのでしょう？」

　アメリアは、ふとクラークに尋ねた。

「殿下の方もミッシェル様に想いがあるように見えたのですが、でもお二人とも、互いに身を引いているようにも感じました」

「恐らくは、どちらも想い合っているからこそなのかもしれません」

　クラークが、誰もいなくなった場所を見つめて思案するように言った。

「どういうことですか？」

「王族の結婚というのは、いろいろと難しいところがあるのですよ。いずれ国王となる方の妃となると、お世継ぎだけでなく派閥を味方につけるための日々の社交、公務も王弟妃以上にあります」

　クラークが、つい先程まで感動を噛みしめていたとは思えない、冷静沈着な目で淡々とそう語った。

「お前やミッシェル様のように、元から妃にふさわしい教養がある場合は、妃教育もハードルはそう高くないでしょう。しかし、ご負担は少なからずある。もし妻となったら、それ以上の負担と責任、そして覚悟も必要です」

「まぁ、結婚した後の方が、もっと大変なんだろうなぁとかは思いました」

「何を他人事のように言っているのですか。あなたは第二王子殿下の婚約者で、ゆくゆくは結婚し王弟妃になる身なのですよ」

　あきれた目を向けたクラークが、眼鏡の中央部分を指で押し上げる。

「あのお二人が以前からご交流があるとすると、殿下も彼女のお体の事情はご存じでしょう。それもあってやすやすと告白できないのかもしれません」

　アメリアは、少し考えた。

「殿下がそうだとすると……ミッシェル様は、お体が弱いところで殿下にご負担をかけたくないと思って、恋心を秘めることにしたのでしょうか」

「もし思い悩んでいた時期が、白薔薇派のことと重なっていたとすると辻褄も合います。恐らくはその頃には恋心に気づき、しかしお優しいミッシェル様は気持ちを隠すことに決め、王妃様からの誘いも断ったのでしょう」

　恐らく、それもあって王妃は辞退を受け入れたのだろう。普通であれば侯爵令嬢の意見だけで『遠慮』の返答が通るものではない。

「それで、縁談話の引き続きの中止も宣言されたのね……」

　もしかしたら、ミッシェルの両親も知っているのかもしれない。そうアメリアが考えた時、クラークが追って言ってきた。

「そして、今の彼女が婚約できる可能性も低い」

「えっ？　ど、どうしてですか？」

「相手が未来の国王だから、ですよ」

　アメリアの戸惑いの視線を、クラークがしっかりと受け止めてそう教えた。

「あ……そうか、相手が次期国王の第一王子殿下だとすると、彼の意思だけではどうにもならないことでもあるんですね？」

「その通りです。臣下の評価と支援もいります。しかしお二人の結婚を実現させるためのことを考えるよりも先に、まずはミッシェル様自身のお気持ちが重要になるかと」

「そうですよね、婚約を実現しようとすると相当なイメージ改革も必要ですし……」

　その時、唐突に後ろから声がした。

「――それと同時に、相手の〝第一王子殿下〟に本当に気持ちがあるかどうかも、確認しないことには勝手に動けない案件だぞ」

　ハッとして振り返ると、そこにはエリオットの姿があった。

　なぜかエリオットは真っ黒いオーラを背負っていた。静かな表情でブチ切れている彼を目に留めたクラークが、ちょっと面倒そうな顔をする。

「あのっ、これは別に密会ではないんですよ」

　舞踏会を抜け出して、未婚の男女が二人でいる。

　一見すると、夜に紛れて庭園で甘いひとときを楽しんで〝遊んで〟いると取られてもおかしくない。

　すると慌てふためいたアメリアを、エリオットが冷ややかに見下ろしてきた。

「少し前から話は聞いていたから、だいたいの事情は把握した。奴がお前の口を手で押さえたのを見つけた時、咄嗟に殺しにかかるのをこらえてよかったよ」

　……なんだか、不穏な言葉が聞こえた気がする。

　苛立たしさを含んでエリオットの声は低い。アメリアがたじろいでいると、クラークがやれやれと立ち上がって礼をとった。

「こうして仕事以外でお顔を合わせ、直接お話しするのはお初になります。王室付き第三護衛部隊の近衛騎士隊長クラーク・バトスと申します。ご安心ください殿下、私は友人であり、同志であって、頼まれても彼女を奪ったりはしませんので」

　唐突の申告をぽかんと聞いたアメリアは、後半の言い方で我に返った。つい立ち上がり猛抗議した。

「言い方！　今の説得の言葉選びは絶対おかしい！」

「効果抜群の一言ですよ」

「どこにそんな自信が!?　女性としては完全にアウトで対象外、みたいな言い方になってません!?」

「配慮して『対象外』という言葉を使わなかったというのに、お前は。はぁ」

　クラークが、全部は言葉を続けずに首を左右に振った。

（そこで残念そうなため息をつくなよ……）

　アメリアはこめかみがひくついた。

　もしかしたら彼は、王族に睨まれたらどうしてくれるという懸念もあったのだろうか。そんなことで友情関係の邪魔になったら非常に困る。

（この世界でできた、貴重な友達！　そして同志！）

　ならば、その誤解を解くのみだ。ちょうどエリオットもいることだし、アメリアは思いきって彼には打ち明けることにした。

「大丈夫っ、安心して！　そもそも私、殿下の本物の婚約者ではないので！」

「はぁ？」

　こいつ何言ってんだ、という顔でクラークが見てきた。

「お前、したたかに頭でもぶつけましたか？　立派な第二王子の婚約者でしょうに」

　しげしげと上から覗き込まれ、アメリアはショックを受けた。

「ほ、本当のことなのに!?　あっ、言い方が悪かったのね？　私はただお飾りで一時的にそばに置かれているだけで――ぐぇっ」

　その時、アメリアは唐突にエリオットに担がれた。びっくりして咄嗟に逃れようとしたら、腰をがっしり抱え込まれてしまう。

「な、何をしているんですか殿下っ」

「悪いが、俺はお前をお飾りにするつもりはない」

「え……？」

　それはいったいどういうことなのか。

　混乱していると、そばに来たクラークが「ほら見なさい」とアメリアへあきれたように言ってきた。

「何を勘違いしているのか知りませんが、一目惚れで婚約したのは、先程と今のあなた方を見ても一目瞭然でしょうに。私の感覚だけでなく、ミッシェル様からも以前から『仲よくされているようだ』とお墨付きですよ」

「えぇぇ！　まさか白薔薇の会の後の様子で誤解を!?　ほんと私たちは――うわっ」

　エリオットに歩き出されてしまった。担がれているアメリアは色気のない声を上げ、咄嗟に彼の方にしがみついてしまう。

「で、殿下っ、ひとまず下ろしてくださいっ」

「下ろさない。今逃げられたら、たまらないからな。それにどうやら俺たちは、話し合う必要があるらしい」

（話し合う？　私は必要としていないけど!?）

　アメリアは、助けを求めて涙目をパッと向けた。すると後ろに続いたクラークが、目が合った拍子に眉を寄せてきた。

「そもそも私は、お前以外の王弟妃を守るつもりはないのですが？」

「まさかのこの状況で自己主張!?　以心伝心すらしていないというか、それ単に個人的な意見ですよね!?」

　王弟妃なんて、そもそもなる予定はない！

　アメリアは主張したものの、聞き流されてしまった。

「王弟妃、か。今となっては悪くない響きだ」

　クラークに聞こえない声でエリオットがつぶやいた。なぜか彼は、ご満悦そうに口角を引き上げている。

「近衛騎士隊長クラーク・バトス、妃教育が始まったら専属の護衛として引き抜いてやってもいい」

「どうぞお好きに」

　そのタイミングで、庭園を抜けて廊下へと上がっていた。




　会場警備に戻るクラークと別れて、アメリアは〝婚約者〟と話すことになり担がれたままエリオットと廊下の奥へ進んだ。

　少しもしないうちに到着したのは、近くの休憩室だった。

　そこは、ソファとベッドが置かれた広い室内だった。アメリアは社交デビューの際、兄のロバートから『気分が悪くなったら休める部屋があるから』と話を聞いていたが、足を休めるにしてはずいぶん立派な部屋だと感心した。

　扉を閉めたところで、エリオットがようやくアメリアを下ろした。

「奴と二人きりでいる後ろ姿を見た時、俺がどう感じたかわかるか？」

　責めるような目で覗き込まれて、アメリアは怖くなって後ずさってしまう。なんだか、エリオットは機嫌が悪い。

「踊った後、少し話している間にお前の姿を見失った。ダンスの前に奴と会っていたのには気づいていたからな。落ち合う場所を話していたのかもしれないと考えたら、いても立ってもいられず捜しに向かっていた」

　彼が距離を詰めながら言ってくる。

「夜で視界も悪い庭園で近衛騎士隊長と一緒にいるのを見つけた時、薄暗がりで愛をささやき合っていると想像しただけで、はらわたが煮えくり返りそうになった」

「あの、それは誤解ですっ。私とクラーク様は同志で、友人で」

「さっきも言ったが、それは俺の誤解であったとはすぐに気づけた。そうでなかったら、俺はその相手が誰であろうと殺していた」

　過激な発言におびえた瞬間、アメリアはエリオットに手を取られていた。

「あっ」

　ぐいっと引っ張られたのを感じた直後、腰を抱き寄せられ、気づけば一緒になって踊っていた時と同じくらい密着していた。

　見下ろしてくるエリオットの、どこか熱を宿した紺色の瞳に目をそらせなくなった。

　彼の表情は、どうしてかアメリアの胸が熱くなるほどに真剣だった。

「アメリア、俺はお前に惹かれている。危機感を覚えてようやく自覚できた。女であるミッシェル嬢に、嫉妬を覚えるくらい好きになっていたんだ」

「え……？　でも、私はただの女避けのはずで」

　すばやく彼の顔が近づき、続く言葉ごと唇を塞がれた。

　一瞬、アメリアは何をされているのかわからなかった。ついばむやわらかな温かさに、キスをされているのだと気づいた。

　咄嗟に両手でつっぱね、彼の口を離させた。

「なっ、なんでキスなんか――」

　直後、黙って、というように再び唇を奪われていた。

　逃れようと引っ込もうとするアメリアの唇を、彼の口が追い駆け、何度も強引に重ねなおしてくる。

　けれど唇をなめる動きは艶めかしく優しくて、ぞくぞくとした。

「アメリア」

　どこか、甘い声で名前を呼ばれる。

　彼が興奮しているのがわかった。アメリアの後頭部を押さえ込み、彼は角度を変えて繰り返し口づけてくる。

　荒々しいのにどこか甘くも感じた。

　唇をなめられると、不思議な疼きを覚えた。はまれてアメリアの口から力が抜けるのをみはからって、彼が舌を差し込んできた。

「んんっ……んぅ、あっ、殿下……っン」

　引き上げるように深くかき抱かれて、舌を絡められる。

　触れ合うだけだったキスは、大人の口づけへと変わって、経験のない初心なアメリアをくらくらさせた。

　ちゅうっと舌の奥を吸われて、ぞくぞくした感覚が背中を走る。口内を這はい回る男の舌は苦しいのに、気づけば舌を引っ込めずキスを受けていた。

　ようやくエリオットの唇が離れた。

「こんなふうに情熱的なキスを毎日だってしたいくらいに、俺はお前がいい」

　息もたえだえになったアメリアは、少し乱れた髪をなでられ、自分を支えてくれている彼を見上げた。

　そこには、先程ミッシェルが浮かべていたような熱い目をした、エリオットの美しく情熱的な表情があった。

「お前以外は嫌だ。だから、婚約を破棄する話は白紙にしてほしい」

　唐突な告白にアメリアは困惑した。

　自分は〝ゲームの悪役令嬢〟で、彼にはゲームのヒロインがいる。

　これはいっときの気の迷いだ。少し出会いがズレてしまっただけで、彼は後で一目見ればソフィアと恋に落ちるだろう。

「ちゃ、ちゃんと、好きな人同士で結婚すべきです」

　ぐいっと彼を押し返すと、その腕から逃れてそう伝えた。

　エリオットが不服そうな顔をする。

「『ちゃんと好きな人』とは？」

「殿下はお見合いの際、おっしゃっていたじゃないですか。『好きな女性と結婚したい』、と」

　アメリアがきちんと教えてあげたら、彼が考えるように顎に手をあてた。

　そもそも初めて対面した時に、彼はアメリアにいい印象を持っていなかった。見合いの席では『遊んでいる女』という認識だった。

　それが誤解だったとは理解してもらえたようだけれど。

「――そうか。お前は、俺が好きではないのか」

　やや間を置いてから、なるほどとエリオットがつぶやいた。

　なんか、言い方が少し変だ。アメリアが不審に思い見つめると、彼が一つ決めたようにして見つめ返してくる。

「じゃあ、俺に恋をさせればいいわけだな？」

「は……？　恋？」

「俺はお前が好きだ。この気持ちに嘘はない。つまりお前が俺と恋に落ちれば、この婚約だって何も問題ないじゃないか」

（いやなんでそーなんの！）

　これで問題なしと言わんばかりに述べたエリオットの頭を、アメリアは今すぐ叩いて『あなたには別のヒロインがいるんです！』と説得したくなった。

（彼が私を好きなんて、あり得ない。だって、悪役令嬢だよ？）

　婚約して以降も、ろくに交流を取ってこなかった。

　頭を悩ませていたアメリアは、唐突にエリオットに引き寄せられた。気の抜けた声は彼の口の中へ消え――また二人の唇は重なっていた。

「あ……っ、ン、んぅ」

　甘く唇をついばまれた。先程のキスでふっくらと熟れた唇をちゅくりと吸われて、小さく震える。

　今度はすぐに離してくれた。アメリアは、顔を真っ赤にしてエリオットから離れた。

「な、なななんでまた口づけたんですか！」

　すると、エリオットが満足げにぺろりと唇をなめた。

「つい少し前まで悶々としていたのが、恋だと気づいたらムラムラしてな。――婚約者同士だ、かまわないだろう？」

「私がかまいますっ」

　初心なアメリアは目も潤んでいたが、ビシリと彼に指をつきつけ言い返す。

「いいですか殿下！　婚約をこのまま〝本当に〟続けるのか決定するまではっ、キスをするのは禁止です！」

　すると、愛らしい反応を返されたエリオットが、「ふうん？」と悠々と笑みを浮かべた。

「心には留めておこう」

「やらない方向でお願いしますっ」

　そう言い返したアメリアだったが、エリオットのニヤリとした美しい笑みを見て勇気がしぼんだ。

　ゲーム画面で、攻めの溺愛モードが入った時に見たような……。

　どこか舌なめずりをされたようにも感じて固まっていると、彼女の警戒を解くように彼がにこっと笑った。

「わかった。できるだけは配慮しよう。だが、俺は惚れさせるためにも、そして恋に落ちた時にはとことんお前を愛してやるから覚悟しておけ」

（とことんはやめてください、あなたの場合シャレにならないんです）

　ゲームの中での彼の〝攻めな溺愛っぷり〟を思い出して、アメリアは「ひぇ」と身がすくんだ。

「そんなにおびえるな。初心すぎて、余計にかわいがりたくなる」

「ぴぎゃ」

（『かわいがり』の言い方がもう怖すぎる！）

　アメリアは、初っ端から濃厚なキスをした彼から、もう数歩、距離を取る。

　けれどエリオットは、気分を害したそぶりは見せなかった。そんなアメリアさえも楽しむような表情だ。

「ミッシェル嬢の件だが、兄上の方は俺に任せろ。あいつは公務で数日出張予定だが、戻り次第、気持ちを確認しておく」

　それは、たしかにアメリアにとってもありがたい話だった。




　エリオットに告白を受けた翌日は、心身の疲労から部屋で休んだ。

　アメリアにとっては、前世を含めてもファーストキスだった。しかもエリオットがしてきたのは、濃厚な方の口づけだ。

　キスを思い返すたび、体温が上がってぐるぐると頭の中がいっぱいになった。

　しかもエリオットは、アメリアに恋をしているのだと述べたのだ。

（あの人が私のことを好きだなんて……、何かの間違いよ）

　だって彼の一番の好みは、やはりゲームのヒロインだろう。

　ヒロインであるソフィアに出会ったなら、きっと彼女と恋に落ちるに違いない。

「そうよ、キスの一つくらいなんなの。そもそも私の推しへの愛はっ、そんな個人的な悩みに負けてしまうほど軽くない！」

　次の日の祝日、アメリアは行動を開始した。

　明日にでもミッシェルに本音を聞くべく、まずはイリスバーグ侯爵家へ彼女宛ての手紙を出した。

　そして明日王宮に持っていく手土産の甘い菓子を選んで注文し、兄のロバートに頼んで紅茶店へと足を運んだ。




　そしてその翌日、アメリアは菓子とハーブ系の紅茶を持って登城した。

　待ち合わせていた休憩用の部屋へ向かうと、ミッシェルが席にゆったりと腰かけて待っていた。開いた窓からは、穏やかな風が吹き込んでいる。

「よく来てくれたね」

　ミッシェルは読んでいた本を閉じると、アメリアを温かく出迎えてくれた。

　待機していた彼女の侍女たちが、土産の菓子とハーブ系の紅茶を出していったん離れる。

（やっぱり、いつ見ても至福だわ）

　本日のミッシェルも、女神のごとく美しい。

　こうして正面から眺められるなんて眼福である。アメリアは、出された紅茶のハーブのいい香りが鼻孔内を通り抜けるのを感じながら、「ほぅ」と全身が一気にリラックスするのを感じた。

「私、一昨日は家族よりも先に帰宅してね」

　少しティーカップを口につけたミッシェルが、下ろしながら、さらりと銀髪を揺らしてにこっと微笑んでくる。

　所作のすべてが美しい。なんていい声なの。

　見つめ返されたアメリアは、途端にドキドキしてしまった。

「そ、そうだったのですね」

　答えながら、先日見た彼女の恋する乙女の表情を思い出して、いっそう胸がきゅんきゅんしまくった。

　まずい。令嬢としての皮がはがれてしまう。挙動不審になりそうになって、自分を落ち着けるために紅茶を忙しなく口にした。

「そういえば、君も参加していたらしいと聞いたのだけれど、姿が見えなくて。もしかして先に帰ったのかい？」

「ごほっ」

　あの時、アメリアは会場別室でエリオットに口づけをされていた。あの後、口紅が少し落ちているのを彼に指摘され、赤面で逃げ帰ったのだ。

「えぇと、実は殿下の婚約者としての初めての参加ということもあって、挨拶回りに少々気疲れしてしまったというか……」

「ああ、それは大変だったろうね」

　ミッシェルは、気遣う声で言った。

「みんな、『薔薇のごとく美しい姿だった』と話して盛り上がっていたのは、そのせいだったのか。私も、そのドレス姿を見たかったなぁ」

　見たかったと言われたのはうれしい。けれど、ミッシェルのドレス姿だけアメリアが見ていたという事実に後ろめたさも覚えた。

「殿下が、あまりの美しさに君を離さず、ダンスの相手を独占していたとも聞いたよ」

「え？　あの、別にそんな理由では――」

「一目惚れだ。そんな彼と、君が日に日に仲を深められているようで、私はうれしい」

　ミッシェルがどこか寂しげな微笑みを浮かべて、そっとティーカップに口をつけた。

　アメリアは、その声を聞いていて胸がきゅっとした。彼女も、本当は第一王子とダンスがしたかったのではないだろうか？

「そういえば、会場ではクラークと会ったよ」

　視線に気づいた彼女が、にこっと笑いかけてきた。

　ああ、なんと美しいお顔……とアメリアはまたしてもうっとりした。

「彼は仕事も兼ねての出席だったらしい。仕事に社交にと忙しかったのか、少し立食に誘ったら、もりもり食べていたよ」

「――そうでしたか」

　たぶん、それ、テンションが上がりすぎて挙動不審になっていただけかと。

　アメリアは笑顔を張りつかせ、そんな推測を胸の内でする。恋をしていると知った後だったので、余計にそうだったに違いない。

（というか、ミッシェル様と料理コーナーにいたとかうらやましすぎる……）

　その場面を想像したアメリアは、しゅんっとなった。

「私も、ぜひご一緒したかったです」

「次は一緒に食べて話そう。ああいう会場で友達と話しながら一緒にいられるのは、とても新鮮で。ああ、クラークは仕事があったようで、途中、軍服の騎士らに連れていかれてしまったな」

（彼、ずっとあなたのストーカーをしている騎士様ですからね）

　張り込んでいた相手と接触していて、それでいて挙動不審。何か起こる前にと推測して同僚か部下たちが連れ出した、という流れがアメリアには想像された。

　とはいえ、そう考えながらもアメリアはそわそわしてしまった。

　今日ここでお茶にしようと声をかけたのは、第一王子マティウスに対するミッシェルの本音を聞き出すためだ。

　しかしタイミングがなかなか掴めない。どうやって切り出せばいいのか。

「せっかくのアメリアからのおいしい菓子だ。いただこうか」

「あっ、はい！　どれも私のオススメですので、ぜひっ」

　アメリアは、わたわたとテーブルの上を示した。

「そうか、それは楽しみだ。せっかく三人分はあるから、クラークも私たちがいる間に来られればいいのだけれど」

　ミッシェルがそう言いながら、菓子を一つ手に取った時だった。

「ぜひ、いただきます」

　近衛騎士隊長クラークが、絶妙なタイミングで窓から現れた。

　ここは王宮の二階だ。窓枠に手と足をかけた状態の彼を見て、アメリアはぽかんとし、理解するための時間を要した。

「…………あの、どうしてそこから？」

「私の名前を呼ぶのが聞こえたもので」

　当然のような顔で答え、クラークが室内へ足を踏み入れる。

　ミッシェルが彼と窓を見比べ、考えさせられたような間を置いて、感心の声を漏らした。

「軍人というのは、すごいんだなぁ」

（違うんですよミッシェル様、彼はただのストーカー野郎なんです）

　アメリアがそう思っている間にも、クラークがその隣に座る。推しの顔と姿がバッチリ見られる場所である。

　ちらりと目を向ければ、眼鏡越しに生真面目な凛々しい目と視線が合った。

「これから聞くつもりなのでしょう。その大事な場面に、お前だけというのもうらやましすぎます」

「あ。それで仕事を猛然と片づけてきたわけですね？」

「当然です。そして最短ルートでこちらから」

（……窓の外に張り慣れているのが、ありありとわかる）

　アメリアがそう思っている間にも、ミッシェルがベルを鳴らして、別室に控えていた侍女を呼び彼の分の紅茶を淹れさせた。

　それからしばらく、お菓子の感想や好みなどで話が弾んだ。ミッシェルがアメリアの家でよく出される菓子に興味を持ってくれたためでもある。

　それはうれしい。しかし、せっかくクラークが加わったというのに、アメリアは引き続きなかなか本題を切り出せないでいた。

「クラーク様、ミッシェル様に切り出してみてください」

「無理です。ですからお前を頼りにしています」

「こういう時だけ私を頼ってどうするんですかっ」

　こそっと彼と話したアメリアは、そういえば友達計画も、自分が動いてのことだったと思い出した。

（……つまり尊いお方に聞き出すことを考えて、緊張がマックスになっているのか）

　よくよく見てみれば、クラークは二割増しでキリリとして見える。

　難攻不落の攻略キャラも、絶大な推しの前では冷静でいられないらしい。

「おっほん。ミッシェル様、実はお話があるのです」

　菓子の話に一段落がついたのをみはからって、アメリアは姿勢を正した。

　ミッシェルが不思議そうにアメリアを見つめ返した。クラークが背を伸ばし、いよいよキリッとした感じになる。

「話？」

「はい。実は私、先日の舞踏会で、遠目からミッシェル様をお見かけしていたのです。申し訳ございませんでした、でもあの時……お声をかけられなくて」

　これから話すぞと考えたら、途端に緊張してきた。

　するとクラークが、スカートの上で握られたアメリアの手を、テーブル下で励ますようにポンポンと叩いた。

（そうだ、私は一人じゃない。心強い味方だっている）

　アメリアは、すぅっと喉のこわばりが解けるのを感じて、言葉を続けた。

「実は、会場のそばにある庭園で、離れていく第一王子殿下を見送るミッシェル様を拝見しました。いったい〝どんなやり取りがあったのかは存じませんが〟その眼差しが、とても切なげに見えて。だからお声をかけられなかったのです」

　少し目を見開いたミッシェルが、打ち明けてくれたアメリアを気遣うような微笑みを浮かべた。

「……もしかして、舞踏会で私を捜してくれたのかい？」

「はい。私もミッシェル様とお会いしてお話をしたくって……でも、何かご事情があるように思ってしまったんです」

　会話を聞いていたとは言えない後ろめたさに、アメリアは声が小さくなる。

　でも、と思って、ぐっとスカートの上で拳を作った。

「勘違いだったらすみません。もしかしてミッシェル様は、第一王子殿下に特別な思いを寄せているのではありませんか？」

　思いきって確認してみると、しばし考えるような間があった。

　アメリアとクラークは、緊張して待っていた。もしかしたら答えてくれないかもしれないという緊迫感は、しかしミッシェル自身によって破られる。

「――幼い頃、陛下と友人関係にもあった両親に引き合わされたあの日から、ずっと、殿下は私にとって特別な人だったよ」

　ミッシェルが、思い返すように、静かに目を閉じてそう言った。

　療養生活中、体調が少しよくなったタイミングで、彼女はプライベートで別邸に訪問した国王夫婦とその二人の息子たちと顔を合わせた。

　それからというもの、読書が好きだという同じ趣味から、マティウスが「本の宝庫」と呼ばれている宰相の別荘にたびたび訪れるようになった。

「いつしか、来てくれる彼と言葉を交わす時間が好きになっていた。少しでも彼とのつながりを持っていたくて、こうして王宮へ……」

　ミッシェルは視線を落とし、痛むような表情を浮かべて胸元に手をあてた。

「彼と共に歩む未来を望んだとしても、覚悟や想いだけではどうにもならないことはある。完全完治とはいえ、療養期間も長すぎた。安心して王妃を任せられないと、みんなが言うだろう」

「そんなことは……」

「そうわかっているのに、こうして来てしまうんだ。なんて未練がましいんだろうって、つくづく自分にはあきれている。それでも……やめられなくて……」

　時たま、宰相のいる場所やあの別棟でマティウスと会えることを喜び、心の支えにしている自分がいるのだ、と。

　ミッシェルは、そうか細い声で途切れ途切れにつぶやいた。

　あの別棟に来るのは、マティウスも同じ気持ちだからなのではないか。

　アメリアは、同じ思いでクラークと目を合わせてしまう。あそこは『未婚の若い令嬢令息が行くことはない』と誰もが知っている場所だ。

「それに私も、自分の体が強くないことは自覚している。私の体を気遣って、彼を不安にさせて負担を増やしてしまったらと思うと……」

　悲しげにスカートを握ったミッシェルに、アメリアは胸が締めつけられた。

　何よりもミッシェルは、一番にマティウスのことを考えているのだ。

　優しい彼が国王となった時には、誰よりも一番の味方となって支え、不安もなく王としての務めを果たしてもらいたい。

　けれど優しいマティウスが、王妃の公務の一部を自身で負担する可能性もある。

　そんなことになったとしたら、彼の負担はかなりのものになるだろう。

（――ううん。でも彼には〝優秀な王弟殿下〟だっている）

　なぜか、アメリアの頭にパッと浮かんだのはエリオットだった。それから、優しい国王夫妻も、そして支持してくれている多くの側近たちも。

「大丈夫です。ミッシェル様、彼に想いを伝えましょう」

　気づいたらアメリアは、彼女のそばに寄って膝をつくと、ミッシェルの細く白い手をぎゅっと握りしめていた。

「殿下に、あなた様のお気持ちを打ち明けるんです」

「だが、私は」

「ミッシェル様、今とてもおつらそうです。黙っていれば、きっともっとつらくなります」

　アメリアは、前世生きていたことは鮮明には思い出せないでいる。しかし気持ちを殺して生き続けるつらさは、よく知っている気がした。

　するとクラークも立ち上がって、彼女の騎士のごとく、そっと片膝をついてミッシェルを見上げた。

「私もご協力いたします、ミッシェル様」

　そう気遣う声をかけられたミッシェルが、こぼれ落ちんばかりに目を見開く。

　クラークを見て、アメリアへと目を戻して――それを何度も繰り返したのち、不意に今にも泣きそうな表情を浮かべた。

「でも、君が思っている以上に、これはとても難しい望こみとなんだよ」

「いいえ。私、どうにか考えてみます。クラーク様だってそうです。ミッシェル様ががんばりたいというのなら、私たちが精いっぱいご協力しますから。だから、あきらめないことを、少し考えてくださいませんか？」

　今のミッシェルにとって、人生で一番の大きなことだろう。

　アメリアはすぐの返答は求めず、その場を侍女たちに任せてクラークと共に部屋を出た。




　大丈夫だと啖呵を切ったものの、まだノープランだ。

　部屋を出たところで、ミッシェルを励ましていたアメリアの気丈な態度も崩れた。

「どうしたらいいのかしら」

「第二王子殿下の方で、第一王子殿下のお気持ちを聞いてくださるとのことですし、あちらの反応次第にもなるかと思いますが」

　クラークが、少し考えてそう言った。

「うぅ、やっぱりそうよね。どうなんだろう!?」

「落ち着きなさい。ミッシェル様にお力になるとまで励ましたお前は、偉かったですよ。今聞いたお話だけでなく、先日の殿下たちの様子からしても、向こうにも好意があるのは確かでしょうし」

　ムードもなく彼にポンポンと手であやされたアメリアは、ずいぶん高い位置にあるクラークの顔を見上げた。

「じゃあ、ミッシェル様の恋が叶う可能性はある……？」

「お前、ミッシェル様のことになると、途端に涙腺がもろくなりますね。ひとまずは落ち着きなさい」

　アメリアの目がじわっとしたのに気づくと、彼がポケットからしわ一つないハンカチを取り出してぐしぐしと涙を拭う。

「しかし、あの二人のお気持ちがもし一緒だったとしても、ミッシェル様が述べたように、現状のままだとご婚約さえ厳しいかもしれません」

　兄に世話され慣れているアメリアは、素直に涙を拭われる。

「貴族同士の結婚よりも難しい、というやつですよね？」

「そうです。臣下らの反応も婚約に考慮されるでしょう。ミッシェル様自身、活動がほとんどなく、現在も体力的な部分に問題があると認識されています。そこについても考えなければなりません」

　今のアメリアも、同じく社交的なアピール活動などもいっさいしていない。支持されるような評判もないとすれば、自分の方こそ結婚も危ういだろう。

（その前には、婚約破棄されるんですけどね！）

　エリオットは、一目見ればヒロインに惚れるだろう。そうすれば気の迷いだったとわかって、契約も終了で婚約破棄だ。

　ふむふむとうなずいたアメリアは、訝るクラークへパッと目を戻した。

「クラーク様。私、ミッシェル様の心強い助っ人になってくれそうな方々が浮かびました」

「気のせいですかね。それは、先日まであなたが『ドリルが恐ろしい』とかなんとか言っていた方々では？」

「さすがはクラーク様です。まずは話を聞いてみようと思います！」

　そう告げるや否や、アメリアは早速ドレスを持ち上げて走り出す。

「お忙しい中ありがとうございます！　また後で知らせますからーっ！」

　叫びながら走っていったアメリアを見届け、残されたクラークが真面目な顔で一つうなずいた。

「相変わらず、考えが行動に直結する素直なお人ですね」

　今、王宮も社交界も〝第二王子殿下エリオットの素晴らしい婚約者〟について持ちきりだった。

　直近で加わった話だと、それまで社交辞令でも踊りたがらなかった殿下と「本命です」という意味合いのある連続踊り通しの仲睦まじいダンスを披露したこと。両陛下は大変安心した様子であったし、第二王子派の臣下らからも『願っていた恋愛結婚のようでよかった』と感激の声まで上がっていた。

　宰相の娘である神秘的な令嬢ミッシェルに笑顔を与え、彼女と擦れ違いがあったらしい後宮の者たちとの仲を取り持った。

　そして彼女が王宮に通うようになってから、城内の女性派閥にも、平穏と均衡といういい影響を与えている――などなど、アメリアの話題は尽きない。

「それを本人が無意識でやっているようだと教えたら、皆驚くでしょうか」

　クラークは少し考えたが、「――まぁ、いいか」とつぶやいた。

　彼女の『友達』である自分が、しばらく独占して、よさと共に真実を知っているのも悪くない。彼は仕事に戻るべく、アメリアとは違う方向へ歩き出したのだった。




　その翌日、正午を少し過ぎた頃。

　アメリアは、ひらひらが多めのドレスを選んで登城した。まずは近衛騎士隊のサロンに立ち寄り、それから騎士の一人にミッシェルへ伝言を頼んだ。

「お前、本当にするつもりですか？」

　昨日の今日で早い決行だ。近衛騎士隊のサロンからついてきたクラークが、隣を歩きながらアメリアへ確認した。

「たしか『物理的に記憶を飛ばされそうになった』と聞いたのは最近ですが」

「落ち着いて話せば、恐らくは王宮で一番のアドバイザーだと思うんです」

　アメリアは、きっと大丈夫という思いで大きくうなずいて答えた。

　実は昨日、折り入って重要な話があるのでアドバイスをくれないかと『白薔薇の会』の令嬢たちに知らせを出していた。

　そして、こうして特別サロンを目指しているところだ。

　後で報告を持っていく旨は、先程のミッシェルへの伝言に入れてある。

　アメリアは、エリオットがマティウスに気持ちを確認するまでに、今後の課題についても考えをまとめたいと思っていた。

「でも、クラーク様までついてきてよかったんですか？　この前、勝手に動くなと言われていたから、情報共有がてらいったん報告しただけなんですけど」

「以前、殿下だって護衛騎士を連れたのでしょう。英断だったと思います」

　話をすべて聞いていたクラークが、そう言いながら眼鏡を押し上げた。

「何かあった時は、私は全力でお前を守りますよ。それにミッシェル様の件でもありますから、私が付き合わない方がおかしいです」

　なるほど、つまりはうらやましかったのか。さすがは同志。アメリアだって、ミッシェルのために動けることが誇らしいと思っていた。

（今回は仲間外れにはしないからね、同志！）

　アメリアは、わかっているという思いでアイコンタクトを送ってみせた。

　それを見たクラークが、まったく以心伝心していないなと真顔になっていた。




　特別サロンに向かってみると、先日と同じく、そこには護衛中のムキムキ女装男子たちの姿があった。

　クラークが、迎えた彼らを正面からじっと見つめた。

　彼らも、至極真面目ないかつい顔で、冷徹眼鏡な美貌の近衛騎士隊長をじーっと見つめ続ける。

「あなた様の方から、いらっしゃるなんて思ってもいませんでしたわ」

　後宮の『白薔薇の会』の主である公爵令嬢ヴァレンティーナは、ソファに座ってアメリアたちを待っていた。

　ヴァレンティーナは、本日も凝ったドレス衣装に身を包み、強烈な印象のゴージャスな縦巻きの髪型をしている。彼女の後ろには、同じ髪型をした令嬢たちが見届け人のように数人立っていた。

「今日は殿下ではなく、近衛騎士隊長のクラーク・バトス様をお連れですか」

　ちらりとクラークを見やったヴァレンティーナが、興味もなさそうに視線をアメリアへと戻す。

「アメリア様、どうぞお座りになって」

　昨日、唐突に来訪の知らせを出したにもかかわらず、彼女はツンとした態度ながら丁重な客人扱いで着席を促した。

「紅茶は？」

「いえ、結構ですわ。ありがとうございます」

　長居はするつもりはないと伝え、アメリアは彼女の向かいのソファへ。クラークがその後ろに、騎士らしい姿勢で立った。

　すると、早速ヴァレンティーナが口を開く。

「お手紙は拝見しましたわ。何やら、ミッシェル様のことでご相談したい、とか」

「はい。すべてお話ししたいと思っています。ただ、ここで話すことは他言無用でお願いできますか？」

　アメリアは、まず大事なことを確認した。

　後ろで見守っている令嬢たちが、ただ事ではないらしいと察した様子で緊張を漂わせる。

　ヴァレンティーナが手を軽く上げ、令嬢たちの小さなささやき声を鎮めた。平然とした様子で、肩にかかった金色の髪を「ふん」と払った。

「思った通り、将来の王弟妃としても頼もしいお方ですわ。――そんなこと、手紙で『ミッシェル様の件』と見た時から、百も承知ですわ」

　頼もしいのはヴァレンティーナの方だ。

　アメリアは、心強さに勇気をもらってミッシェルのすべてを話した。ヴァレンティーナは時折、確認の言葉を挟みつつ話を聞いてくれた。

　やがて、すべての話が終わった。

「なるほど。わたくしも、これですべて腑に落ちましたわ」

　聞き終えた女装の護衛騎士たち、他の令嬢たち、クラークも見守る中、ヴァレンティーナが口を開いた。

「ご事情はわかりました。もしミッシェル様とマティウス殿下がご婚約を望まれるのでしたら、わたくしたちも全面的に応援するでしょう」

「ありがとうございます」

「ただ、問題が」

　ヴァレンティーナは頼られた相談役として、個人的な感情をすべて伏せ、冷静な面持ちで続ける。

「クラーク様がおっしゃられた通り、ミッシェル様が次期国王に確定しているマティウス殿下とご婚約されるには、大人たちを納得させなければなりません」

「ミッシェル様が言っていたように『安心させる』必要がある……？」

「その通りです。彼女は療養生活が長く、それでいて表立っての活動だってしておりませんから、完全完治を実感されていない方も多くいるでしょう」

　しかしミッシェルは、社交界では国一の才女とも知られている。

　縁談は受け付けていないものの、現在も国内外で嫁入りを望んでいるところは多々あるのだと、不安になったアメリアへヴァレンティーナは告げた。

「まずはご安心いただきたいのですが、これはアメリア様が思っている以上に簡単な問題でもあります」

「そ、そうでしょうか」

「ミッシェル様だからこそ可能、というべきでしょうか。いい条件は揃っています」

　ヴァレンティーナは、見ている全員が頼もしいと感じるほど毅然とした様子で、手振りを交えて言葉を紡ぐ。

「ミッシェル様は、現在も一部の強い派閥に『未来の国王妃となれるだけの実力がある』と強く推薦され続けてもいるのです。実は療養をされている間に、まだ学院生だった兄上様に代わって宰相様に助言をされ、領地経営や政治に関わるいくつもの実績を残されてもいます」

　それが、『才女ミッシェル』と社交デビュー前から人々に知らしめた。

「当時、お顔も出されていない状況下で縁談話が次々にあったといいます。とある土地の環境改善において陛下に貢献した時、彼女に爵位を与え女性領主とするのでは、という噂が立ったほどでした」

「お～、さすがミッシェル様！」

　アメリアが目をキラキラさせると、ヴァレンティーナは注意するわけでもなく、困った顔に初めてちらりと友好的な笑みを浮かべた。

「あなた様はお噂につられてお近づきになったわけではなく、ただ純粋にミッシェル様が好きなのですね」

　そう言ったヴァレンティーナの目が、クラークへと向く。

「ただただミッシェル様を尊敬されている、打算などできない令嬢ですよ」

　彼が、眼鏡を指で押し上げつつ答えた。

　褒められているのか、貶けなされているのかわからない。そうアメリアが思っていると、ヴァレンティーナが姿勢を正した。

「今も、あの方の実力は申し分ないとしている方々も多くいます。ですから、現在は婚姻も可能なお体であるということを示せば、ご婚約についての問題もクリアできるでしょう」

　活動可能であることを内外に示す。

　今もなお期待されている状況なので、早期の印象回復の可能性は十分にあるという。

　それを聞いたアメリアとクラークは、力のあふれた目を合わせうなずき合った。そしてヴァレンティーナたちに礼を告げて、早々に特別サロンを後にした。




「――と、いうことなんです」

　アメリアは昨日一緒にティータイムを過ごした部屋で、ミッシェルに伝えた。

　ミッシェルは一晩じっくり考えてくれていたらしい。伝言を受け取った後迎えの者をよこし、この部屋に迎えてくれた。

　ヴァレンティーナたちへ話を聞きに行ったことについて、ミッシェルはとがめなかった。ただ「ありがとう」と儚げな笑顔で答えた。

（でも……大事なのは、彼女の気持ちだわ）

　これまでずっと陰にいた彼女が、表立ってアピール活動するのもかなり勇気がいる。

　ミッシェルは、しばらくじっとしていて長らく考えていた。

　アメリアとクラークは、緊張してミッシェルの答えを待っていた。

「……私でも、できるのだろうか」

　彼女が、ぽつりと小さな声を唇からこぼした。

「ずっと、あきらめていたことだった。でも……ほんの少しでも望んでいいのだろうか。今からでも遅くないと、自分の願いのために努力しても……？」

　――それが、ミッシェルの本当の言葉こころ。

　アメリアは胸にぐっときて、咄嗟にミッシェルの前に膝をつくと、心細そうな彼女の手を包み込んだ。

「いいんですよ。今からだって、全然がんばっていいんです。遅すぎることなんて、人生には何もないんです」

　いつだったか、前世で誰かにそう言われたことがあった気がした。

「告白しましょう、ミッシェル様」

　そう言って、しっかりと手を握りミッシェルと目を合わせる。

「大丈夫です。みんな応援してくれます」

「そう、だろうか……」

　口にした彼女が黙り込む。

　しかし、少しもしないうちに、ふとミッシェルの湖のような綺麗な目から涙がこぼれ落ちた。

「この想いを、隠し続けることなんてできない。そう、君と話をした日に気づいてしまったんだ」

「ミッシェル様……」

「アメリア、私はね。ずっと自分で押し殺し続けていたが、私は……どうしようもないくらいに、彼が好きだ」

　ミッシェルの瞳から、涙がぽろぽろと落ちていった。

　幼い頃に生まれた初恋は、彼を想い、身を引くほどの深い愛へ変わった。

　それを感じたアメリアは、切なさに胸がぎゅっとなった。見守っていたクラークも、涙腺にきた様子で目頭を押さえている。

「彼に、想いを伝えたい。そうして、叶うならば彼と共にありたい」

　ミッシェルが、己の願いに耳を傾けるようにして胸に手をあて、一つずつ大事そうに口にした。

「恐らく、最初で最後の告白になるだろう。貴族の娘として生まれたからには、選べないとはわかっている。……それでも私は、彼がいい」

　最後、ぽつりと吐き出されたのは、彼女の本当の想いと言葉だった。

「任せてください。私とクラーク様がいます」

　アメリアは移りそうになった涙を腕で拭うと、深くうなずいた。

「彼女の言う通りです。僭せん越えつながら、私も精いっぱいミッシェル様をお助けいたします」

　目頭から手を離したクラークが、騎士の礼をとって頼もしく告げる。

　ようやくミッシェルの顔に少し笑みが戻った。クラークがハンカチを差し出して、同じく安心してアメリアは彼女の涙を拭った。

「ミッシェル様、まずは行動あるのみです！　私たちがサポートいたします！」

　アメリアは、クラークと共にミッシェルに力強く約束した。
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　アメリアたちが、ミッシェルとこれからについて話し合った日の夜。

「君からの呼び出しなんて、珍しいね」

　マティウスは王族の私室のテラスに出て、風にあたっていた。振り返った視線の先にいたのは、弟王子であるエリオットの姿があった。

「まぁな。一緒に勉強していた頃くらいか」

　忙しさが始まってからは、できるだけ休ませようと思っていた。

　素直じゃない彼はそう続けず、歩み寄り兄のいるテラスの柵にもたれかかる。

「単刀直入に聞くが、お前、宰相のところのミッシェル嬢が好きだろ」

「ごほっ」

　マティウスが珍しくむせた。

「……昔から思っていたけど、君、気遣いの間を置くことをしないよね」

「兄弟の間で必要があるのか？　お前は俺の兄で、俺はお前のたった一人の弟だ」

「相変わらずブレないなぁ」

　マティウスがやわらかな苦笑を浮かべて、夜の景色に目を向ける。

「これまでもずっと縁談の話を遠ざけている。公務を始めてからパーティーでも滅多に踊らなくなったのは、ミッシェル嬢がいたからなんじゃないのか？」

　エリオットが推測を続けると、マティウスが観念したように「ふぅ」と吐息を漏らして告白する。

「僕も、彼女がいいよ。……彼女しか見えないんだ。そう自覚したら、もう他の誰とも踊れなくなってしまった」

　でも、とマティウスが言葉をのみ込んだ。

　夜風が二人の間を吹き抜けていった。外を見つめる彼の眼差しは、望んでも叶わないのではないかという切なさが漂っていた。

「なら、がんばれ」

　エリオットは、辛気臭い空気を飛ばすようにして、兄であるマティウスの背中を力強く叩いた。

「痛っ！」

「遠慮するのはお前の悪い癖だ、他の誰とも踊れないくらい好きなら、あきらめんな。話は以上だ」

　軍人みたいな応答で、あっという間に話の終了を告げられたマティウスが、ぽかんとした。だが、その顔に不意に苦笑を浮かべる。

「君の口の悪さは、いったい誰に似たのかな」

「さぁな。俺は元々、優等生じゃない」

「そんなことはないよ。君はなんでもできる子だった――別に僕を引き立てるために、そんなことをしなくてもいいんだよ」

「……別に。そんなんじゃねぇし」

　エリオットはぶすっとした顔を、照れ隠しのように横にそらした。

「うん、ありがとう、エリオット。僕も勇気が湧いてきたよ」

　信頼している弟の肩に手を置き、向かい合わせてマティウスはそう言った。エリオットは尊敬している兄と、久しぶりにコツンと頭の横を合わせた。

「君が一目惚れして婚約したように、僕も、ずっと好きだった彼女と婚約ができるようにがんばってみようと思う」

「そうか。軍部寄りの連中については、俺に任せとけ。アピールしとく」

「ありがとう、エリオット」
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　――兄弟王子が寄り添う様子を、護衛たちがこっそり見守っていた。

　一緒にその様子を見ていたアメリアの兄、ロバートが感動的な雰囲気ぶち壊しで絶賛感激中だった。

「なんだよ～。いい兄を持った、いい弟じゃん……！」

　ぐすぐす鼻をすする彼は、実に貴族らしくない口調で感動を噛みしめている。

　アメリアとエリオットの仲がいい感じだと耳にし、「そんなこと妹から聞けていないのに！」とショックを受けた。

　こうなったら粗探ししてくれると、護衛班に飛び込んでここまで来た。だが行動力あふれるロバートの態度は、ここにきて一変した。

「あれがアメリアの相手なら仕方ない、応援する！」

　そうは言うものの、彼はかなり悔しそうでもあった。

　邪魔をしないのはいい。しかし兄弟愛に打たれているロバートを前に、護衛騎士たちは「変な貴族だなぁ」とこっそり思っていたりしていた。










四章　アメリア、推しのためにがんばります！




　翌日、アメリアはエリオットから吉報をもらった。

「兄上も、彼女に惚れているらしい」

　登城し、いつも通りストーキングスポットへ向かっていたら、その近くで待っていた彼に呼び止められたのだ。

　いったん近くの部屋に入って立ち話となった。

　どうやらマティウスは、婚約を認めてくれる味方を増やすつもりでいるらしい。そうして、ミッシェルに想いを伝えたいのだ、と。

「より忙しくなるだろう。俺は、一部サポートにもあたるつもりだ」

「想い合っている二人、なんて美しいんでしょうっ。やっぱり、お二人の気持ちは同じなんですね」

　アメリアは、昨日ミッシェルから聞けた本心もあって尊さを覚えた。これで心置きなく今日で計画を固めて、実行に移していけそうだ。

　もしうまくいけば〝告白イベント〟が起こるかもしれない。

　そして、ゲームにはなかった〝高貴なる令嬢〟のハッピーエンドまで見られるかもしれないと、アメリアの期待感も高まる。

「同じ、というとミッシェル嬢もそうだったのか」

「はい。ずっと好いていたそうです。それで、できれば次に参加するパーティーで想いを伝えたいと、昨日いろいろと考えて――あぁ！」

　突然大きな声を出したアメリアに、エリオットがビクッとする。

「急になんだ。びっくりするだろうが」

「いえ、ミッシェル様のことについて、私もご報告するのを忘れていました」

　昨日あったことを、アメリアはエリオットに話した。それから、自分たちがこれから三人でしようと思っていることについても。

「――慈善活動、か。たしかにいい案だ」

　エリオットが顎を手でなで、考えながら言う。

「そうすれば兄上の方の動きも早くなる。クラークが護衛につくなら、ぞろぞろ連れる必要もなくプライベートな活動ができるだろうしな」

「はい。実は、ミッシェル様のお兄様からも同じ意見をいただきました。ご訪問される個所については宰相様たちも案をくださるそうで、本日、ミッシェル様から話を聞くことになっています」

　ミッシェルは自身の兄に想いを打ち明け、帰宅後に両親にも相談したらしい。そして昨日中で、アメリアとクラークの元へ手紙が届けられた。

　心強いことに、家族は全面協力の構えだという。

「というわけで、私はミッシェル様にご同行します。ですから、しばらくは王宮へはこられないかと思います」

　これで話は終わりだ。

　そのまま退出を言い渡されるだろうと思っていたアメリアは、エリオットがじっと見つめてきて不思議に思った。

「どうかされましたか？　何か、他にも確認したいことが？」

「俺は、きちんと聞き出してきたぞ」

　エリオットが不意に歩み寄って、腰を引き寄せられた。あっという間に顎に指を添えられ、上を向かされる。

「ご褒美はないのか？」

　アメリアは突然で驚いた。近くから見つめてくる美しいエリオットの顔に、心臓がバクバクいった。

「ご、ごごご褒美……？」

　つい、声が裏返ってしまう。

　エリオットがさらに覗き込んできて、顎に添えられている指先が唇をなぞった。その動きでまさかと察したアメリアは、かぁっと頬を染めた。

「き、キスはしないって約束したじゃないですかっ」

「愛情表現だ」

「表現が過激すぎます！」

　じっと唇を注視されていて、アメリアはじわじわ顔が熱くなってしまう。

「これくらい普通だぞ。十八歳の男の健常な反応をナメるなよ」

（それを、成人前の女の子に言う!?）

　先日告白してきたばかりだというのに、ぐいぐいくるエリオットにアメリアはたじたじになった。

　ゲームの中では、攻めの溺愛スイッチが入ってヒロインに過度なキスをするようになるまで、もう少し時間的猶予があったような――。

「わかった。なら、今回はこちらのキスで我慢しておこう」

　不意にそう言われたかと思ったら、彼がぐいっと肩口に頭を埋めてきた。

　そのまま首にキスをされたアメリアは、しっとりとした感触にぴくっと肩がはねた。

「ひぇ!?　あ、ゃだ、ダメですっ」

　焦って突っぱねるも、彼は次々に口づけてくる。エリオットはアメリアの抵抗を容易に押さえつけ、白く透き通るような肌を軽く吸う。

「あっ……でん、か」

　その愛撫は、愛おしげで優しかった。チェリーピンクの髪ごと首の後ろを支え、彼のキスはますます密度が高くなる。

　ぞくんっと背を震わせたアメリアは、襟元を唇で探られる感触にハッとした。

「ちょ、何をもぞもぞしているんですかっ」

「これくらい、いいだろう。しばらくはミッシェル嬢につきっきりで放っておかれると思うと、俺の物だと刻みつけたくなる」

「よくないです！」

　初心なアメリアがなけなしの抵抗を見せると、それが彼を煽ったのか、エリオットがやや興奮した様子で唇をなめた。

「かわいい反応をする。俺がお前を本気で欲していると、ここで今すぐわからせてやってもいいんだがな」

　ゲームの中で一番〝盛ん〟で積極的に溺愛しまくるメインヒーロー。

　アメリアはそれを思い出して「ひぃえぇ」と震え上がった。しかも気のせいでなければ、彼は未婚だとアウトな方を考えている。

　その時、外から扉が開かれて知った声が聞こえた。

「仲睦まじいようで何よりです」

　平気な顔で入室してきたクラークが、廊下の人目を考えてか扉を閉める。

「なっ、クラーク様いつから……！」

「警備兵に教えられて、ご褒美のくだりで来ました。婚約者同士との配慮で、外の者に聞かれないよう私が扉の前で待ってましたが、それが何か？」

（それって全部聞いていたっていうことですよね!?）

　アメリアは羞恥心で真っ赤になった。わなわなと震えている彼女を、エリオットが当然の権利のように抱きなおして襟元を片手で整える。

　その時、クラークが「あ」と思い出した顔でアメリアに続けた。

「ちなみに、私はあなたの王弟妃としての教育が始まったら、正式にその護衛になることが決まりました」

「なんでそんなことに!?」

　王妃になるかもしれないミッシェルの方じゃなくてよかったのか。

　アメリアは困惑する。だが、クラークは満足げだった。

「うまくいけば、王室付き全部隊の指揮まで任せてもらえそうです」

　エリオットが「ほぉ」と満足そうに応えた。

「意外と早かったな。決定までもう少しかかると思っていたぞ」

「殿下のお力添えのおかげです」

　男たちの間で、勝手に話が進行している。エリオットがソフィアと出会ったら婚約も解消になるのに――。

　でもうまく考えがまとまらない。いつまでもエリオットが離さないでいるせいで、アメリアは恥ずかしくって先程から胸も高鳴りっぱなしだった。

（これはいっときの、エリオットの気まぐれ……！）

　そう心の中で言い聞かせ、ひとまずアメリアはミッシェルの件に集中することを決めた。




　その日以降、ミッシェルの慈善活動に付き合う日々が始まった。

　アメリアの唯一の気がかりは妹溺愛の兄ロバートの存在だったのだが、こちらは意外とすんなり話が済んだ。

「ふっふっふ。ミッシェル嬢とマティウス殿下のことなら聞いてるよ。アメリアのことは兄ちゃんが、時間厳守で現地まで送ってあげるからな！」

（……積極的に協力を申し出た兄が、ちょっと気持ち悪い）

　ロバートはミッシェルの件に協力的だけでなく、突如としてアメリアとエリオットの婚約も支援する姿勢になっていた。

　こうしてアメリアは、毎回ロバートに馬車で活動の場所へと送られることになった。クラークが臨時の護衛としてミッシェルを迎えに行き、現地で待ち合わせた。

「まるで、彼女だけの騎士になれたようで光栄です」

「……えーっと」

　アメリアは反応に困った。誇らしげに胸に手をあてたクラークの後ろで、侯爵家の数人の護衛たちが何かとても言いたそうな目を向けていた。

　ミッシェルの活動は順調に始まった。

　宰相閣下に代わって孤児院を訪問し、王都の施設なども回っていった。

「おつらくはありませんか？」

　子供たちのための教会を訪れた後、日中の日差しの下を再び歩き出したミッシェルの頬に伝う汗に気づいて、アメリアはねぎらうように拭った。

「大丈夫だよ、ありがとう」

　見つめ返してきたミッシェルの微笑みは、前向きだった。もっとがんばりたいんだ、神秘的な美しい湖色の瞳にそんな輝きが宿っていた。

「アメリア、すまない。君に侍女のようなことをさせてしまって」

「いいえっ、とんでもないです！」

　アメリアはやる気もみなぎって、元気いっぱいそう答えた。

「私がやりたいだけですから、お気になさらず！　まるでミッシェル様だけの侍女になれたようで、光栄です！」

　そばからクラークが、言おうか言わないでおこうかと見た。先程彼へ向けたものと同じ眼差しを、侯爵家の護衛騎士たちが揃ってアメリアに向けていた。

　その後も、ミッシェルのがんばりは続いた。

　慈善活動だけでなく、これまで間接的に助言をしていた政治施設にも訪れた。

　それから学会機関にも足を運んだ。ミッシェルは国内でも数少ない博士号を持つ令嬢だったようで、以前あった伝染病撲滅に貢献した学会団は、彼女の訪問を歓迎した。

「ミッシェル嬢、こうしてじかにお話しできること一同うれしく思います」

「私の方こそ、現地で学に触れられて光栄です」

　ミッシェルは、専門家、医師、そして学者たちの話をとてもうれしそうに聞いていた。とくに医療や衛生、国内政策と食料問題については熱心だった。

　実のところ、父や陛下たちから話を聞いて、気にかけていた分野であったらしい。結婚はせず、その方面で国に貢献しようと思っていたのだとか。

「そうやって学んできたことが、どんな形であれ、殿下たちの助けになれるのならうれしい」

　たとえ、もしこの告白がダメになってしまったとしても――と、ミッシェルはとても芯のある穏やかな声で、アメリアとクラークに語ってくれた。

　以前涙を見せて以来、彼女は心も強くなったようだった。

　ミッシェルは外回りだけでなく、宰相の仕事場にも顔を出して、兄と一緒に堂々と手伝うようにもなった。これまで影ながら支えていたことを知っていた者たちは、知らぬ者たちに自慢するように教えて回ったりした。

　それもあって、王宮内での認知度は一気に上がった。

　外からは遠方の学会組織やグループからも、ミッシェルを称賛し今後を後押しする正式な表明まで出た。

　ぜひ一度お越しくださいと、専門機関からもありがたいお誘いがくるようになった。幼い頃から国に貢献してきた才女と、ぜひ話したいという。

　その日は、社交界の挨拶活動を終えた足で、そのまま王都のフィーロ市にある専門機関へ向けて王宮から出発した。

「すっかり忙しくなってしまいましたね。我々三人が、こうして臨時で馬車で移動することも多くなりましたし」

「でも、侯爵家の皆様も安心してくれてよかったですよね。護衛騎士もつけられなくなって開放的で、私はこの活動が楽しくも感じています」

　馬車内にはアメリアとクラーク、そして向かいの座席にミッシェルが腰かけていた。

「いちおう、私は王宮の近衛騎士隊長で、護衛枠なのですがね」

「えへへっ、だってクラーク様は〝友達〟ですし！」

「お前、緊張感がなくなると令嬢らしさが途端に薄れますね。まぁ、たしかに、我々は〝友人〟です」

　すると、二人の会話を見守っていたミッシェルが、口元に指をあててくすりと微笑んだ。

「私も〝友達〟でいいのかな」

「もちろんですよ！」

　アメリアはバンザイする姿勢で即答した。

「友達三人で出かけるとか、わくわくしませんか？」

「ふふっ。うん、するね。とてもわくわくするよ」

「ミッシェル様、ご安心ください。現地に着いたら、これの緊張感はしっかり戻させますから」

　クラークが、ぽやぽやしているアメリアの頭を大きな手で掴んだ。これ、と言いながら少し揺らされてアメリアは目をむく。

「私って『これ』扱いなの!?」

　ぎゃーぎゃー騒ぎながらも、やっぱり三人の笑い声も絶えなくて――のびのびとした会話を耳にしている御者の表情も、朗らかだった。

　現場に到着すると、クラークがエスコートしてミッシェルの下車を手伝った。

「さぁ、次は――」

「よいしょっ」

　小さな荷物を持ったアメリアは、クラークのエスコートも待たずに元気よく降りる。

　伯爵令嬢なのではと育ちに疑問を覚えている彼のそばで、ミッシェルが「アメリアは、彼の表情を崩す天才だね」とくすくす笑っていた。

　御者が、いつも通り三人を見送った。

　本日もいい天気だった。

　専門機関の建物までの道のりを歩きながら、ミッシェルが日差しに手をかざし、肩から力を抜くように「ほぅ」と吐息を漏らした。

「まるで夢のようだ。こうして、友人と外でがんばっているだなんて」

　感じ入るようにミッシェルがつぶやいている。

　アメリアとクラークは、もういろいろと感激の叫びが出そうになった。しかし咄嗟のいい判断で、互いの口を押さえ合って防いだ。




　ミッシェルががんばるかたわら、アメリアもこれまで自粛していた彼女の社交を助けるべく、伯爵令嬢としても協力にあたった。

（一人でも多くの人たちに知ってもらおうっ）

　そうすることで味方になってくれる者だって、ぐんぐん増えるはずだ。

　参加できそうな茶会、集まりやガーデンパーティーを探しては、ミッシェルを連れて積極的に参加した。

　社会人経験があった前世の記憶も役に立った。まずは堂々営業スマイル、そして声をかけ流れるような接客スタイルでもってミッシェルを紹介する。

　もちろん引き合わせた後は、メインで話す役目をさりげなく彼女に譲る。

「意外でした。お前も、がんばれば社交できるものなのですね」

　護衛として参加したクラークにも感心された。

（まぁ、これまでは必要性を感じなかっただけだからね……）

　そもそも〝悪役令嬢アメリア〟は、ゲームの中で、婚約してから学んだ社交技術をふんだんに駆使していた。

　当然それは、今のアメリアもできる技だ。

　外から、社交界から、そして王宮内からミッシェルの活動は続いた。




　カレンダーは次の月へと変わった。

　活動を始めてから、どんどんミッシェルのよき評判を聞くようになっていた。王宮内を歩いていても、そこらからちらほらと「さすがは宰相様の才女だ」という言葉が聞こえてきた。

　見守ってくれている各ファンクラブや、令嬢たちからもありがたい応援の声が届いていた。『白薔薇の会』や公爵令嬢ヴァレンティーナからも頻繁に声をかけられるようになったアメリアは、自分たちが足を運んでいる場所での評判も上々だとうれしい報告をもらった。

「『白薔薇の会』の彼女たちも、こうして応援してくれているだなんて……。今度会ったら、感謝を伝えておかなければ」

　王宮の紅茶休憩の場でミッシェルに教えたら、うれしそうにはにかんでいた。

「泣いて喜ぶと思いますよ」

　その際にツンデレを発揮して暴れなければいいが……とアメリアは少しだけ不安がよぎった。

「告白の舞台を選ぶなら、次の陛下たちのパーティーが絶好のチャンスかと」

　クラークが、そうミッシェルへ切り出した。

「そこで殿下と踊っていただき、思いを伝えれば多くの目にも留まります」

　実は、マティウスがそれを計画立てていることを、アメリアとクラークはエリオットから知らされていた。

　ミッシェル側の活動によって、マティウスの方もうまく動けているらしい。

　エリオットからの手紙によると、複数の大貴族や側近たちから『噂のミッシェル嬢と一度、お見合いしてみるのはどうか』という声が上がる場面があり、彼がニヤケるのを隠すのに国王夫妻と内心笑いながら彼もフォローしたのだとか。

　――けれど、それをミッシェルは知らない。

「そう、か……最初で最後の告白だな」

　ミッシェルがひと呼吸挟み、緊張気味にそうつぶやいた。

　クラークは生真面目な顔のまま「はい」と応える。

「参加している臣下や大勢の貴族らから賞賛を得られれば、実質的に承認となり、そのまま婚約も叶うでしょう。いかがされますか？」

　あくまでも、ミッシェル自身の気持ちを優先する。

　アメリアとクラークが待っていると、意外にもミッシェルはあまり迷う時間を置かず顔を上げた。

「その日に告白するよ。がんばる」

　ミッシェルが、二人へ前向きな笑顔を向けて断言した。

　最近アメリアは、一皮むけたかのような強さを彼女の中に覚えていた。だいぶ明るくなって、積極的になり、精神的にも元気になっている気がする。

　一番の推しである彼女のそんな変化が、アメリアにはとてもうれしい。

（こうしてよく見るようになった明るい表情が素敵！）

　もっともっとミッシェルが幸せになればいいのにと、アメリアは心から願ってやまない。

　その時、ミッシェルが不意に唇をきゅっとし、そのまま下を向いてしまった。

「どうかされましたか？」

　アメリアは、その横顔を覗き込んだ直後にハッとした。

　ミッシェルは頬を薔薇色に染め、恥じらっていた。スカートの上でほっそりとした手を握りしめているさまは、いじらしくもある。

　クラークが、顔面は冷静ながらぶるぶると震え始めた。

（やばい、クラーク様もう声も出ない状況なんだわ）

　ここは、自分が尋ねなければ。アメリアは鼻血をこらえ、どうにか口を開く。

「み、ミッシェル様、いかがされましたか？」

「告白を思えば緊張するんだが、その、当日に勇気を出して彼と踊ることについて考えたら、……不謹慎にもにやけてしまう自分がいるんだ」

　つまりマティウスとダンスできるのが、うれしい、と。

　恋する乙女バージョンが至高だった。

　アメリアとクラークは「ゴフォッ」と欲望の雄たけびの一端が漏れた口を、ほぼ同時にすばやく押さえたのだった。
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　その頃、エリオットは王妃と兄王子との公務を終え、いったん自身の執務室に戻るべく足を進めていた。

　すると途中で合流した部下たちが、開口一番に吉報を口にした。

「殿下、めでたくヒューゴ殿が婚約したそうです」

　以前教会視察に代わりに行ったヒューゴが、一人の少女と出会っていた。

「そうか、ようやくか。俺にとって大切な幼なじみでもあるから、うれしい知らせだ」

　彼がよく教会へ通うようになってから、エリオットは仕事面で融通をきかせてやっていた。ヒューゴが交際を始めたのは、出会って間もなくのことだ。

「よかったですね、殿下」

「ああ。付き合いだしたと聞いた時は、まさか結婚まで考えるとは思っていなかったがな」

「それは同感です。でも遠くから見ても、なんだかいい感じだったんですよねぇ」

「たしかに。あいつ、あの個性的なデカい伝書鳥からの手紙も、いつもうれしそうに見てましたし」

　エリオットにとって幼なじみでもあるヒューゴ・ケインズは、誰からも愛される後輩気質の健気ないい男だった。

　彼の恋については、告白前からみんなで見守っていた。

「そのヒューゴですが、式の準備もあってお休みをいただくようです。相手が庶民籍とあって、子爵家三男として入籍に殿下たちの協力も欲しいそうで」

「ああ、ケインズ子爵は少し渋っている感じだったからな」

　思い返したエリオットは、しばし考える。

　今はミッシェルのことに協力し、婚約者としての時間も空いて暇がある状態だった。アメリアは彼女のことで頭がいっぱいで、婚約者であるエリオットだけに集中してもらうにはその解決がいる。

（――そう、ミッシェルの件が無事に終わったら、彼女には自分だけを見てもらい、存分に俺に愛されてもらおう）

　そのことについては、近々彼女にしっかり宣言しておかないといけない。

　エリオットは、何があろうと、もう彼女以外の妃を迎えるつもりはなかった。あの舞踏会の日、素直な赤薔薇色の瞳に自分を映されてからというもの、彼女への想いは強まるばかりだった。

　いつの間にか、彼女に恋をしていたのだと自覚した。

　衝動のままキスをした日以降、アメリアのすべてがいっそう愛くるしくてたまらない。

　彼女の全部を知り尽くしたい。小さな喘ぎ声一つではもう満足できないくらいに、エリオットはアメリアに夢中だった。

「いいだろう、兄上の方も予想よりうまく進んでいる。向かえる者たちを連れて、時間を合わせてヒューゴと彼女にまずは会ってやるか」

　エリオットは、ヒューゴに知らせを出しておくようにと部下へ指示を出した。
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　ミッシェルの件がうまくいっていると同時に、アメリアは自分が〝薔薇君の令嬢〟として着々と、第二王子の婚約者としての評価を築いているとも知らず――。

「はぁぁああああたまらん！　なんて麗しいお姿なのっ！」

　その日、アメリアは例の別棟の柱から、ミッシェルの方を盗み見てはぁはぁしていた。

　これから宰相室へ行く予定があるミッシェルは、緑に囲まれた小さな庭で休憩を取っていた。その手元にあるのは、宰相である父の仕事に役立ちそうな本だ。

　今日、ミッシェルは宰相の仕事に付き合う予定になっていた。

「真面目な横顔も、素敵すぎるわ」

　アメリアは、うっとりする。最近は忙しくしていたから、こうやってじっくり堪能するのも久々な気がする。

　周りから向けられている視線が痛いが、かまうものか。

（――私はっ、推しへの愛を隠したりしない！）

「うぅ、やっぱり本人を前にするとすっごく話しかけたくなるわね……っ」

　声を聞きたくてたまらないと、アメリアは葛藤した。

　廊下を通りすぎていく若い警備兵たちが、首をひねって「普通に声かければいいじゃん」とつぶやいたりしている。

　アメリアがこうしてミッシェルの姿を盗み見――様子を見に来たのは、少し力が欲しかったからだ。

　実はこれから、十代の令息グループの代表と会う予定になっていた。

　ミッシェルの件で協力したいと、令息グループや若者で構成された派閥も名乗り出て動いてくれていた。

　そんな中で、ヒューゴのファンクラブの令嬢たちに、新たに協力者として参入してくれたグループがいると教えてもらったのだ。

　ミッシェルは宰相に同行するため、アメリアの出番はない。しかし、そんな時だからこそ自分ができることをがんばろうと本日も登城していた。

（せっかくの紹介っ、がんばるわよ！）

　アメリアはそう意気込み、待ち合わせていたサロンを目指した。

　令嬢たちから聞いていた特徴のある少年は、捜してすぐに見つかった。

「あなたが『読書会』のリーダー、子爵家のアーロ・ヴィレッド様……？」

　癖っ毛の明るい髪色をした少年が、椅子から勢いよく直立した。それはアメリアが最近知った、とある令嬢とまったく髪質も雰囲気も似ていた。

「は、初めましてアメリア様！　姉のメルビーから話はかねがね聞いておりますっ。お、俺はヴィレッド子爵家の三男、アーロです！」

「メルビー・ヴィレッド嬢の弟さんですわね？　ちょうどこの前も、ガーデンパーティーで話したばかりですのよ。このたびはご協力をありがとうございます」

　アメリアは令嬢らしい気品を意識し、にこっと微笑む。

　アーロの頬が紅潮した。彼は慌てて視線をそらす。

「ミッシェル様の件は聞いていますっ。『読書会』といっても、本好き同士がお喋りを楽しんでいるだけですが、ミッシェル様のことを知っていただけるよう、俺らが足を運ぶティーサロンでも話題に出していく考えです」

「それはすごく助かりますわ。男性の社交の場ですもの」

　アメリアが感謝を示すと、アーロは余計に早口になる。

「ミッシェル様は、元々すごく期待をされていた方でした。こうして表に立ってご活躍されるようになったことを、俺たちや上の世代の人間はみんな喜んでいます。それを後押ししたというアメリア様とクラーク近衛騎士隊長様のこと、とても尊敬しています」

　これまで陰での活動を応援していた者たちは、ミッシェルが決意を固めて本活動に乗り出したことで、盛大に声援を上げていた。

　そして、普段は見守るばかりだったアーロたちのような者たちまで、感化され動き出している。

　何よりアメリアは、人と人とを通して、ミッシェルのよさが知られていっていることにもうれしくなる。

「そうなのですか。ありがとうございます」

　アメリアがうれしげに笑うと、今度こそアーロがぽーっとなった。

「あ、あの、アメリア様。もしお時間があるのでしたら、少しお茶でもご一緒にいかがですかっ？」

「私と、ですか？」

　意地悪な印象があるから、より緊張させてしまったんだろう――そう思っていたアメリアは、唐突な誘いに驚いた。

　真っすぐ見つめ返されたアーロが、見る見る赤くなって焦ったように続ける。

「そのっ、殿下のご婚約者様で、伯爵令嬢であるアメリア様をお誘いするなんて、俺の立場ではおこがましい話かもしれませんが、才女の一人と数えられているあなた様のお話もぜひ聞いてみたくて」

　それを聞いて、アメリアはこめかみがひくついた。

（……どうしよう、かなり買いかぶられているっぽい）

　少し前まで引きこもりで、勉強が趣味のようになっていただけだ。本物の才女であるミッシェルに比べれば、アメリアなんて全然普通である。

　難しい話になったら、ボロが出る予感がある。

　まずい。断ろう。しかし予想もしていなかった展開だったため、失礼にならないよう断る対応法がすぐアメリアの頭に出てこなかった。

「あの、アーロ様、私は――」

　その時、戸惑いながらぎこちなく出されたアメリアの声に、不意に美しい男性の声が重なった。

「すまない。彼女は、これから俺と二人で休憩する予定なんだ」

　そこにいたのはエリオットだった。にこっと社交辞令の美しい笑みを浮かべ、彼はアメリアの肩を抱き、あっさりアーロから引き離す。

「というわけで、俺の婚約者を返してもらってもいいかな？」

　同性でも見とれる第二王子の美声と笑顔を受けたアーロ少年が、コクコクとうなずき、あっさり去っていった。

　無駄のないスムーズな対応だった。

　アメリアは、エリオットがとてもかっこよく見えてしまって、落ち着かなかった。

「えぇと……ありがとうございました。助かりました」

　ゆくゆくソフィアと恋をする人だと自分に言い聞かせ、高鳴りかけた胸を押さえてエリオットの腕から抜け出した。

「別にいい。それに、お前に用があったからな」

「私に？」

　きょとんとしたら、エリオットが形のいい唇を少し引き上げ、アメリアの目を覗き込んでくる。

「な、なんですか？」

　急にぐっと近くなったエリオットの顔に、心臓がばくばくする。

「いや？　お前が日々ミッシェルへの同行からサポートまでがんばっているのも〝よく知って〟いる。おかげで評判も上々だ」

「そう、ですか……」

　なんの評判かはわからない。それに、それが『上々』であることで、どうして彼が上機嫌そうなのかもアメリアには思いあたらなかった。

　エリオットが、フッと大人びた笑みを浮かべた。

「――だが、そうやって他の男にいい顔を向けられていると、どうにかしてやりたくなるんだけどな」

　サロン内には多くの人の目があるのに、彼が怪しげに唇を寄せて耳打ちしてきた。

（どうにかって、何!?）

　なぜか急激に鼓動が速まる。アメリアが動揺したその時、彼が真面目な雰囲気をまとってそっと手を取ってきた。

「アメリア。ミッシェル嬢の件が終わったら、今度は俺だけを見てほしい」

　その真剣な眼差しに動けなくなってしまう。

　視線だけで体の奥が熱くなって震える。エリオットがまるで大切そうに名前を呼んできたから、へたに茶化して返すこともできなくて。

「返事は？」

　促され、慌ててこくこくとうなずいた。

　彼が満足そうに、美麗な顔に艶なまめかしい笑みを浮かべた。そのままアメリアの手を自分の口元へと運ぶ。

「約束だよ、アメリア。その時を楽しみにしてる」

「――あっ」

　握り込んだ指先に口づけられ、アメリアは小さく震えた。

　その瞬間、サロン内から「ひゃあ」やら「ひゅー」やら「素敵っ」やらといった男女の黄色い声が上がった。

　アメリアは、迂闊にも言葉が出ないほど真っ赤になってしまった。

「俺の婚約者は、実に愛らしい」

　エリオットは周りの者にも聞こえる声で悠々とそんなことを言ってのけると、「それではまた」と言い残して去っていった。

（く、……悔しいぃ！）

　アメリアは、いまだドキドキが止まらない胸を手で押さえ、真っ赤に恥じらう顔でわなわなと震えた。

　この表情をここにいる人たちに見せつけるために、エリオットはわざわざこの場で言ってきたのだ。

　でも今はあんな彼だって、ゲームのヒロインであるソフィアと会えば、すべてが変わるはず――。

　そうしたらアメリアに『白紙にしてくれ』なんて言っていたことも忘れて、エリオットは平気で婚約破棄をお願いしてくるのだろう。

　そう考えたら、どうしてか胸が苦しくなった。

（ソフィアちゃんは今、どうしているだろう？）

　アメリアは悩ましいため息を漏らした――自分の知らないところで、彼女の物語が進み続けているのを知らないでいた。




　その数日後、国王夫妻の結婚記念日のパーティーが開催された。

　王都の町ではお祭りが開催され、王宮へ次々に向かう馬車も盛大に見送られた。もちろんその中には、アメリアのクラレンス伯爵家の馬車もあった。

「ふぁーっ、緊張する！」

　両親と離れて早々、アメリアはたまらず思いをいったん吐き出した。

　隣にいた兄のロバートが、そんな妹を不思議そうに見下ろした。

「新作のドレス、似合ってるぞ？」

「別に衣装に緊張しているわけではありませんわ、お兄様」

　アメリアは、途端にすんっとなって答えた。

　本日、いよいよミッシェルが告白する。前もってマティウス側の段取りもクラークと共に知らされ、昨夜はなかなか寝つけなかった。

「それに、どんな衣装を着ようと私なんてレベルが知れていると開きなおれば、緊張なんてないですわ」

　それは『白薔薇の会』で着飾った時にも薄々感じていた。自宅の支度鏡で見る数を重ねて、アメリアは悟ったのだ。

　私、ドレスに着られている感がする――と。

「ほんとおかしなことにね、あるべき〝伯爵令嬢アメリア〟の高貴さを感じないのです。つまり私、誰にも注目されないくらい内側から出る品がないと気づいたのですわ」

　アメリアは真面目な顔で、恥ずかしげもなく語った。

　会場に入ってすぐのところにいる彼女を、入場者と受付の者たちが「何言ってんだ……？」という顔でちらちら見ている。

　ロバートが、深く考えないまま「ははっ」と笑った。

「兄ちゃん、お前が何言ってるのかわかんないなぁ」

「ええ、そう思って本心を語りました」

「僕の妹は、どんなドレスも素敵に着こなせてしまうくらい世界で一番かわいいぞ！」

　人の話を聞いているのかいないのか、感極まったように兄がアメリアをぎゅっと抱きしめた。

　大袈裟な感想だなぁと思ったのに、アメリアはされるがままでいた。

（どうしてだろう……、すごく懐かしい感じがするわ）

　その大きな胸に頬をあてれば、不思議と緊張が解けていく。

　じっとしていたロバートが、アメリアが大丈夫なのを察知して身を離した。ニカッと笑って言う。

「んじゃ、僕は父上たちのサポートに回るから、アメリアは殿下と仲よくな」

　なぜか全面協力的なウインクまでされてしまい、アメリアとしては兄の心境変化前に何があったのか気になってしまった。




　日中開催となったパーティーは、先日の舞踏会とは違った明るいきらびやかな華々しさがあった。

　扉や窓は、すべて開けられて風通しがいい。

「あら、殿下」

　会場内を進んでしばらくもしないうちに、アメリアはばったりエリオットと会い、合流した。

　しばしエリオットは、呼吸でも忘れたみたいに立ち止まっていた。彼女が不思議そうに小首をかしげたタイミングで、やや遅れて歩み寄ってきた。

「今日も、一段と綺麗だ」

「え？　ああ、ありがとうございます」

　きっと社交辞令だろうと思って、アメリアはさらっと答えた。

　けれど今日の彼女は、大きめに背中の空いた大人びたドレスを着こなしていた。その華奢な背を隠すように下ろされたチェリーピンクの髪。彼女の目や髪に合う上品な薔薇の花弁をモチーフにしたスカートは、あえて濃い紺色で凝ったデザインもされていた。

　誰が見ても、それは婚約者のエリオット殿下の瞳の色だとわかる。

　そして、全身にまとったドレスをより美しく彩るのは、彼の艶やかな金色の髪だと一目で連想させる美しい刺し繍しゅうだ。

　背からウエストのラインまで魅せる少しセクシーにも見えるドレスということもあって、実のところ下車してからずっと人々の目を集めていた。

　エリオットが、目の奥にほんのり熱を宿して、アメリアの手を包み込んだ。

「本当だ、アメリア。この会場の中で、君は誰よりも美しい」

　エリオットの口からこぼれた言葉に、周りで見守っていた者たちから「まぁ」と、うっとりした声が上がる。

　まるでゲーム画面で見ていたみたいに甘く告げられ、アメリアは顔が熱くなった。

「わ、私はたいした娘ではないのです」

　アメリアは思わず視線を落とした。しかし、手をきゅっと握られてしまったかと思ったら、彼が頭を少し屈めてきた。

「そんな謙虚なところも、とても好ましい」

　顔を覗き込む彼の視線を感じて、アメリアは心臓をばくばくさせた。

　気のせいか、視線だけでなく彼の声も何もかも甘く感じた。

「アメリア、こっちを見て」

「み、見られません」

　不意に彼の方へ引き寄せられ、顎に指を添えられ顔を上げさせられた。

「なら、こうしよう」

「え？　――あっ、ン」

　アメリアの唇に、迷いもなくエリオットの唇が重なった。

　おぉ！と周囲から黄色い歓声が飛んだ。すぐにキスは終わったけれど、惜しむかのように唇を舌でなでられて、アメリアの胸が甘く疼いた。

「――ここが会場なのが、残念だ」

　アメリアの唇に余韻を残し、エリオットが離れる。

「なっ、なななな何をするんですか！」

　彼女はパッと離れると、真っ赤な顔になって抗議した。キスは禁止って言ったじゃないのと睨みつけたが、効果はなかった。

「あまりにも美しいから、他の虫が寄らないように見せつけてやった」

　ただただ我慢できなかっただけ、とは素直に言わず、エリオットは意味深に唇をぺろりとなめた。

（生々しいから、そこで唇をなめないでっ！）

　そんなアメリアの恥じらいに潤んだ目は、エリオットを悦ばせるだけだった。

「さぁ、行こう」

　エリオットがアメリアをエスコートし、マティウスがミッシェルを踊りに誘う予定であるという場所まで移動する。

　会場には続々と参加者たちがやって来ていて、次々に上位貴族や名家の入場の名前が呼び上げられる声がしていた。

「クラーク様も、合流できたらよかったんですけど」

「陛下たちの護衛にあたっているが、途中からは移動警備に変わる。そこで合流すればいい。あちらからでもダンスは見られるしな」

　両陛下のそばというと、入場もよく見える位置だろう。

　その時、ミッシェルと兄夫婦の入場を告げる声が聞きこえた。

「あっ」

　パッと顔を上げたと同時に、会場内の賑わいがいっそう増した。誰もが登場を心待ちにしていたようで、注目と歓迎の会話が飛び交った。

　信頼されているのだ。誰もが、彼女の活躍を望んでいる。

　アメリアは胸が熱くなった。きょろきょろしたのに気づいたエリオットが、足を止めて視線の高さを合わせて指差した。

「見えるか？　今、陛下のところへ向かって歩いている」

　立っている参加者たちの間から、多くの人々に温かく迎えられるミッシェルの姿が目に留まった瞬間、アメリアは赤薔薇色の瞳を潤した。

（ああ、こんな光景が見たかったの）

　ずっと一人、王宮の奥の別棟でひっそり過ごしていたミッシェル。

　ゲーム画面で見ていた時と違い、同じ世界で生きている彼女を見ていて、アメリアはとても孤独だと感じた。

　そんな彼女が、歓迎を示す大勢の注目の間を、恥ずかしそうながらも笑顔で応えて進んでいく。

「ミッシェル様、よかった……」

　ミッシェルは長い銀髪を、初めて堂々結い上げ尊顔も見せていた。豪華なドレスに身を包み、複数の種類の布が使われたスカート部分は銀を織り込んだかのようにキラキラしている。

　感動しているアメリアを見て、エリオットがフッと口元に笑みを灯す。

「お前は、本当にミッシェルを〝尊敬していて好き〟なんだな」

　そっとエリオットに手を引かれ、共に歩き出しながらアメリアは「うん」と素の反応で答えていた。

「ミッシェル様は、私の人生に光を与えてくれた人なの」

　悪役令嬢に転生してしまったと気づいた時も、前世でもそうだった。

　答えながら、アメリアは思い出した。

　父が亡くなって数年経った高校時代に大きな法事があって、それを境に急に何もかも興味がなくなってしまった。そんな時にオタク友達が勧めてきたのが、【ソフィア・ハーバーと青い鳥】の乙女ゲームだった。

「お前は、寂しかったのか？」

　何やら思案する顔で黙り込んだエリオットが、何をどう解釈したのか、そんなことを言ってきた。

　どうして、突然そう問われているのかわからない。

　でも――それは案外間違ってもいないとアメリアも気づいた。ゲーム中の〝悪役令嬢アメリア〟も、ある意味孤独な子だった。

「ううん。だって、この世界にもお兄様がいたから」

　謎のような短い回答だったが、エリオットは「そうか」と納得してくれた。

　エリオットが肩を抱いて、アメリアから人の肩を避けてくれる。ここは立ち見席側なので人の混雑がすごかった。

　ようやく人混みから抜け出せた。目の前にはダンスフロアがある。

「アメリア、大丈夫か？　ドリンクでももらおうか？」

「え？　いえ、大丈夫ですわ――あぁ！」

　ダンスの音楽が流れ出し、参加者らがパートナーと踊り始めた。つられて見たアメリアが、大きな声を上げエリオットの肩がはねた。

　観覧側にいた人々から、一際大きな歓声が上がる。それは、これまでダンスには参加していないでいたマティウスが歩いてきたからだ。

　そして、彼の視線の先にはミッシェルの姿があった。

「ミッシェル嬢。僕と、踊っていただけませんか？」

　マティウスがほんの少し頬を紅潮させて、紳士としての礼をとってミッシェルを誘った。

「はい……。喜んで」

　これまでダンスの場に足を踏み入れることがなかったミッシェルが、化粧を施された頬を薔薇色に染め、差し出されたマティウスの手を取った。

　それだけで、会場の賑わいは期待を漂わせ大歓声へとなる。

「う、美しい二人の愛……！」

　アメリアもまた絶賛感動中だった。一心に手を組んでいる彼女を、エリオットが隣から見下ろしやわらかな笑みを浮かべる。

「二人に夢中、か――しかし、そうされてもますます愛らしい」

　言いながら、彼が頭を傾けてアメリアに寄り添った。その姿はマティウスたちと重なって尊く、一緒に見ていた紳士淑女たちをうっとりとさせた。

　すぐそこのダンスフロアで、早速マティウスとミッシェルが踊り始める。

　まるで恋をしていると言わんばかりに、彼女を見つめるマティウスの目は穏やかだった。ミッシェルだけを優しく見つめ、体が離れるようなステップは踏まずにゆったりと踊り続ける。

　ミッシェルもまた、恋した女性の表情で彼だけを見ていた。ダンスの技術を披露することもなく、ただ一心にマティウスにリードを預けている。

　それは美麗で、絵になる光景でもあった。見ている誰もが夢中になり、もはやダンスフロアは、二人だけの世界になってしまっていた。

（やばい、口からいろいろと出てしまいそう）

　アメリアは感極まった表情の下、この雰囲気だけはぶち壊すまい、とマックスを超えた興奮を必死にこらえていた。

　口元を両手で押さえ、小さくぷるぷると震えている。

　大きな赤薔薇色の瞳を潤ませ、時々「はぁ、素敵」と震える吐息を細く吐く姿は、男心を大変くすぐるほどに愛らしい。

　エリオットがその愛らしさに胸を打たれて、眼差しの熱を強めた。

　たまらず、彼は肩を抱いている彼女を、より自分の方へと引き寄せる。

「アメリア。実は……その、俺はお前のそういうところも、好――」

　その時、周りの女性たちから甲高い歓声が上がった。

　直後、手で覆っているアメリアの口元から「ゴファッ」と噴き出す音が漏れ、男女の大歓声に大興奮を紛れ込ませた。

「今のターンの見つめ合いが最高！　ミッシェル様素敵！　うわぁあぁあぁ推しが尊いよおおおおお――ぐぇっ」

　目のきらめきと興奮がピークに達した次の瞬間、アメリアはエリオットに頭を鷲掴みにされた。

「お前、聞いてるか？　せっかく振りしぼった勇気を台無しにしやがって」

　そこには静かにブチ切れているエリオットがいた。以前にもされたことが脳裏をよぎったが、アメリアには彼の言い分に覚えがない。

「……あの、すみません。えぇと聞いてませんでした」

　なんで彼はめちゃくちゃ怒っているのか。そう戸惑っていると、エリオットが頭から手を離した。

　ホッとしたのもつかの間、いまだ続く人々の賑わいの中、アメリアは彼に髪をするりとすくい取られて心臓がはねた。

「お前がずっと望んでいたことだから今は我慢してやるが、これが終わったら、俺だけを見てもらう」

　怪しげに微笑んだ彼に、そのまま髪にキスをされて、アメリアは一気に体温が上がるのを感じた。

　ドキドキしてしまって、踊るミッシェルのことも少し頭の中から飛んだ。

　おかしい。この胸の高鳴りは推しだけのはずだったのに、目の前にいるエリオットがどうしてかとても素敵に見えて、視線をそらせない。

「なんだ、ミッシェル嬢たちの方を見なくてもいいのか？」

　エリオットが、美麗な顔にしてやったという笑みを浮かべた。

「み、見ますとも！」

「ふふふ、そうかそうか」

　言いながら、彼が満足そうにアメリアの肩を抱き寄せ、自分の体の横に囲う。

「ちょ、殿下、くっつきすぎですっ」

「『殿下』ではなく、エリオット、と」

　不意に大きな手で顎を固定されたかと思ったら、少し上を向かされ――アメリアはエリオットに頬へちゅっとキスされていた。

「ひぇっ、雰囲気が甘い！」

　思わずアメリアの口から、羞恥の悲鳴が漏れる。

　令嬢たちがその様子に羨せん望ぼうの眼差しを向け、既婚者たちから微笑ましく見守られているとも気づかず、アメリアはたじたじになった。

　その時だった。

「あっ、おいあれ見ろよっ」

「あれはもしかして……!?」

　音楽が小さくなり、観覧していた者たちがハッと声を潜める。

　アメリアはハッと人々の視線の先を追う。そこには、ダンスをやめたミッシェルとマティウスの姿があった。

　マティウスは手を取ったまま、彼女だけを見つめている。

「ミッシェル嬢。昔、僕らが出会った別邸を覚えている？」

　演奏音も波が引くように消え、ささやかなざわめきさえもなくなった会場内は、まるで二人のためだけの舞台のようだった。

　問われたミッシェルが、一呼吸置いて小さくうなずく。

「もちろんですわ、殿下。……忘れたことなど、ございません」

　彼に想いを告げる目的を思い出したのだろう。ミッシェルは緊張を漂わせ、けれど覚悟を決めたように唇をきゅっとした。

「あの、殿下――」

　だが、続く言葉はマティウスの声に遮られた。

「僕は、あの日から、ずっと君が好きだったんだ。勉学にも教養にも自信がなかった僕に『教えてあげよう』と笑ってくれた君、楽しく本の話をしてくれた君――それからの日々の全部が、今も、目に焼きついて離れない」

　ミッシェルが湖色の目をゆるゆると見開く。声も出ない様子なのは、突然のプロポーズなんて思いもしていなかったのだろう。

　マティウスが握る手を引き寄せて、もう一歩ミッシェルへ近づいた。

「ミッシェル嬢、僕と結婚してほしい」

「まっ、マティウス!?」

　突然のプロポーズを受けたミッシェルが、頬をパッと恋の色に染め上げて、思わず彼の名前を呼んだ。

　プライベートでは、普段から名前で呼び合っていたのだろう。先日、アメリアが夜の庭園で見た時と違い、マティウスはとてもうれしそうに微笑んだ。

「ふふっ、こんな君が見られるなんて、勇気を出して告白してよかったな」

　幸せそうにマティウスが笑った。彼は同じ想いを抱き続けていたからこそ、彼女の反応から秘められた想いも察したようだった。

「……あなたには、いつだってかなわないな」

　ミッシェルが恥じらいつつも唇を尖らせる。けれど、照れ隠しのようにそう告げた彼女の美麗な顔には、はにかむ微笑がこぼれていた。

「私も今日、ここで告白しようとしていたんだ。マティウス、あなたのことが、初めて出会った時からずっと好きだった、と」

「ミッシェルは、相変わらず凛々しいなぁ。とてもうれしい。でもね、プロポーズくらい、僕に譲ってよ」

　彼が小さく笑えば、ミッシェルもやわらかな笑みを漏らして「たしかに」と緊張も解けた相づちを打った。

「ねぇミッシェル。どうか、ずっと僕のそばにいて」

　改めてマティウスが微笑み、そう告げた。

　その手を、ミッシェルは迷うことなくきゅっと握り返す。

「はい。喜んで」

　互いの気持ちが通じた喜びなのか、観衆に見られている恥ずかしさからなのか。ミッシェルが彼と同じように頬を染め穏やかに笑い返した。

　直後、会場内は大歓声に包まれた。

　マティウスがプロポーズし、侯爵令嬢ミッシェルがそれを受け入れた。国王夫婦の結婚記念日というよき日の中での吉事だ。あっという間にマティウスとミッシェルのもとへ人が集まっていった。

「はぁーっ、この瞬間が見られて最高！」

　アメリアは、手を組んで目をうるうるさせた。

　とっても素敵なプロポーズイベントだ。王子であるマティウスからの、というところもまたキュンポイントで、彼女の胸はキュンキュンしまくった。

「たまらん！　素敵すぎっ！　おかげで愛おしさ神級のミッシェル様の表情も、すべてこの目に焼きつけたわ！」

「お前、俺が隣にいるのを忘れるなよ」

　エリオットが、悔しさが滲む声で若干苛立ったようにアメリアへ告げた。

　一瞬本気で彼の存在が頭から飛んでいたアメリアが、気づいて謝ろうとした時、後ろから知った声が聞こえてきた。

「私も、大変『最高』でした」

　振り返ってみると、そこにはマント付きの礼装軍服に身を包んだクラークの姿があった。

「クラーク様！　よかった、一番近いこの距離でミッシェル様を拝見できたんですね！　でも、どうしてここに？」

　たしか、打ち合わせではダンス終了後だったとアメリアは思い出した。

「鼻血を出しまして」

「鼻血!?」

「クラーク、お前いったい何をやって――」

「私はこらえられたのに、クラーク様は無理だったんですか!?」

　エリオットが、横からそう叫んだアメリアを見た。

「ん？　なんですか？」

「いや……そういえば、お前らは同じ〝猛烈なファン同士〟だったなと思い出した」

　あきらめ気味にエリオットが手を額にあてる。

　アメリアは同志を心配して、すぐにクラークへと目を戻した。

「でもクラーク様が鼻血を見せるのも初めてのミスですよね。大丈夫だったんですか？　陛下たちのおそばだったんでしょう？」

「はい。唐突の出血で、両陛下も驚かれたようです。部下と周りの者たちにも騒がれましたが、私は包み隠さず『美しさにあてられた』と答えました」

　そうしたところ、国王がやや間を置いて『ひとまず少し休んでくるといい』と告げたのだとか。

（きっと、みんな困惑したんだろうなぁ……）

　けれど最高の瞬間だったので、ツッコミの余地もない回答だっただろう。

　数人の騎士が、人混みの中にいたマティウスとミッシェルのもとへ走り寄った。声をかけ、国王たちがいる方を指して誘導する。

　恐らくは、これから両陛下のお言葉があって、二人が紹介されるのだろう。

（もしかしたら、このまま婚約の流れかも――えっ!?）

　二人が騎士らと共に移動していく姿を目で追いかけていたアメリアは、次の瞬間、驚愕の光景に目を見開いた。

　着飾った参加者たちの中に、ヒロインのソフィア・ハーバーがいた。

　ソフィアは特徴のあるセミロングのオレンジ色の髪を遊ばせ、髪色によく似合うドレスに身を包んでいた。

「もしかして……、このタイミングで〝出会いイベント〟が……？」

　アメリアは心臓が掴まれたような気持ちになった。咄嗟にエリオットの袖を掴んでしまい、気づいた彼が不審そうに目を向けてきた。

「アメリア？　どうした？」

「あっ、いえ、なんでも……」

　アメリアは慌てて手を放した。彼に、ソフィアの方を見させないよう考えてしまった自分の行動に愕然とした。

　どうして、と考える中でどんどん胸の痛みは増していく。

　そして、不意に気づかされた。

（嫌。エリオットに〝運命の出会い〟を迎えてほしくない）

　湧き上がってきた自分の感情に、アメリアは衝撃を受け、同時に泣きそうになった。

　早く出会えばいいのにと思ってきたのに、今は、彼と彼女の恋が始まってほしくないと思っている。

　この距離感が心地いい。できることなら――このままがいい。

（私……彼が、好きだわ）

　エリオットが『これが終わったら、俺だけを見てもらう』と言っていた言葉が、現実のものになってほしいとアメリアは感じた。

　でも、自分は悪役令嬢だ。そして彼は、メインヒーローの素敵な第二王子。

　彼が好きな人に出会える機会を、アメリアが邪魔してはいけない。

「おい、アメリアどうしたんだ？」

　いつの間にか名前で呼ぶようになった彼が、ちょっと心配したように腰を屈めてアメリアを覗き込んでくる。

　ここで会わなくても、いずれ彼はヒロインと出会ってしまう。

　アメリアは視線を合わせられないまま、緊張しつつ口を開いた。

「で、殿下。……その、あちらに、とても愛らしい〝オレンジの髪〟の少女が」

「オレンジ？」

　エリオットが、不審そうな顔を上げる。

　おずおずとアメリアが示した先を見やったクラークが、目立つオレンジ色の髪の娘に先に気づいて「ああ」とうなずく。

「彼女はソフィア・ハーバー。殿下の親しい部下であるヒューゴ・ケインズと来週にもご結婚されるそうですよ」

「えっ！　知ってるの!?　というかまさかの婚約中!?」

　アメリアは驚きの悲鳴を上げた。すぐ隣で聞いていたエリオットが、片耳を押さえて顔をしかめている。

「部下って、まさか殿下も知っているんですか!?」

「そりゃ、俺が婚約の手助けをしたからな。俺にとって部下であると同時に、ヒューゴは幼なじみみたいなものだ、先日に協力を頼まれて会いに行った」

「と、ということは、その時にはすでに彼女を見ていた……？」

　追って確認したアメリアに、エリオットが顔をしかめる。

「そうだが？」

「その、何か感じなかったんですか？　かわいいとか、グッとくるとか」

「お前は何を言っているんだ？　お前以上にかわいい者がいるものか」

　素の表情でズバッとエリオットからそんな答えが返ってきて、アメリアはかぁっと顔が熱くなった。

　ソフィアの方を見てみると、一人だと思っていた彼女はヒューゴと幸せそうに寄り添い歩いていた。他の多くの者たちと同じく、マティウスとミッシェルを近くで祝うべく移動している。

　自分が知らない間に、ゲームヒロインが幸せになっていた。

「でも、ほんと、いったいいつの間に……」

「そういえば、あなたはヒューゴのファンクラブとも交友ができていましたね。あの二人は、以前あった教会視察で知り合ったそうですよ。彼は結婚後に新婚旅行で長期休暇を取られるため、急きょ、代わりに来週から私が殿下のサポートに入ります」

　アメリアは驚きすぎて、クラークの言葉に反応できないでいた。

　思い出したのは、エリオットが教会の視察に行かなかった日のことだった。

　あの時、代わりにワンコ系攻略キャラのヒューゴ・ケインズが行ったのだ。そしてエリオットはその日、アメリアを気にして行かなかった。

（――とすると、彼が『好きになった』のは私なんだわ）

　その時にはすでに、とっくに彼のフラグはアメリアに立っていた。

　アメリアは愛くるしいほどに赤面していた。そんな彼女を見たクラークが、彼女の肩をそっと押してエリオットの方へ寄せた。

「何も心配せずとも、殿下はお前に夢中ですよ。安心して存分に愛されるといいです」

「え？　……あっ」

　肩が触れた次の瞬間、アメリアはエリオットの腕の中に閉じ込められていた。

「俺は髪の一本まで、お前しかいらないが？」

　耳元でささやかれて、アメリアはドキドキが止まらなくて見る見る体温が上がった。

「で、殿下」

「エリオットと呼べ、と何度も言っているだろう。まぁ、初めの俺も悪かったからな。信頼できなかったのも仕方がない」

　そうではなく、彼がこのゲームのメインヒーローだったからだ。

　アメリアはクラークと友達になったように、そしてミッシェルがマティウスとハッピーエンドを迎えられたように、エリオットも変わるなんて思ってもいなかった。

　ここはゲームではなく、アメリアにとって現実の世界。

　一つの出来事や縁、想いが紡がれて〝予測不能の未来〟なのは、あたり前のことで。

「…………エリオット様は、私でいいのですか？」

　アメリアがちらりと目を向けると、すぐそこにある彼の顔に美しい微笑が浮かぶ。

「ようやく名前を呼んでくれたな。もちろんだ、俺はアメリアが好きだ」

　そう言いながら、エリオットにより抱きしめられてしまった。

「兄上たちが主役の場で、俺が目立つなどと思って控えていたが遠慮できないな。これまでも少なからずアピールしてきたつもりだったが、まだ実感がないのなら教えてやろう」

「へ？　何を？」

「俺が、お前だけが好きであるということをだ。それを、ここで見ている者たちを証人にして、ついでに周りの連中にも『手を出すな』と見せつける」

　体の向きを変えられた直後、アメリアはエリオットに正面から抱きしめられ、頭を引き寄せられて唇を重ねられていた。

　キスは優しくて、とろけそうなほど甘かった。

　おぉっと周りがざわめいたが、そんなことすぐにどうでもよくなる。

（私……愛されているんだわ）

　エリオットが舌を差し込んで、愛情を刻むように優しく口内を愛撫し、舌を絡める。アメリアは気づけば彼の服を掴んで、つま先立ちしてつたないながらに応えていた。

　そっと二人の唇が離れた。

「アメリア。俺はお前がこれまで寂しかった分も、全部忘れさせるくらいとことん愛してやる」

　目撃者たちが「まぁ」と頬を染める。これはめでたい、弟殿下も順調らしい……そんな声が上がりだして会場内はより祝福ムードになった。

　控えているクラークが、相づちを打つようにうなずいている。

　アメリアは恥ずかしかったが、胸のトキメキのままに、もううなずくしかない。

「覚えているか？　お前が、俺に恋に落ちれば問題ない。それが決まるまではキスを控えるよう配慮しよう、と」

「は、はい」

　恋も未経験の初心なアメリアは、唇を触れ合わせるだけのキスでは済まないだろう予感に、耳まで真っ赤になる。

　そんな彼女を見下ろし、エリオットは艶めかしく魅力的に微笑んだ。

「愛しいアメリア、俺はもうキスだけで満足できそうにない。手放すことなど考えられないくらい君が好きだ。そろそろいい加減素直になって、あと数ヶ月で十六歳を迎えると同時に俺と結婚してくれないか？」

　そのプロポーズの言葉を聞いた瞬間、アメリアは胸のドキドキが最高潮を越えて、彼の腕の中でプツリと意識が飛んだ。

　遠い場所から見守っていた兄のロバートは、それよりも前に崩れ落ちていて、父であるクラレンス伯爵が引きずっていっていた。




　そしてその日、国王と会場の者たちに祝福され、マティウスと宰相の娘である才女ミッシェルの婚約が決まったのだった。










終章　まさかの〝運命〟がもう一つ




　マティウスとミッシェルが婚約した。

　発表の直後から二人を支持する声が多く寄せられ、国をあげての次期国王と次期王妃の婚前祝いの開催も決定された。連日手続きや結婚準備のスケジュール立てなどにも追われ、宰相たちも忙しそうだった。

　昨日、アメリアとクラークは、ようやくミッシェルと久々に紅茶休憩を過ごした。

（〝推し〟の幸せそうな笑顔と様子は、一番のご褒美！）

　アメリアは、幸福いっぱいのミッシェルを前に感激した。あふれんばかりに輝きを放つ芯の強さは、以前までの憂いを帯びた表情を浮かべていた頃と全然違った。

「マティウスのよき妻に、そして人々のために手助けもしていきたいんだ」

　そう語る彼女は、希望にあふれていた。アメリアはまた感動して泣いたし、クラークも眼鏡を外してハンカチを押しあてていた。

　今後も、彼女の幸せを見守っていくことを二人は胸に誓った。

（そして必要になったら、迅速に一番の友人として手助けするのよ！）

　そう新たに意気込みを立てたアメリアだったが、途中で意識を失ったあのパーティーのことが気になってそわそわしてもいた。

　ミッシェルと同じくして、兄弟王子たちも久しぶりに自由時間が取れたようだ。

　その日、アメリアはエリオットの招待を受け、途中までクラークに案内されて彼の部屋へと向かった。

　こうして招かれるのは初めてで、到着した時は緊張もピークだった。

「先日ぶりだな、アメリア」

　エリオットはわざわざ出迎え、アメリアをエスコートして三人掛け用のソファの隣に座らせた。

　使用人たちが、無駄なく動き始めてティーセットを準備した。いい香りのする紅茶が出され、かわいらしい菓子もテーブルに並んだ。

　そして全員が速やかに退出し、二人きりにさせられアメリアは緊張した。

「プロポーズの返事を聞こうと思ってな」

　早速と言わんばかりにエリオットに美しく微笑まれ、大きく心臓がはねた。

　彼を受け入れ、好意を抱いていることはとっくに見抜かれてしまっているが、会場で言葉として答えてはいなかった。

　アメリアの胸は激しく高鳴った。

　どうしてか、パーティーで見た時以上に彼がとても素敵に見えた。

（ううん。私、ずっとこの人にドキドキさせられているわ）

　エリオットの強い眼差しと、ハンサムで不敵な笑顔に胸は熱くなる。

　ゲーム画面で見ていた甘い微笑みよりも、彼らしいその表情にアメリアは弱いことに気づいた。

　何より、彼のどの言葉も、気の迷いなんかではなかったことがうれしくて。

「私も、その…………あなたが、好き」

　かぁっと顔を真っ赤にしながら、アメリアはなけなしの声で口にした。

「結婚準備だっていろいろとあるから、十六歳ですぐ、というのは我慢して少し待っていてほしいというか……勉強も、がんばるから」

　ミッシェルの婚約と共に、アメリアの王妃教育の日程も組まれることになった。

　近々王宮で開始される予定だ。早ければ誕生日を迎えた後、二つ季節が過ぎるのを待てば婚姻となりそうだ。

　意識して赤面してしまったアメリアは、すっかり視線も落としてしまっていた。

　エリオットが距離を詰めてきて、アメリアの両手を優しく取った。彼の方へ視線を戻されると同時に、やけに優しい声で尋ねられる。

「それは、アメリアとしては教育が済めば、できるだけ早く俺と結婚してもいいと思っている、という認識でいいのかな？」

（なんでドンピシャで人の心の声をあててくるの、この人っ）

　アメリアは、その声だけでも甘く感じて胸がばくばくしていた。でも、隠さずに勇気を振りしぼって素直になる。

「そ、そうよ。二人きりの時はこうやって話してもかまわないと言ってくれたあなたを……その、エリオット様を信じているもの」

「ありがとう、アメリア」

　エリオットが、穏やかな雰囲気で微笑んだ。

　その笑顔を見て、アメリアは胸がいっぱいになった。

（――ああ、私、この世界では結婚できるのね）

　前世の憂いのような思いが脳裏をよぎっていった。家族の顔や、自分の最期も思い出せないでいるのに、ふと頭に浮かんだのは『ようやく兄に花嫁衣装を見せられる』という自分の声だった。

　その時、エリオットの美しい笑顔がにーっこりとした。

「王弟妃教育が楽しみだな、アメリア？　俺も協力しよう」

「へ？　協力？」

　王族の妻として重要視されるのは――その人との子をつくることだ。

　アメリアは、そういえば彼が〝攻めに攻めて溺愛していくヒーロー〟であるのを思い出した。

　ゲームで一部、映像が消えて台詞が二、三個で済まされたかなり怪しいシーンもあった。神聖な教会でいったいナニがされていたのか。

「実践あるのみだ」

（いやそれアウトなことじゃない!?）

　心を読んだようにエリオットにキラキラとした笑顔で言われて、アメリアはおののく。しかし逃げようとしたが、あっという間に腕を回され引き寄せられていた。

「け、結婚前に何をしようというんですか!?」

「もちろん、初めては結婚するまで待つよ、愛しいアメリア」

　言いながらも彼はアメリアの頬にキスをし、片方の手がスカートの上から怪しげに太腿の形をなぞってくる。

　ぞくぞくっとした拍子に、彼がくすりと笑う。

「おびえることはない。一つずつ教えていくつもりだから」

「何を!?」

　溺愛がすぎる。勘弁してください。そう思って突っぱねようとしたら、察したエリオットにすばやく抱きしめられ押さえ込まれてしまった。

「あ、あの、離してください」

　アメリアは彼の鼓動と胸板の逞しさまで感じて、ドキドキが高まった。

「どうして？　こうしている方が、存在を感じられて俺はいい」

　だから彼は、よく抱きしめてくるのだろうか。

　抱擁が好きなのかなと思って、アメリアは赤薔薇色の目をちらりと上げた。するとエリオットの美麗な顔が目の前にきて――唇を奪われた。

「……ンン、ぁっ……んぅ」

　二人しかいない室内で、唇を重ねる二人の呼吸音がした。

　あまりにも恋人っぽい空気が漂っているから、初心なアメリアはそれに抗うことができない。

　エリオットにキスをする勢いのまま、ソファへと押し倒された。

「エリオット、ゃ、やめ、ンっ」

　足をじたばたしたものの、彼がのしかかってきて体で拘束される。

　室内にキスの音が続く。官能的な水音を立て、しばらく舌同士をこすり合わせられていた。

　やがてアメリアの体から力が抜けて、甘い吐息がエリオットの聴覚を楽しませる。

　キスは心地よく、心から求められていることにアメリアは幸福感を覚えていた。

「――数日は会えなかったから、そのぶん『ごちそうさま』」

　やがてエリオットが、頭を起こして満足そうに唇をぺろりとなめた。

「も、もうっ、なんでいきなりキスするんですかっ」

「たまらなくお前がかわいかったから。不可抗力だよ、俺の愛しい婚約者」

　それは、エンディングでゲームヒロインへ彼が言う台詞だった。

　ゲームの中の内容が、本当に変わってしまったのだ。アメリアは真っ赤になった顔を隠したかったけど、エリオットに両腕をソファに押さえつけられていてそれはかなわなかった。

「どうやら言葉ではうまく伝わらないようだから、これからはどんどん愛情表現していこうと思う」

　エリオットは、指を絡めて握っているアメリアの手を引き寄せると、見せつけるように目の前でちゅっとキスを落とした。

　その仕草に、アメリアの胸は大きく高鳴った。

　エリオットの全部にドキドキしている自分がいる。そんなことをされたら、途端に逆らえなくなるのを感じた。

　でも、前世でもアメリアは恋未経験者だ。エリオットの攻めモードの強い色香を前にくらくらする。ずっとこの調子だと、心臓が持たない。

「せ、攻め攻めの溺愛モードなんて、反則です！」

　アメリアは、せめてもの抵抗と思って叫んだ。




　けれど、その後エリオットからもう一度とキスをせがまれ、アメリアは絡めた指の間を怪しげにくすぐられながら、再び濃厚な口づけを受けたのだった。




了










あとがき




　百門一新です。このたびは多くの作品の中から、本作をお手に取っていただきまして誠にありがとうございます！

　初めて悪役令嬢ものを書かせていただきました。

　とても緊張しております。十月にデビュー四周年を迎えたのですが、悪役令嬢ものは執筆したことがなく……、

「いつか書いてみません？　先生の悪役令嬢読んでみたいです」

「いいですねー」

　さらっと担当編集者様とそんなやり取りがあってからしばらく、こうして皆様に悪役令嬢ものの作品をお届けできることになり、とてもうれしく思います。

　わくわくしながら執筆させていただきました。

　ヒロインでも攻略対象でもないモブの同性の推し。そしてヒロインはある意味ストーカー、それで同志（同じストーカー）と出会う……。

「……あれ？　ダブルストーカーでは」

　執筆していた際に、ふと真顔で考えました。皆さんに楽しんでいただけるだろうかと大変ドキドキいたしました。

　アメリアの周りの人々のことも楽しんで愛でていただきつつ、二組の恋愛についても楽しんでいただけましたらうれしいです！




　八はち美ぴ☆すわん先生、このたびはとても美しい素敵な表紙を本当にありがとうございました！　ベリーズ文庫様でまたご一緒できたこともうれしくて、ラフを見てうっとり、そして完成イラストを見て「二人が素敵！　ミッシェル様も最高！」ともだえまくりました！

　想像通りのアメリアとエリオットに出会えて幸せですっ。そして表紙にミニマムなミッシェル様が添えられていたことも大感激です！　尊い……！

　担当編集者様、担当Ｓ様、このたびも大変お世話になりました！　本作にたずさわってくださったすべての皆様、そしてお手に取って作品を楽しんでくださった読者様にも心から感謝申し上げます。

　また、どこか次の作品で皆様とご一緒できますように。

百もも門かど一いっ新しん
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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悪役令嬢ですが推し事に忙しいので溺愛はご遠慮ください！


～俺様王子と婚約破棄したいわたしの奮闘記～
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